


2021年10～12月カリキュラム（第83号）
─『子どもと親のカテキズム』に基づく２年サイクル　第２年─

月　日
教会暦・行事

子どもと親のカテキズム 参照教理問答

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句
　　単 元 の 目 標

10月３日
第四戒

主の日の安息
問68、69 ウ小57－62、ハイデ103
ルカ6：1－11 ルカ6：5

安息日に神さまの愛を味わう

10月10日
第五戒

父母を敬う
問70、71 ウ小63－66

テサロニケ一5：12－15 エフェソ5：1
神さまが与えて下さった人間関係を大切にする

10月17日
第六戒
殺すな

問72、73 ウ小67－69、ハイデ105－107
創世記4：1－16 マタイ5：22

自分も他の人も愛する

10月24日
第七戒

姦淫するな
問74、75 ウ小70－72、ハイデ108－109

創世記2：18－25 創世記2：18
神さまが造られた秩序、神さまとの約束を大切にする

10月31日
第八戒
盗むな

問76、77 ウ小73－75、ハイデ110，111
マタイ25：14－30 ルカ19：8

神さまからいただいたものを大切にする

11月７日
第九戒

偽証するな
問78、79 ウ小76－78、ウ大144、ハイデ112

列王記上21章1－29節 エフェソ4：25
聖霊に生かされ、神さまの真実に生きる者となる

11月14日
第十戒

むさぼるな
問80、81 ウ小79－81、ウ大146－148、ハイデ113

マタイ6：25－34 テモテ一6：8
私たちを満たしてくださる神さまに信頼を置く

11月21日
憐れみを求めさせる戒め 問82 ウ小82、ウ大149、ハイデ114，115

ルカ18：18－30 ローマ7：25
十戒を通して、イエスさまの赦しの憐みに依り頼む生活へ

11月28日
待降節

神の愛の戒めを喜ぶ 問83 ウ小87、ウ告白16：2､ハイデ114－115
フィリピ3：12－16 フィリピ3：12

戒めは私たちへの愛の導き

12月５日
待降節

キリストの誕生の予告 （問25） －
マタイ1：1－17 創世記22：18

神の約束が守られ、その約束通りにキリストがお生まれになる

12月12日
待降節

キリストの誕生 （問26、28） ウ小22、27、ハイデル35，36
マタイ1：18－25 マタイ1：21

キリストはまことの人となるほど私たちを愛される

12月19日
降誕祭

博士たちの礼拝 （問35） －
マタイ2：1－12 マタイ2：11

神さまの導きに素直にしたがい主を礼拝する

12月26日
祈りの手本、主の祈り 問84 ウ小99、ハイデ118

マタイ6：7－15 マタイ6：8
祈りはすべてをご存知の神さまに対する私たちの応答
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まえがき

『教会学校教案誌』への感謝
木　下　裕　也

　『教会学校教案誌』創刊当時のことを思
い起こしています。もう20年も前のことに
なります。相馬先生はその数年前に教会ぐ
るみで中部中会に加入され、日本キリスト
改革派教会としての日曜学校教案誌が備え
られるべきことを強く願っておられまし
た。わたしは当時奉仕していた教会で用い
ていた教案誌（改革派教会でも広く用いら
れていたと思います）が、よくととのった
ものでありつつ教理理解に差異を覚えるこ
ともたびたびあり、教会独自の教案を作る
ことも検討していた時期であったと思いま
す。そのほかにも中会の教会学校教師研修
会等をとおして改革派独自の教案誌を発行
すべきとの声がたかまっていたことを覚え
ています。主が備えてくださったタイミン
グであったと思います。
　当初は有志での発行というかたちでし
た。４人の牧師たちからなる日曜学校教案
誌編集部が立ち上げられ、中会内の何人か
の方々が協力してくださいました。毎回名
古屋岩の上教会で長時間の編集会議を持ち
ました。カリキュラムの策定、執筆者の選
定と依頼、出版社とのやりとり、すべての
ことがそこで協議され、決められました。
経済的にもはじめは自費でということを話
し合っていたと思いますが、創刊からほど
なくして中会が発行を支援してくださるこ
ととなり、自由募金による支えもあって、
教案誌をその後も継続して発行することが
できました。

　有志というかたちで始められた教案誌が
中部中会の教案誌となり、さらに大会の教
案誌となりました。わたしはある時期から
教案誌編集部を退きましたが、教案誌は実
に20年の長きにわたって発行され、私たち
の教派の教会教育のいとなみに大きな役割
を果たしてきました。これまでこの働きに
たずさわってこられた方々に主のねぎらい
をお祈り致します。とりわけ創刊時からこ
の働きを主導し、多大な労苦をもって支え
続けられた相馬編集長に心から感謝致しま
す。
　創刊時の編集部メンバーはもちろん教会
の現場に仕える牧師たちであり、教会教育
について専門に学んだ者たちではありませ
んでした。ただ、ひとつのことを分け持っ
ていたことは確かであったと思います。そ
れは福音に生きること、福音の恵みを分か
ち合うことについてはおとなも子どももな
いとの確信です。そのことは編集部が一貫
して掲げ続けた「基本方針」にも反映され
ています。また教案誌がカテキズム教育を
重視してきたことは、そのまま福音の言葉、
キリストの恵みの言葉に生きることを願う
願いのあらわれであったことを確かめてお
きたいと思います。
　教案誌発行の働きにはこのたび一応の区
切りがつけられるとのこと。「基本方針」
を受け継ぐ何らかの教会教育の試み、取り
組みが今後起こされてくることを心より願
うものです。 （岐阜加納教会牧師） 
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巻頭説教

人間の謎と矛盾を解くキリスト
創世記３章８～10節

漆　崎　英　之

　創世記のこの御言葉を読むたびに、思い
出しては、一人心の中で笑うことがありま
す。もう30年以上前のことですが、ちえちゃ
んという子と、あさみちゃんという子と３
人でかくれんぼをしたときのことです。「も
ういいかい」「まあーだだよ」、「もういい
かい」「まあーだだよ」、「もういいかい」「も
ういいよ」。「ちえちゃん、どこにいるかな。
ここかな。違った。カーテンの後ろかな。
ちえちゃん、どこ～？」いくら名前を呼ん
でもシーンと静まり返って何の返事もあり
ません。そこで今度は、「あさみちゃん、
どこ～？」と呼ぶと、あさみちゃんという
女の子が「ここー」と言って押し入れから
出てきました。「あさみちゃん。名前を呼
んでも、黙っていなければだめよ。隠れて
いるんだから、鬼さんに、いるところを教
えたらだめなのよ」。「もう一度、はじめか
らやり直しするからね。鬼さんが見つける
までは、黙って隠れているのよ。わかっ
た？」「うん」。でも何度やり直してもあさ
みちゃんは、名前を呼ぶと「ここー」と居
場所を自分から教えて出てきてしまうので
す。これでは、かくれんぼになりません。

①神なしに生きることのできない人間

　罪を犯したアダムとエバは、「主なる神
が園の中を歩く音が聞こえてきた」とき、
「主なる神の顔を避けて、園の木の間に隠
れ」（８節）てしまいました。隠れたので

すから、主なる神が「どこにいるのか。」
とアダムを呼ばれたとき、アダムは沈黙を
保ち、応答しないでおくこともできたはず
です。
　ところが実際はどうだったでしょうか。
「隠れております」と応えてしまったので
す。隠れた者が呼びかけに応じるというこ
とは、本来はないことです。それでは隠れ
た意味がありません。警察から追われてい
る犯人は、自首しようと決心しない限り、
あるいは逃亡生活に疲れ果て、もうこれ以
上は逃げ切れないと観念しない限りは、警
察の呼びかけにも、世間からの呼びかけに
も、ただひたすら沈黙を保ち、どこまでで
も遠くへ逃げようとするものです。わたし
はここに隠れておりますと、ノコノコと呼
びかけに応答することはないはずです。
　罪を犯し、神の御前から隠れたとしても、
造り主であられる神の呼びかけに応答して
しまう、応答せずにはいられない人間の宗
教的本質がここにあらわれています。神の
かたちに似せて造られた人としての所以が
ここにあります。
　造り主なる神に背き神から離れてしまっ
た人間は、自分の神を探し求め、被造世界
のありとあらゆるものを神として崇めるよ
うになりました。聖書において語られてい
る神の道について知りたいとは心から願っ
てはいませんが、宗教的渇望を満たしてく
れる神を求めて飽くことがありません。
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②矛盾をかかえて生きる人間

　神の御顔を避けて隠れる生き方は、私た
ちの思考と認識、選択に大きな矛盾をもた
らすことになりました。
　罪に落ちた私たちの中には、自分は神さ
まに関心を抱いていると感じる一方で、同
時に神さまから追い払われている、責めら
れていると感じる矛盾した思いがありま
す。キリストにおいて罪の処罰がなされな
いままで、主なる神さまが罪人の私たちに
近づいてこられることは、罪人にとっては
恐ろしいことです。人は神なしに生きられ
ない存在でありながら、神に近づくことを
恐れる逃亡者となってしまったのです。
　また私たちは、真理を熱心に追い求め、
崇高な生き方をしたいと望みながら、その
一方で、自分が嘘つきで不誠実な者である
ことを感じています。永遠に続く幸せを求
めながら、つかの間の楽しみにうつつを抜
かす矛盾した存在です。
　キリストを知る前の私たちの姿は、自分
の家を飛び出し、遠くの地で豚の食べるい
なご豆で空腹を満たそうとしていたあの放
蕩息子のような自分勝手で惨めな実生活
だったではありませんか。生ける水の源を
捨てて、水をためることのできない壊れた
水溜をせっせと掘っているような（エレミ
ヤ2：12）空しい生き方でした。
　しかし、自分の中にあるこうした矛盾の
原因が、どこにあり、どこから来ているの
か知ろうという思いはなく、人間とはこの
ようなものだと矛盾を抱える自分と何とか
折り合いをつけて罪の重荷に苦しみ、もが
いて生きていたものです。

③人間の謎と矛盾を解く主キリスト

　神に起源を持つがゆえに、背きの罪を犯

した後も神なしには生きることができない
人間。神の御前には、自分が全面的に悪い
にもかかわらず、それでいて真の神を憎む
ことを当然のようにやってのける人間。罪
人とは、実に多くの矛盾を抱えて生きてい
る存在なのです。
　素晴らしさと惨めさ、偉大さと卑しさが
同居している人間の謎は、聖書の上からの
光が私たちの上に照らされるときにはじめ
て解明されます。主という名の神の御言葉
だけが人間という不可解な謎を解くことが
できるのです。
　この謎が解明されていくとき、人間の根
本的な矛盾もまた解かれていきます。キリ
ストはこの矛盾を解くためにこの世に来て
くださいました。キリストは罪に対する神
ののろいと怒りの刑罰を私たちに代わって
引き受けてくださいました。それゆえに今
私たちは神の御顔を恐れなく仰ぎ、平和の
うちに安らうことができるようにされてい
るのです。
　キリストを告白したその日から、私たち
の心は、日一日と、矛盾という鎖から解き
放たれ、神の恵みによって癒され続けてい
ます。キリストが私たちの内で始められた
聖化の御業は止むことがありません。
　ゴールは神の御国です。神と顔を合わせ
て御顔をまっすぐに仰ぎ見ることのできる
その日、私たちの矛盾は完全に決着するの
です。神の御性質と御心に反する一切のも
のは都の外に締め出され、主なる神がすべ
てにおいてすべてとなられるその日の何と
麗しいことか。主キリストの御名にとこし
えに栄光がありますように。
 （金沢伝道所宣教教師）
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連載

自閉症の息子を与えられて
坂　尾　連太郎

はじめに　一個人の証として

　今回、「障がいのある子どもと共に」（仮
題）というテーマで執筆の依頼をいただき
ました。わたしには６歳になる自閉症の息
子（長男）がいます。しかしわたし自身は
自閉症についても障がい全般についても専
門的な知識を持っておらず、一般的なこと
を書く力はありません。そこで今回は自閉
症の息子を持つ一人の父として、牧師とし
て、これまで経験し、考えてきたことをお
分かちする個人的な証として記させていた
だきたいと思います。それがどれほど役に
立つかわかりませんが、何か考えるきっか
けになれば幸いです。

１．自閉症であることの発覚と受容

　およそ６年前、元気な男の子が生まれま
した。名前は「深

み

音
おと

」と名付けました。深
く物事を考えて言葉を発し、生きていって
ほしいという願いを込めて妻が考えたもの
です。そしてわたしが後付けですが、福音
に深く根差して生きていってほしいという
願いを込めました。
　深音はすくすく成長し、よく笑う子でし
た。教会でもいろんな人にニコニコしてい
ました。自閉症であるとは考えてもみませ
んでした。そのことを考えるきっかけに
なったのは一歳半検診でした。言葉が出な
いことを含め発達の遅れを指摘されまし
た。その頃から妻は息子の挙動・ふるまい
から自閉症ではないかと考えるようになり

ました。息子は絵本などを読んでいるとき
自分で指差しをせず、人の手を持って指差
しをさせていました（「クレーン現象」と
呼ばれる）。また立ってクルクル回るのが
好きだったり、散歩では坂道が好きで何度
も行ったり来たりしていました。その感覚
が楽しかったのでしょう。それらの挙動は
自閉症の子どもに多く見られるものでし
た。妻が息子は自閉症ではないかと言い出
したとき、わたしはそうかもしれないが、
そうではないかもしれない、と思いそのよ
うに言いました。やはり息子が自閉症であ
ることを簡単には認めたくない思いがあっ
たのだと思います。しかしわたしも自閉症
について多少調べ、息子を見ていく中で、
やはりこの子は自閉症だろうと思うように
なりました。そして深音が３歳になる少し
前、正式に自閉症の診断がくだりました。
　息子が自閉症であるとわかったとき何の
ショックもなかったと言えばうそになると
思います。しかし私たち夫婦はそれほど悲
観的になることなく、その事実を受け入れ
ることができていったと思います。それは
やはり信仰があったからだと思います。息
子が自閉症であるのは単なる不運ではな
く、そこには神さまのご計画があり、神さ
まが私たち夫婦に自閉症の子どもを与えて
くださった、託してくださった、そのよう
に信仰をもって受け止めることができまし
た。
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２．息子なりの成長

　一歳半検診の後、息子は発達の遅い子ど
ものための園に母親と通うようになりまし
た。最初はプログラムにそって椅子にじっ
と座っていることも難しかったのですが、
だんだんとできることも増えていきまし
た。自閉症の診断が出た後は、自閉症児の
ための療育園に通うようになりました。こ
ちらは両親が共に通いました。そこで深音
はカードでお菓子の要求をすることを教え
てもらいました。言葉で要求はできないの
ですが、家でもカードで食べたいものを要
求することができるようになりました。そ
のように少しずつ成長することができてい
ます。
　現在は子どもだけで通う児童発達支援セ
ンターに通っています。最初は一人でだい
じょうぶかと不安がありましたが、今では
楽しく活動ができているようです。そこで
も生活の様々なことを教えてもらい、深音
が確実に成長しているのを見て、うれしく
思っています。親には子どもを愛をもって
育てる責任がありますが、深音にとって良
い環境が整えられ、成長させてくださって
いるの神さまご自身であることを思い、感
謝しています。
　下の絵は妻が教会のホームページに載せ
るために描いたものです。

　昨年には次男（透
と

音
おん

）が生まれ、深音は
どうなるかと心配もありましたが、それな
りに仲良く過ごしています。次男はお兄
ちゃんの真似をしたいようで、お兄ちゃん
が遊んでいるじゃまをしたりするのです
が、深音はそれほど拒否することなく、受
け入れているようです。弟が小さい頃には
頭をなでたりもしていました。今通ってい
る園でも深音よりも小さい子が泣いている
とき、おもちゃを貸してあげたりしたよう
です。そのような時折見せる深音のやさし
さも私たち親にとってはうれしいことで
す。

３．教会による受容と愛

　息子は教会の中で受け入れられ、愛され
て成長してきました。それは自閉症だとわ
かる以前も以後も変わることがありません
でした。それは私たち親にとって本当に感
謝なことです。深音は高い所に登るのが好
きで、母子室の棚の上に登ります。最初は
教会の人たちも危ないと心配していました
が、今はその光景にも慣れています（母子
室の棚は深音の体重に耐えられず一つ破壊
されました……）。また今はだいぶ落ち着
いてきましたが、じっとしていることがで
きず、うるさくすることも多かったです（今
は次男の方がうるさい）。そういう中でも
教会の方々が嫌な顔をせず、息子を愛し、
受け入れてくださっていることが何より感
謝です。礼拝後、私たち夫婦が日曜学校の
教師会に参加しているときなどは、青年の
方が息子と遊んでくれたりしています。そ
のように教会の方々の支えによって、私た
ち夫婦は息子を育て、わたしも何とか牧師
としての働きをさせてもらっています。
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４．小さな者へのイエスの眼差し

　深音は今も話すことができません。唯一
言う言葉は「いやー」ぐらいです。こちら
の話も理解するのは苦手なようです。よく
使う簡単な言葉は理解しているようです
が。そのような状態ですので、これから深
音が話せるようになるのか未知数です。神
さまのことやイエスさまのこともどれほど
わかるようになるのかわかりません。お祈
りのときは一応手を組むことはできます
が。ですから深音が自分で信仰を告白する
ということも今は想像しにくい状態です。
もちろん神さまがこれから深音をどのよう
に成長させ、御業をあらわしてくださるか
私たちには分かりません。ただ今の段階で
感じ信じていることは、深音は何ができな
くとも、今の状態で神さまに愛されている
ということです。深音は礼拝に出ても、聖
書のお話を理解しているようには思えませ
ん。そしてもしかしたらこれからも難しい
かもしれません。以前行った発達検査によ
れば深音の知的発達度は１歳半程度でし
た。その意味では深音は知的には幼いまま
です（もちろん彼なりに成長しています
が）。ではいつまでも聖書のことが理解で
きず、信仰を告白できない人は神さまに愛
されていない価値のない存在かと言えば決
してそうではないのだと思います。マルコ
による福音書10章13～16節を読みますと、
そのことがよくわかります。イエスさまに
触れてもらうため人々が子どもを連れて来
たとき、弟子たちはその人たちを叱りまし
た。子どもはまだ信仰のことがわからず、
イエスさまを煩わす存在と思ったのかもし
れません。しかしイエスさまはそれを見て
憤り、弟子たちに言われました。
　「 子供たちをわたしのところに来させな

さい。妨げてはならない。神の国はこ
のような者たちのものである。はっき
り言っておく。子供のように神の国を
受け入れる人でなければ、決してそこ
に入ることはできない。」

　そしてイエスさまは子どもたちを抱き上
げ、手を置いて祝福されたのです。
　自閉症の深音や、まだ１歳の次男を教会
の礼拝に連れて行ってもお話を理解するこ
とはできません。むしろ礼拝堂で動き回っ
たり、うるさくして他の人に迷惑をかけて
しまいます。ではそういう小さな子どもや
障がいをもった人は礼拝に連れてきても無
意味なのかと言えば決してそうではないと
思います。礼拝において主イエスが私たち
と共にいてくださり（マタイ18：20）、小
さな子どもたちにも祝福を与えてくださる
と信じています。さらにはイエスさまはそ
のような小さな者こそ神の国を受け入れ、
そこに入ることができると教えられまし
た。神の国を受け入れ、そこに入るにあたっ
ては、子どもは劣った存在どころか、むし
ろ私たち大人が見倣うべき存在なのです。

５．神の国に招かれる障がい者

　さらにイエスさまは貧しい人や障がいを
もった人々にも愛の眼差しを向けられまし
た。イエスさまは「貧しい人々は、幸いで
ある。神の国はあなたがたのものである」
（ルカ6：20）と福音を宣べ伝えられました。
さらにイエスさまは多くの病人や障がいを
もった人をいやしていかれました。またイ
エスさまはルカによる福音書14章15～24節
で「大宴会のたとえ」を語られました。あ
る人が盛大な宴会を準備し、多くの人を招
いていました。宴会の時刻になったので、
主人は僕を送って人々を宴会に招きまし
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た。ところがあらかじめ招かれていた人た
ちはいろいろな言い訳をして断ります。最
初の人は「畑を買ったので、見に行かねば
なりません。どうか、失礼させてください」
と言い、次の人は「牛を二頭ずつ五組買っ
たので、それを調べに行くところです。ど
うか、失礼させてください」と言い、また
別の人は、「妻を迎えたばかりなので、行
くことができません」と言いました。それ
を聞いた主人は怒り、僕に言いました。「急
いで町の広場や路地へ出て行き、貧しい人、
体の不自由な人、目の見えない人、足の不
自由な人をここに連れて来なさい。」
　ここに出てくる貧しい人や障がいをもっ
た人とは普通宴会に招かれることのない人
たちです（ルカ14：13参照）。しかし、宴
会の主催者である主は、そういう人々をも
ご自分の宴会に招かれるのです。一方、招
かれながらも言い訳をして断った人たちは
神の国での宴会を味わうことができずに終
わるのです。
　たとえに出てくるような、畑を買ったり、
牛を買ったり、妻を迎えたりすることので
きる人はこの世的には幸せな人でしょう。
しかし、神の国に入ることはできませんで
した。それよりもこの世のことに関心があ
り、招きを拒んだためです。逆にこの世で
は不幸だと考えられていた貧しい人や障が
いを持った人たちが神の国の宴会に招か
れ、その食事を味わうことになるのです。
　ですから、わたしは障害をもっている深
音が神の国に入れないのではないかという
心配はしていません。むしろ健常者と言わ
れる私たちの方が御国への招きを拒むこと
がないよう気をつけなければならいのだと

思います。

おわりに　神の愛に委ねて

　ただ、この世において、私たち両親がい
なくなってしまった後、深音はどうなるの
か心配がないわけではありません。しかし、
イエスさまがルカによる福音書12章22～34
節で教えてくださったように、思い悩むの
ではなく、私たちの命を養い支えてくださ
る父なる神さまに信頼し、委ねていきたい
と思っています。私たち両親がいなくなっ
たとしても、天には私たちを愛し養ってく
ださる父なる神さまがいてくださることは
感謝なことです。そしてやがて共に神の国
に入ることができたなら、それ以上の幸い
はありません。 （南与力町教会牧師）

『エデン』坂尾亜海
「神は彼らの目の涙を、ことごとくぬぐいとってくだ
さる（黙示録21：9）」
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①献金の祝福を勧めるために

　この連載では「執事職」についてわたし
なりに大切だと思うことを書かせていただ
いていますが、前回は政治規準第五十八条

（執事の任務）一「貧困・病気・孤独・失

意の中にある者を、御言葉とふさわしい助

けをもって励ますこと。」を中心に書かせ
ていただきました。今回は同じく政治規準

五十八条（執事の任務）二「献金の祝福を

教会員に勧め、教会活動の維持発展のため

及び愛の業のためにささげられたものを管

理し、その目的にふさわしく分配するこ

と。」について、主に「献金の祝福」とい
うことを中心に書かせていただきたいと
願っています。まず執事自身がこの「献金
の祝福」について正しく理解し、身をもっ
てその祝福に与っていなければ、教会員に
心から勧めることは出来ないからです。

②献金の前提

　献金について考えるにあたり、まず大前

提として、全ての物の所有者は神であられ

るということを確認しておきたいと思いま

す。礼拝指針第二十六章第百二十条（財と

賜物の管理）にはこう書かれています。「御

父である神はすべての人とすべての物の所

有者であられ、わたしたちは生命と財の管

理者にすぎない。」２「キリスト者は、神が

すべての生命と財の主権者であられること

を認めて、自分自身とその賜物を適切に用

い、神に献げる。また、その財を教会およ

びこの世の両方において用いるために、神

に献げ物として差し出す。神に喜んで献げ

る者は、約束に従って神から豊かな霊的恵

みにあずかるようになる。」すなわち、私
たちの持ち物も命も、その究極的な所有者
は神なのですから、全ての物は神からの賜
物として私たちに与えられ、正しく管理運
用することが求められています。ですから
「これはわたしのものだ」と握りしめて執
着することは許されないのです。神からの
賜物として感謝してそれらを受け取り、正
しく用いつつ、必要に応じて惜しみなくさ
さげることが求められています。そうする
者を神は祝福してくださり、豊かな霊的恵
みにあずからせてくださるのです。

③ コリントの信徒への手紙二８，９章より

～感謝と献身のしるし

　この献金の祝福と恵みについて、コリン
トの信徒への手紙二８，９章から教えられ
たいと思います。ここでパウロは、エルサ
レムの貧しい信徒たちを援助するための慈
善募金に与りなさいということを、コリン
ト教会に勧めています。そして特に、マケ
ドニア州の諸教会が激しい試練と極度の貧
しさの中にあるにもかかわらず、このエル
サレム教会のための募金に熱心に取り組ん
でいることをここで紹介しているのです。
それは決して彼らの競争心をあおるためで
はありません。「兄弟たち、マケドニア州

の諸教会に与えられた神の恵みについて知

連載

執事職について（3）
吉　田　　　実 
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らせましょう」（コリ二8：1）とパウロは
語り掛けています。すなわち、「マケドニ
ア州の諸教会がこの募金に参加することで
豊かな恵みに与っているように、あなたが
たにも是非この恵みに与ってほしい」と語
り掛けているのです。ではその「恵み」と
は具体的にはどのようなものだったので
しょうか。それは第一に、礼拝指針第
二十六章第百二十条の最後にも書かれてい
る「喜んで献げる者に与えられる霊的な恵
み」と言うことが出来ると思います。それ
は言い換えれば、主の愛に感謝して自らを
捧げる「献身者に与えられる報い」と言う
ことが出来るでしょう。マケドニア州の諸
教会が激しい試練と極度の貧しさの中に
あってもなお、満ち満ちた喜びをもって、
惜しむことなく、力以上に、進んでこの慈
善の業と奉仕に参加することが出来たのは
なぜでしょうか。コリントの信徒への手紙
二８章５節には「…彼らはまず主に、次い

で、神の御心にそってわたしたちにも自分

自身を献げたので」とあります。彼らは金
銭をささげる以前に自分自身を主にささげ
ていたのです。つまり彼らの喜びの中心は
「わたしは神のものである」という確信に
あったのです。その前提には、最も豊かで
あったお方が私たちのために最も貧しくな
られた、主イエス・キリストの恵みを知っ
た（コリ二8：9）という事実があったはず
です。主イエスの愛の特徴は「自ら貧しく
なって相手の所にまで降りて行く」（フィ
リピ2：6～8等）ということにあり、また「仕
えられるものではなく仕える者となる」（マ
タイ20：28等）、「友のために自分の命を捨
てる」（ヨハネ15：13等）ということにあ
ります。つまり主イエスは高いところに自
分を置いたまま何かを恵んでやるというよ

うな上から目線で人を見ることをなさらな
い、むしろ相手の所にまで降りて行って一
緒に痛みを担い、その人のために仕えてく
ださるお方なのです。そのような主イエス
の愛によって生かされていることを知る者
たちは、主に倣って自らもそのように生き
る者、愛をもって神と人に仕え、惜しむこ
となく自らをささげる者へと変えられて行
くのです。そしてそのように惜しむことな
くささげる者には、豊かな祝福が約束され
ています。「つまり、こういうことです。

惜しんでわずかしか種を蒔かない者は、刈

り入れもわずかで、惜しまず豊かに蒔く人

は、刈り入れも豊かなのです」（コリ二9：6）
とある通りです。つまりここで「惜しんで

わずかしか種を蒔かない」とか「惜しまず

豊かに蒔く」と言われているのは献金の額
のことではなくて、捧げる者の心の姿勢の
ことなのです。惜しまず喜んでその人なり
に精いっぱいささげる者には、豊かな霊的
実りが約束されているのです。ですからこ
の個所は「たくさん献金すれば、何倍にも
なって返って来る」などと、打算的な読み
方をするべきではありません。しかしまた
同時に、惜しまず豊かに種をまく者に神は
また種を与えてくださるということが約束
されている（コリ二9：10）ことも、また
事実です。
　このように「献金」は何よりも主の恵み
に対する「感謝と献身のしるし」なのであっ
て、喜んで自らをささげる者を、主は必ず
祝福してくださって、豊かに報いてくださ
います。

④ コリントの信徒への手紙二８，９章より

～教会の一致

　パウロがエルサレム教会のための慈善募
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金に参加することでコリント教会の信徒た
ちに与ってほしかった第二の恵みは、「教
会の一致」の恵みと言うことが出来るで
しょう。
　そもそもキリスト教会は聖霊を注がれて
誕生したエルサレム教会から始まりまし
た。従いまして異邦人の教会がエルサレム
教会のことを覚えて募金をするということ
は福音を伝えてくれた彼らの恩に報いる感
謝のしるしでもありました（ロマ15：26，
27）。ですからこの捧げ物は、エルサレム
教会と異邦人教会との物理的距離と、偏見
による精神的距離を越えて、同じキリスト
の体・神の家族としてお互いのことを覚え
合う契機となったに違いありません。つま
り援助を必要としている教会のための募金
は、ただ困っている人々への援助というだ
けではなくて、同じキリストの体の一部と
してお互いのことを覚え合う、神の家族と
しての一致と交わりを実現するための行為
であると言えます。パウロはコリントの教
会にも是非この恵みに与ってほしいと願っ
たのです。またパウロはこのような募金を
通して違いのある教会同士の「釣り合いが

取れるようにするわけです」（コリ二8：
13）とも述べています。「あなたがたの現

在のゆとりが彼らの欠乏を補えば、いつか

彼らのゆとりもあなたがたの欠乏をおぎな

うことになり、こうして釣り合いがとれる

のです」（コリ二8：14）とある通りです。
神の民の平等性はみんなが同じようになる
ことではなくて、互いに覚え合い助け合う
愛によって実現して行くのです。
　私たちの日本キリスト改革派教会は負担
金制度を採用しています。各教会から捧げ
られた献金は、自給独立が難しい伝道所の
援助や教会全体の益のために用いられま

す。しかしそういう具体的な使途が見えな
ければ、負担金制度はマイナスの意味での
「負担」としか感じられなくなる危うさを
内に抱えているように思います。そうなら
ないためには、私たちは負担金を捧げるこ
とを通して「キリストの体」「神の家族」
としての一致と交わりの恵みに与っている
のだということを、具体的な報告を通して
教会員に知らしめることが大切です。私た
ちは献金を通して、遠く離れた伝道所の兄
弟姉妹たちと交わり、共にその福音宣教の
働きに参与することが出来るのです。この
ことを教会員に広く知らしめることは執事
の大切な働きの一つであると考えます。

⑤様々な奉仕者の働きに参与できる恵み

　このことについて市川康則先生は改革派
教義学６「教会論」の「教会の礼拝の主要
素－その契約的性格」の中の「f.献金」の
中でこのように述べておられます。「一般

に、献金は神への感謝と献身のしるしと言

われるが、感謝とは神の恵みに対する私た

ちの評価・値踏み（appreciation）である。

そして、献金は神の御業（宣教）の進展と

その中での約束（守り支え）への期待と信

頼であり、すぐれて未来志向的、終末的行

為なのである。また、献金はその受領者が

神と献金者に感謝し、そして神に一層信頼

することを促し、さらに、献金者を献金受

領者の働きに間接的に参与させ、また、献

金者自身の霊的利益の機会ともなるのであ

る（フィリピ4：17）。」（前掲書216頁）す
なわち、救いを中心とした神の恵みに本当
に心から感謝し、主イエスの宣教命令を真
剣に受け止め、その実現を心から信じ、や
がて主イエスが再び地上に再臨されるその
日には、この世界は神の国として完成する
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という約束を信じて期待する信仰者は、伝
道のために奉仕するとともに、献金を捧げ
ることを通してその信仰を告白することが
出来るのです。献金とは「すぐれて未来志

向的、終末的行為」なのです。そしてその
ような献金を捧げることを通して、自分で
は直接かかわることが出来ない様々な働き
のために、たとえば世界宣教の実現のため
にも、間接的に参与することが許され、そ
のような働き人たちと共に、やがては主の
報いに与ることが許されるのです。執事は
このような献金の祝福を理解し、自らその
祝福に与り、その恵みを証しし勧めること
が求められています。

⑥教会活動の維持発展及び愛の業

　また執事はこのような献金の祝福を教会
員に勧めるとともに、「教会活動の維持発

展のため及び愛の業のためにささげられた

ものを管理し、その目的にふさわしく分配

すること」が求められています。教会活動
の維持発展のために献金が用いられること
は当然のことですが、「愛の業」のためにも、
献金は正しく管理され、ふさわしく分配さ
れなければなりません。すなわち献金は、
教会のためだけではなくこの世のために、
特に様々な弱さや痛みを抱えた貧困者・困
窮者のためにも用いられるべきささげ物な

のです。それはただ「隣人愛」という主観
的な動機だけで用いられるのではありませ
ん。「貧しい隣人は正当な分をだれかに奪

われている」（榊原康夫著「知恵ある生活」
89頁）ことが少なくありません。神の公平・
公正を証しするためにも、献金はこの世に
おける愛の業のために用いられるべきなの
です。

⑦十分の一献金について

　最後に、十分の一献金についての日本キ
リスト改革派教会の立場をご紹介しておき
ます。「旧約聖書の十分の一献物は多くの

献物の一つであって全部ではない。十一献

金を制度化することには聖書的根拠がたり

ない。十分の一献金は教会がシナゴグから

受け継いだ一つの献金基準であったと考え

られるが、新約聖書はむしろ献金本来の精

神を闡
せ ん

明
め い

して、キリスト者たるものは常に

能う限りの献金に励み、また祈りにも、伝

道にも、礼拝参加にも、すべての面で教会

の奉仕に励まなければならないことを強調

的に教えている。我らもまた十分の一献金

を制度化するよりも、十分の一以上に〈力

に応じて〉また〈力以上に〉献金すべきこ

とを強調すべきであると思う」（第14回大
会）。
 （但馬みくに伝道所宣教教師）



No.83� 教会学校教案誌

— 15 —

〈教育者に必要なこと〉

　「ギリシャ語」に溺れるほど浸かった予科
の夏が終わり、神学校一年生の第一学期に、
「キリスト教教育」の学びが始まりました。
　その授業の初めに、ユダヤ人の教育につ
いて学び、当時の授業ノートには感銘を受
けた箇所に、赤ペンで波線を引いています。
　それは、バビロン捕囚からの帰還以降エ
ルサレム陥落（AD70）までに、各地に広
がった礼拝所シナゴーグに併設された初等
学校（５～10歳：読み書き算術＋御言葉の
暗唱）から高等学校（後にラビ養成の律法
学校）で教える教師・学者・ラビら教育者
に最も求められたことが、精神的安定
（metal maturity）であったということです。
もちろん、教師らに求められることは、召
命感や忍耐力、専門的知識と教養もありま
すが、何より教師に相応しい成熟した精神
性ゆえに、共同体の人たちから敬意・尊敬
が払われた、と習いました。
　コリントの信徒への手紙一２章６節に
「信仰の成熟した人」という言葉がありま
す。この「信仰の成熟」は、十字架の主の
霊を受けることによって得る“成熟”です。
今の教会学校の教師（敷衍してすべてのキ
リスト信仰者）にとっても必要不可欠な要
素であると思います。どこでもどんなとき
にも、この安定が養われ守られるように願
うと同時に、このことを目指して教え導き
たいとも願います。

〈教会全体として担う教育〉

　私が習った「キリスト教教育」学の先生
は、岩井素子先生（1941～1989）でした。
先生は1977年神学校夏期信徒講座で、今に

通じる正当で痛い言葉を述べています。
　「家庭において、教会において、私たち
の教育過程は往々にして、無意識的、無計
画的です。特に問題を教会内での信徒の教
育ということにしぼってみても、私たちは
惰性で、あるいは行き当たりばったりで日
曜学校を持っているというようなケースが
多く、成人教育のクラスなどは限られた一
部でしか持たれていないのが現状ではない
でしょうか。一週間に一度、教会に足を運
べばそれで満足している信徒も多い中に
あって、教会の指導者もまあそんなところ
だろうと妥協してしまっているのではない
でしょうか。このような実情を指摘しても
反応はありません。たまに反応があるとす
れば、実際問題として、信徒を指導する人
材がない、自分たちは教育の必要性を感じ
ているが方法がわからない、と言った類の
ものです。しかし、やはり、一番の問題は、
私たちの無関心にあるのではないでしょう
か。私たちは本当にキリストの枝として、
一人一人がキリストにあって全き者として
立つようになりたいと願い、またならなけ
ればならないという思い、そのために互い
に助け合い、励まし合い、教え合う義務の
あることを強く自覚しているでしょうか。
今一度、皆が真剣に、教育の必要性を教会
全体の成長という観点から考えていただき
たいと思います。」（岩井素子キリスト教教
育シリーズ第２輯「キリスト教教育」101
頁より）
　前述のコリントの教会の人々に語ってい
るパウロの言葉がそのまま続いているよう
な大胆な指摘です。言わなければならない
ことは、きちんと伝える真の信仰者の言葉

これからの教会学校

教会によるキリスト信仰教育を考える
小　川　　　 洋
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であり、素直に受け入れると頭が下がる思
いです。
　教会が教会に集う子どもたちを神から預
かっていると弁えるなら、そして教会学校
教師だけでなく、教会全体に対する神から
の使命として捉え直すなら、そのための知
恵は主の霊が導き教えてくださると信じま
す。

〈たとえば何をすればいいのか〉

　これまで改革派教会が敢えてしてこな
かったこと、見過ごしてきたことを、教会
学校教師会や小会・執事会の方々と再考し
話合ってみることは有意義なことです。
１．たとえば、“教保制度 ”です。
　これはルーテル教会が使用している名前
ですが、本来、カトリック教会の制度が元
になっています。幼児洗礼を受ける子ども
を「守る（Guard）」実の親以外の「名づ
け親・霊的親（God-parents）」を定めます。
彼らは、実の親たちと共に子どもの成長を
見守り、監督する責任を負います。幼児洗
礼を受ける子どもの両親よりも年長で、経
験（子育てや社会生活の）豊かな信仰者が、
アドバイザーとして子どもとその両親を指
導します。教会の牧師や役員らを助ける意
味においても、重要な役目を担うことにな
るでしょう。教会員全員が自ら訓練される
必要のあることを認識し、教会全体が共同
体としての一致の意識や思いを高めること
に繋がると思います。
２．大人と子どもの礼拝を、あえて分ける
ことを考えてみる、あるいは試みるのはい
かがでしょうか。
　私が知る限り、日本キリスト改革派教会
で、大人の礼拝を行っている同じ時に、教
会学校を別室で開いている教会・伝道所は
知りません。しかし、海外の日本人教会（欧
州のほとんどの日本人教会）と現地の教会

（私の礼拝参加したことのある英国国教会、
スコットランド自由教会）で経験したこと
です。
　これらの教会の中には、大人の礼拝の前
半に子どもたちも参加し、その礼拝の大人
向けの説教の前に、子どもたちに分かり易
く短い説教をして、それから、礼拝堂以外
の複数の別室に、年齢別に分かれて、子ど
もの礼拝と分級（あるいは分級だけ）を持
つやり方をする教会もあります。
　私は個人的には、多くの日本キリスト改
革派教会が行っている大人の礼拝の前に教
会学校（日曜学校）があって、その後、大
人の礼拝のある同じ会堂に子どもも入って
一緒に神の御前に礼拝に与るというやり方
が良いと思います。しかし、再考したり、
一度試してみるのは意味のあることだと思
います。今まで考えもしなかった長所や短
所に気付くことになれば、さまざまなより
良い工夫やアイデアが生まれるのではない
でしょうか。
３．契約の子（未陪餐会員）教育を教会学
校（日曜学校）と切り離して行ってみるこ
と。
　これは、ただ教会学校（日曜学校）と契
約の子教育との差別化を図るということで
はありません。もっと、契約の子の教育の
重要性に気付くべきであり、改革派教会の
善き特徴である教理教育の実りをつけるこ
とに意識的に着手すべきであると思いま
す。教会に来る子ども全てもそうですが、
特に幼児洗礼を受けた契約の子は教会全体
でその信仰の育成・教育をするべきである
と考えます。

主の憐みがありますように祈りつつ
　コリントの信徒への手紙一３章６，７節
 （高松教会牧師・大会教育委員会委員）
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献身のすすめ

私の使いみち
芦　田　高　之

【何のために生きるのか】

　わたくしは、学生時代、「何のために生
まれて、何のために生きるのか」が、分か
りませんでした。
　わたくしの三人の子どもたちはもう皆な
大きくなって30歳前後になりましたが、彼
らがまだ小さい時、一緒によく「あんぱん
まん」のアニメを見ていました。
　その主題歌は今でも忘れられません。
　♪「何のために生まれて、何をして生き
るのか。答えられないなんて、そんなのは
いやだ」♪
　わたくしの学生時代、この歌の通りでし
た。
　「なんのために生きるのだろう？」
　「なんのために就職するのだろう？」
　「何のために結婚するのだろう？」
　「 結婚してすぐにその人のことが嫌に
なったらどうしよう？」

　というように、とにかく、生きる意味が
分らないでいました。だから、学生時代、
毎晩、友だちとお酒を飲んではギターを弾
いて歌って、学校には行ったり行かなかっ
たり……という、それでもそれなりに楽し
かった。でもやっぱり、とても残念な学生
時代を過ごしていました。これがわたくし
の、楽しくも、むなしい、そして、とって
も残念な学生時代でした。
　今、学生時代を過ごしている方々が、こ
れを読んでおられるなら、どうか、今しか
できないことに取り組んでください。友だ

ちとの交わり、スポーツ、旅行何でもいい
です。でも、きっと、今与えられている環
境の中での勉強も今しかできないことで
す。あまり興味のない一般教養分野でも、
どうか神さまが与えてくださっている環境
下で精一杯学んでください。

【自分をどう使ったらいいの？】

　「何のために生まれて、何をして生きる
のか……答えられない……。」
　これは、言い換えたら、「自分をどう使っ
たらいいのかわからない」ということだと
思います。わたくしたちは、ペンをどう使っ
たらいいか知っています。自動車をどう
使ったらいいか。これも知っています。パ
ソコンやスマホをどう使ったらいいか。こ
れも特に若い方々はよくご存じです。
　では、わたくしにとって最高に大事な道
具の使い方は熟知しているでしょうか。わ
たくしにとって一番大事な道具。それは、
わたくし自身です。わたくしという身体、
心、人生、生活、能力、性質、特質。これ
をどう使ったらいいのか。それが、学生時
代のわたくしには全然わかりませんでし
た。どう使っていいかわからないから、退
屈しないようにと、飲めや歌えや、で過ご
していたのです。
　これと言って何か大きな悩みがあったわ
けではない。でも、自分をどう使ったらい
いのかわからない。どう生きたらいいのか
わからない。くすぶった、不完全燃焼の青
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春時代を送っておりました。

【そして、教会へ】

　そんなわたくしが、23歳の時、あるきっ
かけがあってキリスト教会に行くように
なったのです。
　教会に行って、まず聖書の最初のページ、
その第一行目。創世記一章一節「初めに、
神が天地を創造された。」神さまがおられ
て、一切の一切をお造りくださり、全てを
統治しておられる。この最初の文がわたく
しにとっては、とても大きな壁でした。
　どうして見えない神を知って、信じるこ
とができるのか。それでも、聖書に書いて
いることが気にかかって読み始めたので
す。そうすると、天地創造、人間の創造、罪、
死、などなど。宇宙や世界、人間の営み、
そして自分自信を考えると、「聖書の神が
いない」という前提よりも、「聖書の神が
いらっしゃる」という前提で物事を見たり
考えたりする方が、はるかに筋が通ってい
る、と考えるようになりました。

【洗礼へ】

　こうして、教会に通い続け、自分でも聖
書を読むようになって、わたくしはこう考
えるようになりました。「もし、聖書に書
いてあることが本当のことだったら大変な
ことだ。」もし天地万物をお造りになり、
一切を統治しておられる方がおられるとし
たら、わたくしは、これまでその方のこと
を無視して、その方がわたくしを造ってく
ださった意図、意味、目的から離れて、自
分勝手に自分を使っていたことになる。も
し、聖書に書いていることが本当だったら、
わたくしの生き方も、考え方も、自分の使
い方も、この神さまの御計画に従って生き

なければならない。そう考えるようになっ
たのです。
　聖書に書いてあることは、本当かウソか
どちらかだ。聖書が言う神さまは、本当に
おられるのか。しかし、なかなか聖書が伝
える神さまの御存在を信じることはでき
ず、何か月も過ごしていました。
　しかし、ついにある時、自分が罪人で、
神さまから罪を赦していただかなければな
らない存在だ、という事実に気づかされた
のです。今でもその時のことを覚えていま
す。聖書のどこの言葉が心に浮かんだ、と
いうのではない。むしろ、聖書全体から、「わ
たくしの存在は丸ごと罪で、わたくしは赦
されなければならない存在だ」と、自分自
身が何者かということに気づかされたので
す。1982年のある日、東京渋谷の地下道を
歩いているときのことです。その時、わた
くしは思ったのです。「洗礼を受けよう。
これで洗礼を受けられる」と。

【洗礼と献身】

　早速、当時のわたくしが通っていた教会
の牧師、江古田教会の佐藤弘之先生に、洗
礼を受けたい、という願いを伝えました。
それと同時に、こうもお伝えしたのです。
「先生、僕は聖書のことを伝える仕事に就
きたいような思いもあるような気がするの
ですが……」と。なかなか神さまの御存在
を信じることができずに悶々としていたの
ですが、自分が罪赦されなければならい存
在だと気づかされると、今度は、この知ら
せを伝える者になれるものならなりたい、
という思いも同時に与えられたのです。
　そういうわけで、佐藤先生には、洗礼志
願の願いと、献身したいという思いがどう
も自分にはあるようだという告白も同時に
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したのです。佐藤先生は、嬉しいような困っ
たような複雑な顔をされたのを覚えていま
す。そしておっしゃいました。
　「芦田君。洗礼の願いと献身の願いを聞
かせてくれてありがとう。でも、献身の願
いの方はまだ、僕だけの心に納めておくか
ら。まず、洗礼を受けて、誠実に信仰生活
をすることから始めてください。君の献身
の志は、僕の心の中でしっかりとあずかっ
ておくから」と。

【この知らせを伝える者に】

　わたくしは、教会に行くようになって、
教会が教える聖書の真理を聞き続ける中
で、人間にとって、何よりも大事な情報を
受け取るようになったのです。
　天地の造り主であられる神さまがおられ
ること。その方との間柄が、イエス・キリス
トのお陰で回復することによって、人間は、
それぞれが個別に造られた目的にかなって
生きることができるようになること。もう、
自分は「何のために生まれて、何のために
生きるのか。答えられないなんて、そんな
のは嫌だ」と言わないで済む。自分が造ら
れ、生かされている目的は、自分が知らな
くても、造り主が十分に完璧に知っていて
くださる。だから、この造り主との親子の
間柄の中を生きればいい。そうすれば、自
分の使いみちを造り主が教えてくださる。
……ということを知らされて、わたくしは、
本当に嬉しかったのです。あまりに嬉し
かったので、この聖書の事実、教会が伝え
続けているメッセージを、今度は伝える側
に回りたい。そのように素朴に、静かに熱
く思うようになっていったのです。
　でも、こんなわたくしが伝道者牧師にな
るなんて、大変な思い違い、冒涜ではない

か。そうも考えました。それでも、「どん
なことよりも大切なこの聖書のメッセー
ジ、教会が伝え続けるメッセージを伝える
者になりたい」という思いは、消えること
がありませんでした。
　そんなわたくしの内面と生活を見続けて
おられた佐藤先生は、わたくしが牧師にな
るための道筋を整えて行ってくださいまし
た。洗礼を受けてから一年四か月でわたく
しは神戸改革派神学校に入学しました。
　以来約40年、わたくしは、聖書の伝える
メッセージを伝え続けています。佐藤先生
は、2017年11月に突然地上から取り去られ
ました。先生がわたくしに会うたびに、嬉
しそうにおっしゃっていました。「芦田君
が牧師になりたいと言ったことは間違い
じゃなかった」と。きっと、はらはらしなが
ら、わたくしのことを見続けておられたと
思います。だから、わたくしが牧師になっ
て、先生とお会いするたびに、嬉しそうに、
「芦田君が牧師になることは、間違いじゃな
かった」と言い続けられたんだと思います。

【あなたの人生の使いみち】

　申し訳ないことですが、わたくしは大し
た牧師ではありません。ダメ人間です。で
も、伝道者・牧師としてわたくしの体、心、
体力、時間、人生、命を使わせていただい
ている。これは、本当に感謝なことです。
わたくしにとっては、伝道者・牧師として
生きる。これはわたくし自身の最高の使い
みちだと、感謝してもしきれません。
　これをお読みのあなたが、あなた自身の
使いみちとして、最もあなたらしい使いみ
ちを見出してくださいますように。それが
伝道者・牧師であれ、別の使いみちであれ。
 （新浦安教会牧師）
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　信仰告白の証をする機会を与えてくださ
り感謝いたします。わたしが信仰告白をし
たのは15年も前のことなので、正直、記憶
が曖昧なところもありますが、できるだけ
当時の状況を忠実に振り返り、その時の自
分が何を思っていたかを言語化したいと思
います。
　わたしが信仰告白をしたのは2006年の３
月で、大学に入る直前でした。しかし、最
初に牧師から信仰告白の打診を受けたのは
高校１年の頃でした。わたしは１年間浪人
生活をしていたので、高校入学から４年間、
その打診を受けては、何かと理由をつけて
断り続けていました。（最後の１年あたり
は気を遣われてあまり言われなくなりまし
たが笑）。また、牧師だけでなく、親から
もことあるごとにその話を切り出されてい
ましたが、信仰告白をすることに関しては、
今思えば半分意地になっていた部分もあり
ましたが、頑なに拒み続けていました。な
ぜそこまで断り続けていたのかと言うと、
「自分の弱さや不遇を受け入れることがで
きず、神に対して疑心を抱いていたから」
です。この思いは誰にでも起こり得ること
だと思います。そして、「大事なことは疑
心に打ち勝つことではなく、むしろそのこ
とを自覚して悔い改めることである。そし
て、それが信仰告白である。」ということ
を教えられると思います。わたし自身も何
度もこのことについて教えられていました
し、頭では理解していたつもりです。しか

し、当時のわたしの心の中には、弱さを受
け入れて神に依り頼むことに対してどうし
ても素直になれない自分がいました。この
思いは高校生になってから抱くようになっ
たもので、実は、中学生の時は信仰告白を
する気が割と強くありました。もちろん、
中学生の時にも神に対して疑心暗鬼になる
ことはよくありました。しかし、その時は
聖書に対する疑いはなく、半ば盲信的に信
じていたので、もし中学生の時に信仰告白
の打診を受けていれば、素直に受け入れて
いたと思います。つまり、中学から高校に
上がるタイミングで、自分の中で何か変化
が起こったのです。このことを詳しく振り
返るために、中学生と高校生の頃について
少し触れておきたいと思います。
　わたしの中学校は１学年10クラスとい
う、当時神戸市で最も生徒数の多い学校で
した。そのため、学校の統制を図るため校
則は厳しく、教育方針も個人の自主性より
も集団生活における身の弁え方などに重き
を置いていたように思います。その中でも
わたしは、教師の言いつけやルールは率先
して守るような、いわゆる真面目なタイプ
でした。教師の立場から見れば、手のかか
らないありがたい生徒だったと思います。
また、成績も良い方でした。クラスメイト
にはよく勉強のアドバイスを求められてい
ましたし、授業中に難しい問題が出された
ときは、自ずと周囲の期待の眼差しが自分
の方に向くようになっていました。まさに

信仰告白のあかし

自分を打ち砕かれて、自分を知る
市　川　義　則
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学校のエリート的な存在だったわけです。
このような経験を積み重ねていく中で、い
つしかわたしは学力と真面目さに自身のア
イデンティティを置くようになりました。
良く言えば自信に満ち、悪く言えば高慢
だったと思います。そしてそういう人間に
ありがちな話ですが、いつの間にかそのア
イデンティティが自分の信仰だと思い込む
ようになっていったのです。
　そんな中学生活を経て高校に進学するわ
けですが、ここで状況は一変します。当た
り前ですが、高校は受験に合格して進学す
るので、学力は同レベルの生徒が集まりま
す。よって自分の成績も平均並みなります。
また、わたしの高校は当時にしては珍しく、
校則がありませんでした。最低限の決まり
事はありましたが、基本的には何をするに
しても生徒の自主性に任されていた学校で
した。そのため、これまでルールを守り、
周囲に良い印象を与える（というか悪い印
象を与えない）ことを第一に考えていた自
分にとっては、そのような状況での立ち振
る舞い方が全くわかりませんでした。そし
て周囲がどんどん自分らしさを出していく
につれて、何も変えられない自分に自信を
失っていきました。そしてこの自信の喪失
が神への疑心へと変わっていきます。こん
なに苦しんでいるのに神さまはなぜ何も助
けてくれないのかと落ち込むようになり、
また、自分よりも他人の方が正しい人だと
感じるようにもなり、やがて自分が今まで
信じてきたことは全て幻想だったのではな
いかという思いさえ抱くようになりまし
た。そんな喪失感と疑念に満ちていた自分
が信仰を言い表す決意などできるはずもあ
りません。わたしが信仰告白を拒み続けて
いた理由、それは、神の御業を確信できな

かったからではなく、元々確信に満ちてい
た神への信仰心（だと思っていたもの）を
見失ってしまったからです。そして追い討
ちをかけるように、そして偽りの信仰心を
完全に打ち砕くように、わたしは大学受験
に失敗します。しかし、受験に失敗したこ
とによる１年間の浪人生活が、これまで拒
み続けてきた信仰告白を受け入れる決意に
まで至らせるきっかけとなり、大げさに言
えばわたしの人生を大きく変えた１年とな
りました。（念のため補足しておきますが、
あの高校に入ったことは後悔していません
し、忘れられない思い出もたくさんありま
す。あと、親にかける金銭的負担が半端じゃ
ないので、現役で大学に行けるのであれば
それを強くお勧めします笑）。
　自分の信仰を変えた経験の１つが全国学
生会でした。わたしは高校を卒業した年に
も参加しており、そして参加していたまさ
にその間に、後期試験不合格の連絡が来て
浪人が決定します。これまでの人生で一番
のどん底に突き落とされた瞬間でした。だ
からこそ、神さまはわたしを学生会に導い
てくださったのかもしれません。わたしが
受験に失敗したことがわかると、周囲の人
たちは入れ替わり立ち替わり励ましに来て
くれました。出会って数日しか経っていな
い、いわば赤の他人のようなわたしをです。
しかも、社交辞令のような励まし方ではな
く、その言葉にはその人の思いがちゃんと
込められていました。人生で一番辛いタイ
ミングだったはずなのに、なぜかわたしは
少し嬉しい気持ちになりました。それだけ
ではありません。この学生会に参加してか
ら終始感じていたことですが、わたしはこ
の場に「自分が無条件で受け入れられてい
る」という安心感を感じ取っていました。
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自分に自信がなかったわたしは、教会では
自分のことをほとんど話しませんでした。
大げさな言い方ではなく、「はい、いいえ、
わかりません」のどれかでほとんどの会話
を済ませていました。そんなわたしが、普
段感じていることや受験に失敗したこと、
そして自分の信仰に疑念を抱いていること
さえも自分の方から話すようになっていま
した。この人たちになら話せる、むしろ聞
いてほしいという思いが自然と湧いてきた
のです。そして聞いてもらった後には、実
質的には何も解決していないのに、すごく
ほっとした気持ちになりました。この不思
議な感覚は今でも鮮明に覚えています。今
思えば、これが初めて「救われた」と感じ
た瞬間だったのではないかと思います。
　浪人生活の間に自分の信仰を変えた経験
がもう１つあります。それは、2005年４月
25日に発生した JR福知山線脱線事故です。
死者107名という甚大な被害を出した前代
未聞の大事故は、日本全国に強い衝撃をも
たらしました。実は、あの路線は予備校に
通う通学路で、わたしは事故が起こる１時
間前にあの区間を通っていました。事故が
起きたのが平日だったので巻き込まれませ
んでしたが、土日はまさにあの時間帯に通
る電車に乗っていました。自分があの瞬間
に死んでいた可能性は十分にあったので
す。そして事故が起きてから１週間ほどは、
そのことが自分の頭から離れなくなりまし
た。あの事故で亡くなった方は、あの瞬間
に自分が死ぬなどとは夢にも思っていな
かったはずです。しかし、死というのはい
つでも人の生活に直面しており、そしてあ
まりにも理不尽にやってくる、そのことが
あの事故を通して如実に表されたのです。
この「死」というものに対して、わたしは

初めて心から怖いと感じるようになりまし
た。そして、不思議なことに、その思いを
神さまに率直にぶつけていました。神に対
して疑心に満ちていた自分が、なぜあそこ
まで素直に祈れたのかは、正直今でもわか
りません。しかし、神さまがあの理不尽な
死さえも本当に超越されるお方なのであれ
ば、この思いはどうしてもぶつけたいと、
その時は思ったのだと思います。何をどう
祈ったかは覚えていませんが、単なる願い
とかではなく、自分の考えを真剣に言葉に
して祈ったということだけは今でも覚えて
います。
　この２つの経験に共通していることは、
自分の思いを率直に伝えるようになったと
いうことです。そしてこれは、高校生活で
できていなかった「自分の弱さや不遇を受
け入れる」ことそのものです。たとえ自分
に自慢できるものがなかったとしても、無
条件で受け入れてくれる仲間がこんなにも
多くいる、また、理不尽な死に直面してい
ても、自分は今日も確かに生かされている、
そのことを実感し喜ぶことができるように
なりました。そして少しずつではあります
が、教会でも自分自身のことを話す機会が
増えていきました。こうした浪人生活を経
て、１年後、わたしは大学に進学する道が
与えられました。しかもその大学は現役時
代には全く視野に入れていなかった大学で
した。このことを踏まえても、この１年間
は神さまの不思議な導きが大きく働いた１
年だったと思います。
　これらの経験を通して、ようやくわたし
は信仰告白をする決意を固めることができ
ました。この決意には２つの意味が込めら
れています。１つはもちろん、神に対する
決意です。わたしが通う大学は仙台にあり
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ました。地元の神戸を離れて、人生初の一
人暮らしです。今までの経験を踏まえ、こ
れからは自分の意志と自分の足で教会に通
うことを決意して、信仰を告白しました。
もう１つは、これまでお世話になった方々
への感謝です。自分の信仰を言い表すため
のものを人のために行うのは筋違いかもし
れませんが、自分がこれまで教会に足を運
ぶことができたのは、家族や牧師、そして
教会員の方々の支えと祈りがあったからで
す。これからはその方々のいる場所から離
れて教会生活を送ることになるため、これ
まで与えてもらった恵みに対する感謝の気
持ちと、離れていても思いは１つという願
いを込めて、その方々に見守られる中で信
仰を告白しました。
　あれから15年という月日が経ちました。
大学卒業後は東京で社会人生活を続けてい
ます。ここまでの記述内容を見ると、浪人
生活の１年で全てを克服したような書き方
をしていますが、決してそんなことはあり
ません。その後も、高校までの経験なんて
可愛いものだと思えるような凄惨な経験を
何度も味わってきました。そして、なんや
かんや言って昔と変わっていない自分がい
ます。はっきり言ってしまえば、わたしは
今も自分に自信がありません。自分の弱さ
から目を背けることもしょっちゅうありま
す。そういう意味では、わたしは本当の意
味でキリストにまだ出会えていないのかも

しれません。正確に言うと、出会ったこと
に気づいていないのかもしれません。しか
し、弱さゆえ教会のことを後回しにしてし
まうことはあっても、離れたいと思うこと
はありませんでした。それは信仰の友が教
会にいたからです。浪人することが決まり、
打ちひしがれていたわたしに神さまが真っ
先に与えてくださったのは信仰の友でし
た。その友が教会にいる以上、わたしは少
なくとも自分の都合でその者たちから離れ
るようなことはしたくありません。信仰生
活で最も重要なのは神への礼拝です。しか
し、それと同じぐらい大切にすべきことは、
信徒同士、特に同世代とのつながりだと
思っています。そこには他でのつながりで
は決して得られない何かがあるからです。
必ずあると確信しています。神さまはこれ
まで、わたしに何か大切なことを教えられ
ようとした時、必ずと言っていいほどこの
友たちを通して教えられてきました。その
ため、このつながりさえ切らなければ、神
さまとの関係もゼロにはならないと信じて
います。これからの人生も打ち砕かれるこ
とは多々あるでしょう。しかし、打ち砕か
れる時は自分を知り、神を知る機会でもあ
ります。強さや正しさが執拗に求められる
時代ですが、このような時代だからこそ、
弱さに目を向け、そこから注がれる神の眼
差しに心を通わせたいと思います。
 （東京教会・執事）
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教会学校訪問

勝田台教会日曜学校
岩　田　三　枝　子

「日曜学校」

　多くの教会では、「教会学校」と呼ばれ
ていると思いますが、勝田台教会では、「日
曜学校」と呼んでいます。名称については
教師会の中で何度か話し合われてきたよう
ですが、教会の中の他の会（女性会、男子
会、青年会）もみな教会学校に入る、とい
うことで、「教会学校の中の日曜学校」と
いうことで落ち着いたそうです。

開始当初

　1970年に「土曜学校」として始まったの
が、勝田台教会日曜学校のルーツです。そ
の後、1972年に日曜学校が開始されました。
1970年代後半のピーク時には、教会員の契
約の子どもたちに加え、教会所蔵の２台の
マイクロバスで近隣地区の子どもたちの送
迎をしており、出席者は常時90名ほどとな
り、1979年７月15日の出席者は107名を数
えたこともあったそうです。クリスマス会
には150名以上の子どもたちが集まり、当
時の古い教会堂の床が抜けるのではないか
と心配したこともあったとのエピソードも
あります。また1976年には、牧師の奨めや
教師や生徒の文章、出席状況などを掲載し、
教会の方々や日曜学校の生徒に配布した独
自の学校報「ぶどう」は10年以上にわたっ
て継続され、1989年の127号まで発行され
ていたそうです。（写真１）
　ピーク時には、日曜学校の分級も幼稚科、
小学校下級、中級、上級、中学科、高校科

と多くありましたが、1980年代に入ると、
子どもたちは減少し、1984年頃には出席者
40名前後、1986年には20名前後、90年代に
入る頃には10名前後となっていったようで
す。

コロナ前の様子

　しばらく日曜学校には子どもが少ない状
態が続いていましたが、2012年に前任の坂
井孝宏牧師の着任に伴い、坂井牧師家の３
人の子どもたち、また勝田台教会の日曜学
校で育った契約の子のその子どもたち、ま
た新たな教会員の子どもたちなどが加えら
れ、幼児から小学校低学年の契約の子ども
たちを中心に10数人が定期的に集まるよう
になりました。
　日曜学校分級には子どもたち自身が考え
た名前をつけました。通常の日曜学校礼拝
では、初めに合同で子どもたち自身が奏楽
を担当して共に賛美を捧げた後、エステル
（小学校高学年女子）、ルツ（小学校中学年
女子）、ダビデ（小学校～幼稚科男子）の
分級に分かれて、聖書の学びを行いました。
時には、教会員や実習神学生の信仰生活の
証をお聞きする日や、合同での聖書かるた
大会などの日もありました。
　また、教会の前にある公園での春と秋の
運動会、イースターやクリスマスにはお友
だちを誘っての「子ども会」、月に一度の
外遊びやゲーム、年始のみことば書き初め
会などのプログラムも充実しました。（写
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真２～４）春休みや夏休みには小学生から
中学生対象のジュニアキャンプや高校生対
象のスプリングデイズには、子どもたちは
参加者として、そして教師は奉仕者として
参加しました。さらに、年に数回「こひつ
じカフェ」「こひつじキッチン」を開催し、
教師や教会員の手作りクッキーやプリン、
ちらし寿司、サンドイッチを教会員の昼食
向けに販売し、その売上をカンボジアのホ
ザナスクールに献金を行いました。カフェ
風に飾り付けをした教会の集会室で、小さ
な子どもたちがエプロンと三角巾を付け
て、販売役、ウェートレス役になって教会
員の方々に販売し、お食事を運ぶことで、
普段は交流の機会が少ない教会員の方々と
子どもたちとの良いコミュニケーションの
機会ともなりました。（写真５）その他、
毎年夏にお泊り会を開催し、時には東関東
中会所有の水郷バイブルキャンプ場で、時
には教会堂でテントを張って、時には教会
員の長野県の別荘で、聖書の学びと交流の
時間を持ちました。キャンプでは、巨大工
作（実物大ゴリアテや巨大流しそうめん）
や飯盒炊さん、プール遊び、温泉、映画鑑
賞などを楽しみ、子どもたち同士の絆を深
めました。
　そのような歩みの中で、2019年のクリス
マスには、日曜学校で育った子どもたちの
中から３名が信仰告白・洗礼に導かれたこ
とは、大きな喜びとなりました。

コロナ禍の中で

　2020年４月、新型コロナウイルスの緊急
事態宣言に伴い、勝田台教会は全面オンラ
イン礼拝となりました。この期間、勝田台
教会の日曜学校は、新浦安教会のオンライ
ン教会学校に合同で参加させていただきま

した。画面を通してですが、新浦安の教会
学校の子どもたちや教師の皆さまと毎週顔
を合わせる中で、共に礼拝を捧げる喜びを
味わうことができました。
　また、夏や春には、Zoomによって開催
された中会のジュニアキャンプなどにも子
どもたちがそれぞれの家庭から参加しまし
た。Zoomによるジュニアキャンプでは、
中会の先生方が Zoomキャンプの最初から
最後まで子どもたちに親しく声掛けを続け
ながら、キャンプを盛り上げ、子どもたち
の霊性を導いてくださったことに感謝しま
した。
　様子を見ながら、2020年秋ごろからは、
礼拝後の礼拝堂の一角に短く集まり、賛美、
聖書朗読、近況報告とお祈りの時間を持つ
ことから勝田台教会の日曜学校を再開して
いきました。コロナ禍でしばらく対面では
会うことのなかった間に、子どもたちがそ
れぞれにお兄さん、お姉さんになり、子ど
もたちが自分たちの言葉でお互いのために
お祈りをする姿に励まされました。（写真
６）また、コロナ禍でのオンラインスキル
の向上が功を奏し、礼拝後の日曜学校と各
家庭を Zoomでつなぐことで、教会堂の礼
拝に出席した子どもも、自宅から礼拝に出
席した子どもも共に画面を通して日曜学校
に出席することが可能となりました。さら
に６月からは、ハンドベルとカホンによる
賛美練習なども始めました。
　また、コロナ禍の自粛期間にはしばらく
お休みしていた日曜学校教師会も Zoomで
再開し、コロナ禍でもできることを模索し
ました。子どもたち自身が喜びを持って楽
しく集うことを目標に、６月からは、第２
日曜日の夕方に自由参加の Zoom日曜学校
タイムも始まりました。まずは子どもたち
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が「行きたい！」との思いを持って日曜学
校につながり、子どもたち同士、また教師
たちとの関係を十分に築いてから、それぞ
れの関心に応じた聖書や教理の学びに移行

していきたいと祈りつつ、コロナ禍の日曜
学校をそろりそろりと再開しています。
 （勝田台教会）

（写真１） 「現存の最も古い（？）日曜学校報『ぶどう』1977年３月号」 
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（写真２）「クリスマス降誕劇」

（写真３）「スポーツ大会」

（写真４）「みことば書き初め大会」

（写真５）「こひつじカフェ」

（写真６）「 コロナ禍の日曜学校。教会堂の一角で
コンパクトに」





聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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１０月３日　ルカによる福音書６章１節～１１節（カテキズム問６８、６９） 【解説と黙想】

第四戒　主の日の安息

　問68、69は十戒の第四戒を扱う。
　日曜日をどのように理解するかという問
いは、信仰教育において避けては通れない
極めて重要な課題である。
　日曜日を「安息日」と「主の日」、とい
う二つの側面から理解することが重要であ
る。二つを切り離すことなく、一体的に理
解することが欠かせない。
 ・十戒の第四戒として

　十戒は第五戒から特に対人関係における
戒めであるが、安息日規定はその直前の第
四戒に位置する。つまり、神の前に安息日
を聖別し神との関係を正すことが、人間関
係を築く上での土台となる。
 ・安息日

　子どもカテキズムでは省略されている
が、第四戒の根拠は神の創造時における模
範である。神は、六日の間に天地とすべて
のものとを造り七日目に休まれた。神は人
間に休むことを示すために、ご自分が休み
を取られた。
　神は人間がただひたすら働くことを望ん
でおられない。人間はすぐに疲れ果て、休
みが必要な存在であることを誰よりもご存
知である。
　私たちはすぐに予定を埋めて忙しくしよ
うとする。むしろ、忙しくなければ不安に
なってしまうほどである。そのような私た
ちに対して、神は安息を与えようとされて
いる。
　安息日規定は、「休んでもいい」という
ような曖昧なものではない。「安息せよ」
という神の毅然とした命令である。

 ・主の復活の日として

　旧約の時代、安息日は創造の七日目であ
る土曜日に聖別されていた。しかし、キリ
スト教会は週の始めの日である日曜日を
「主の日」とし、この日を安息日として聖
別するようになった。
　それは主イエスの復活の日である。墓か
ら蘇られた日である。罪の結果としての死
への勝利が表された日である。キリスト教
会はこの日を聖別してきた。キリスト教会
の安息日とは、主の復活の光を浴びること
と切り離されてはいけない。
　安息日は働きを止める日であるが、何も
しない日ではない。この主イエスの復活の
光を浴びる日である。罪に起因する疲れは、
ただたんに身体を休めるだけでは回復しな
い。神による霊的な安息が必要である。
 ・説教へ

　どれだけ安息日の意味や祝福を語ったと
しても、それが口先だけの言葉であれば子
どもたちには伝わらない。語る側が改めて、
「安息日をどのように理解し、どのように
過ごしているかが問われる。
　カテキズムの答えは分量がやや膨大であ
るので、一つ一つの言葉を取り扱うことは
できない。ポイントを絞って語ることが求
められる。
　子どもたちの日曜日に対する理解は、
育った環境において全く異なっていると言
える。目の前の子どもたちを取り巻く環境
をしっかりと見据えながら準備に臨みた
い。 （大宮季三）

《参照聖句》  創世記２章１～３節
《教理問答》  ウエストミンスター小教理問答問５７～６２、ハイデルベルク信仰問答問１０３
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１０月３日　ルカによる福音書６章１節～１１節 【説教展開例】

第四戒　主の日の安息
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　カテキズムに基づいて、安息日、主の日がどのような日であるかを理解する。

「本当の休みを求めて」

日曜日は喜びの日？

　おはようございます。今日は何曜日で
しょう？「日曜日」ですね。日曜日は皆さ
んと会えてとても嬉しいです。教会では日
曜日のことを「安息日」と言ったり「主の
日」と言ったりしますが、この日はどうい
う日なのでしょうか？　今日のカテキズム
問68と69はこのことを教えています。「十
戒」（十の言葉）を順番に学んでいますが、
その四つ目の戒めが安息日のことを教えて
います。

問68　第四戒は何ですか。
　答　 「安息日を心に留め、これを聖別せ

よ」です。
問69　 第四戒で、神さまは私たちに何を求

めておられますか。
　答　 私たちの安息日は、キリストが復活

された日曜日です。神さまは、この
日を主の日として、特別に取りわけ、
教会で礼拝をささげ、救いの祝福を
喜び、きよく休んで六日間の歩みに
備えることを求めておられます。安
息日の恵みにはげまされて、私たち
は御国をめざして神さまと共に歩み
ます。

　

　日曜日は「喜びの日」だということが書
かれていますね。皆さんは、今朝、どうい
う気持ちで起きましたか？　起きた時に
「教会に行きたい！　嬉しい日だ！」と思
えたなら、それはとても素晴らしいことで
す。でも、そう思えない人もいたと思いま
す。
　日曜日の朝は「せっかく学校が休みだか
らゆっくり寝ていたい！」「家でテレビや
youtubeを見ていたい！」「友だちと遊びに
行きたい！」と思う時も少なくないのでは
ないかと思います。「お父さんやお母さん
が教会に行くから、僕も行かないといけな
い」と思うことがあるかもしれません。
ひょっとすると、「教会に行きたくない！」
と思う日曜日の方が多いかもしれません
ね。
　日曜日がどんな日なのか、今日は一緒に
考えてみましょう。
　
安息日

　日曜日は「安息日」だと記されていまし
た。「安息日を心に留め、これを聖別せよ」
という教えは十戒の四つめの教えですね。
安息日を大切にして、他の日とは違う特別
な日にしなさい、と神さまは教えておられ
ます。
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　その昔、イスラエルの人たちはエジプト
で奴隷とされていました。苦しい労働をし
なければなりませんでした。神さまはモー
セというリーダーを立ててイスラエルの人
たちをエジプトから導いてくださり、新し
い生活が始まりました。神の民であるイス
ラエルは、新しい生活において「安息日」
を大切にするようにと教えられたんです
ね。
　「安息」というのは「休む」ということ
です。つまり日曜日は「休む日」なんです
ね。実は、世界が創られた時から、安息日
のことが示されていたんですね。聖書の一
番最初に、神さまが世界が創られた時のこ
とが記されています。神さまは六日間で世
界を創り、七日目に休まれました。
　実は安息日というのは、最初は「一週間
の七日目」なので土曜日だったんですね。
　神さまはなぜ、七日目に休まれたので
しょうか。疲れたから休まれたのではあり
ません。「光あれ」という言葉によって、
世界を創造なさる神さまは休む必要があり
ません。ではなぜ神さまは休まれたので
しょうか。それは、人間に、休むことの見
本を見せてくださるためでした。人間は神
さまとは違います。休むことが必要です。
毎日毎日働いていると体が疲れてしまいま
す。病気になってしまうこともあります。
だから、「安息日を守りなさい」という神
さまの教えは、「休んでいいんだよ、休ま
ないとヘトヘトになってしまうよ」という
神さまの御心なんですね。

休むとは

　では、神さまが教えておられる「休む」
とはどういうことでしょうか？「休む」と
いうのは、ただ家でゴロゴロ寝ることを言

うんでしょうか？　何もしないことを言う
んでしょうか？
　イエスさまがこの地上で生きておられた
時、「安息日は何もしてはいけない！」と
いうことをとても大切に考える人たちがい
ました。でも「何もしてはいけない！」と
いうことばかりが強く言われ、神さまとの
関係を見失ってしまった安息日を過ごして
いたこともあったようです。
　イエスさまは「人の子は安息日の主であ
る」とおっしゃいました。「人の子」とい
うのは、イエスさまのことですね。つまり、
安息日もイエスさまを中心に考えないと本
当の意味を見失ってしまうということで
す。
　旧約聖書の時代、安息日は一週間の最後
の日である土曜日でしたが、イエスさまが
天に昇られてから、「安息日」は「週の最
初の日」である日曜日となり「主の日」と
呼ばれるようになりました。　
　週の最初の日、それはイエスさまが十字
架から復活された日です。イエスさまが復
活された日が、キリスト教会の安息日とな
りました。
　ということは、十字架の死と復活が安息
日を理解する上でもやっぱり大事なことな
んです。安息日というのは何よりもこの十
字架の光を受ける日なんです。
　確かに寝ることは大切です。聖書は私た
ちの身体がとても大切なことを教えていま
す。でも、寝るだけでは取れない疲れがあ
ります。心の疲れ、魂の疲れです。人間の
罪から出るこれらの疲れは、どれだけ寝て
もどれだけ栄養ドリンクを飲んでも取れま
せん。この疲れは人間の力で取ることがで
きません。
　十字架の光が必要です。十字架は私たち
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《今週の暗唱聖句》
そして、彼らに言われた。「人の子は安息日の主である。」（ルカによる福音書６章５節）

に永遠の命を与えます。例えどれだけ学校
で友だちと仲良くできなくても、テストで
点数が取れなくても、十字架によって与え
られる救いが減ることはありません。神さ
まの愛は変わりません。だから、イエスさ
まの十字架は生きる力を与えるんです。日
曜日、教会に来ているのはこのためなんで
す。
　日曜日の朝、「今日は教会に行きたくな
い！」と思うことがもしあれば、このこと
を思い出してください。そして考えてみて
ください。「自分は疲れていないか？」と。

「その疲れはただ寝ているだけじゃ取れな
いんじゃないか？」と。「イエスさまの十
字架の光を受けないとダメなんじゃない
か？」と。
　安息日とは疲れた自分を知り、その疲れ
を教会に来てイエスさまに差し出す日で
す。そのような皆さんにイエスさまは「休
ませてあげよう」とおっしゃっておられま
す。日曜日、神さまは皆さんに本当の休み
を与え、そしてまた新しい一週間へと押し
出してくださいます。 （大宮季三）
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１０月３日　ルカによる福音書６章１～１１節 【分級展開例Ａ】

第四戒　主の日の安息

　今日は何曜日でしょう？　みんな知ってるよね？　そう日曜日です。
　日曜日は何の日でしょう？ 　そう。日曜日は教会に行く日です。

　世界の最初から、一週間に一日は神さまを礼拝する日なんです。
　教会で教会学校をして、礼拝をして、友だちと楽しく過ごすんです。
　みんな教会は楽しいですか？
　（悪ふざけで、「楽しくない」と応える子は必ずいます。適度に聞き流すようにしましょ
う。）

　教会の楽しいところを絵に描いてみましょう。
　（毎週の礼拝、行事、キャンプ、愛餐会など）
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１０月３日　ルカによる福音書６章１～１１節 【分級展開例Ｂ】

第四戒　主の日の安息

　安
あん

息
そく

日
び

って、聞いたことがありますか？　
　安息日って、何でしょうか？

　ルカによる福音書の６章１～５節に、こんなお話が出てきます。

　ある安息日に、イエスさまが弟子たちと麦畑を通りました。
　「お腹が空いたなあ。」と、弟子たちは、麦の穂を摘んで、食べました。
　ある人々が、「それは、安息日にしてはならないことです。」と言いました。
　その人たちは、安息日のルールを何百個も作って、それを全部守らなければ、天国には
入れません、と皆に教えていたのです。
　けれども、それは、間違えでした。
　イエスさまは言われました。
　「わたしは救い主です。安息日はわたしのものです。」

　私たちの安息日は、イエスさまが○○○○なさった日曜日です。
　この日は、○○の日として、教会で神さまを礼拝します。
　イエスさまによっていただいた救いを喜び、六日間の歩みのために、勉強や仕事を休み
ます。
　安息日に、神さまから恵みと祝福をいただいて、私たちは、御国を目指して、神さまと
いっしょに歩んでいくのです。
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１０月３日　ルカによる福音書６章１～１１節 【分級展開例Ｃ】

第四戒　主の日の安息

　安息日理解は、イエスさまと当時のユダヤ教指導者との間で最も先鋭的に対立した点で
す。教会においても時々、いわゆる「律法主義」的な理解に傾くことがあります。律法の
原点である神さまの恵みへの感謝と、律法の目的である「人を生かす」ことに十分立脚し、
自らの信仰の良心に基づいて判断することが大切です。
　具体的な安息日の守り方は個人の考えの違いがあります。信仰の良心に基づいて自分で
考えることができるように見守ることが大切です。教師の基準を押し付けず、自分で考え
ることができるように導きましょう。

　聖書は安息日をどのように教えていますか。聖書を確認してみましょう。
　　出エジプト記20：８～11、申命記５：12～15を比較して違いを確認しましょう
　　ネヘミヤ記13：15～22、エレミヤ書17：19～27は何を戒めているでしょう
　　イザヤ書１：13、アモス書８：５はどのような「安息日」を求めているでしょう

　なぜ安息日には「仕事をしてはいけない」と言われていると思いますか

　次の行動は安息日に禁じられていると思いますか
　　・仕事の疲れを癒すために一日中寝る
　　・落ち込んでいるともだちの気分転換のために一緒に遊びに行く
　　・入院中のともだちの見舞いに行く
　　・将来のため資格試験を受験する
　　・困っている友人に付き添って相談所に行く
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  【分級展開例Ｄ】

聖書の世界を知ってるかい？④（鉱物編）

　旧約聖書の昔、神さまの幕屋（神殿）で仕える祭司の衣装には豪華な胸当てがあって、
そこにはイスラエル12部族を表す12個の宝石が埋め込まれていました。出エジプト記39章
10～13節を見ながら、下の図表を完成させましょう。

①ユダ ②イッサカル ③ゼブルン

④ルベン ⑤シメオン ⑥ガド

⑦ベニヤミン ⑧マナセ ⑨エフライム

⑩ダン ⑪アシェル ⑫ ナフタリ

★宝石の名前（アイウエオ順）
　藍

あいぎょく

玉、エメラルド、オパール、サファイア、ザクロ石、ジャスパー、トパーズ、碧
へきぎょく

玉、
めのう、紫

むらさきずいしょう

水晶、ルビー、ラピス・ラズリ
　※聖書の翻訳によって宝石の名前が異なる場合があります。
　　画像を PCで検索してみましょう：「大祭司の胸当てに埋め込まれている12の宝石」
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１０月１０日　テサロニケの信徒への手紙一５章１２～１５節（カテキズム問７０、７１） 【解説と黙想】

第五戒　父母を敬う

 ・教理の解説

問70　第五戒は何ですか。
　答　「あなたの父母を敬え」です。
問71　 第五戒で、神さまは私たちに何を求

めておられますか。
　答　 神さまのみをあがめ、聖書に従い、

父と母を心から敬い、先生や目上の
人たちを尊敬し、友だちや年下の人
たちも大切にすることを求めておら
れます。神さまは、そのような人に
祝福を豊かに与えると、特別に約束
してくださっています。

　以下は、日本キリスト改革派教会大会教
育委員会著「神さまと共に歩む道『子ども
と親のカテキズム』解説」198～201頁の要
約です。
 ・神のみをあがめる

　第四戒までは、神を愛してどのように生
きるべきかを教えていましたが、第五戒か
らは、隣人を愛してどのように生きるべき
かを教えています。前半の神への愛が、後
半の隣人愛の土台となっています。
　ここで、神を愛することから隣人を愛す
ることへという、この順序が重要です。私
たちは、神を神としてあがめ、神の御言葉
に聞き従うとき、与えられた隣人を大切に
することができます。主イエスが十戒を要
約なさり、「最も重要な第一の掟」、「第二
もこれと同じように重要である」と言われ
た通りです（マタイ22：38～39）。第一の
掟が最も重要だと分かるとき、第二の掟も
同じように重要だと分かるのです。
　また、主イエスは、隣人への愛が神と主

イエスへの愛より優先されてはいけないこ
とも教えておられます（マタイ10：37）。
 ・あらゆる人間関係において

　十戒は、隣人愛を父母を敬うことから教
えています。通常、父母という存在は誰も
が生まれ出てすぐに目の前にする隣人で
す。父母なしに人間は存在することはでき
ませんし、父母に育てられて成長します。
その父母を心から敬い、愛することは、大
切なことです。
　しかし、私たちが共に生きる隣人は父母
だけではありません。問71はそれを意識し
て、「先生や目上の人たちを尊敬し、友だ
ちや年下の人たちも大切にする」ことの大
切さを教えています。目上の人を敬い従う
ことは、最も上におられる神への信仰と服
従を意味します。
 ・特別な約束

　第五戒には、「そうすればあなたは、あ
なたの神、主が与えられる土地に長く生き
ることができる」という特別な約束が付い
ています（出エ20：12）。信仰問答では、「神
さまは、そのような人に祝福を豊かに与え
ると、特別に約束してくださっています」
と教えています。これは、神の子どもたち
の共同体が長く祝福されるという約束であ
り、地上で神の御国の目に見える姿である
教会を建て上げるために必要です。目に見
えない神との愛の交わりに基づく、目に見
える隣人との愛の交わりこそが、神の御国
の基礎です。第五戒の特別な約束は、神の
祝福の大きさと隣人愛の大切さを強調する
ために与えられているのです。 （小澤寿輔）

《参照聖句》  エフェソの信徒への手紙６章１～３節
《教理問答》 ウェストミンスター小教理問答問６３～６６
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１０月１０日　テサロニケの信徒への手紙一５章１２～１５節 【説教展開例】

第五戒　父母を敬う
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神さまが与えてくださった人間関係を大切にすることを目指します。第五戒は「父母を敬え」
とありますが、第五戒を通して神さまが求めておられることは、ただ父母を敬うだけにとどまら
ず、①先生や目上の人たちを神さまが自分の上に置かれた者として尊敬し、従い、感謝を現わす
こと、②友だちや年下の人たちに対しても忍耐し大切にすること、そして、③十戒を守る動機は
神さまの愛への応答であること、を伝えて共に恵みに与りましょう。

「神さまとの関係の次は、人との関係を大切に」

導入

　おはようございます。皆さんは、横断歩
道を渡ろうとするとき、信号を見ますね。
渡って良いのは信号が……青のときです
ね。でも、赤信号のときには……渡りませ
んよね。それは、きっと、お父さんやお母
さんに「〇〇ちゃん、横断歩道は青信号の
ときに渡るのですよ。赤信号のときには
渡ってはいけませんよ」と教えてもらった
ので、皆さんは信号を守れるようになった
のではないでしょうか。でも、「そんな決
まりを守るのはいやだ。ぼくは赤信号のと
きに渡るんだ」と言って、自分の考えを優
先して赤信号のときに横断歩道を渡ってし
まったら、どうなるでしょう。
　このように、世の中にはルール（決まり）
があります。みんながスポーツをするとき
にルールを守らなければ、どうなるでしょ
う。めちゃくちゃになって、気持ちよく試
合ができませんよね。ぼくたち私たちが住
むこの社会でもそうです。ルールを守れば、
皆が平和に幸せに暮らすことができます。
逆に、ルールを守らなければ、社会が混乱
して皆が平和に過ごせないだけでなく、

ルールを守らない人も大変な目に合うかも
しれません。それで、ぼくたち私たちが平
和に幸せに過ごせるように、お父さん、お
母さんは、「〇〇ちゃん、これこれを守り
なさいよ」とルールを教えてくれるのだね。
ルールを守るということは、ぼくたち私た
ちが幸せに生きるためなのだね。
　それと同じように、神さまも、私たち人
間にルールを与えてくださいました。「十
戒」がそれです。それは、ただの「守らな
ければならない決まりごと」ではありませ
ん。それは、神さまから一方的に押し付け
られた、人間を縛りつけるためのものでは
なく、私たち人間を救ってくださった神さ
まが、「大好きだよ」と言って、プレゼン
トとしてぼくたち私たちに与えてくださっ
たものなのです。それを守ることによって、
神さまがぼくたち私たちを祝福して、幸せ
に生きられるようにするためなのです。
　皆さんは、教会学校の礼拝で十戒のお話
しを聞いてきているので、よく知っている
と思いますが、これまでは、十の戒めのう
ち、第一戒から第四戒までを学びましたね。
これら四つの戒めは、第一の石の板に書か
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れたと言われます。それらは「神さまとの
関係」を教えていました。次の第五戒から
第十戒は、第二の板に書かれたと言われま
すが、それらは「人との関係」を教えてい
ます。今日は、律法の第二の板の最初の戒
め、第五戒を学びます。それはどんな戒め
かと言うと、子どもと親のカテキズム問70
にあります。「第五戒は何ですか」という
問に対して、答は、「あなたの父母を敬え」
です、とあります。では、「あなたの父母
を敬え」という第五戒で、神さまはぼくた
ち私たちに何を求めておられるのでしょう
か。それが問71の問答です。
　答　 神さまのみをあがめ、聖書に従い、

父と母を心から敬い、先生や目上の
人たちを尊敬し、友だちや年下の人
たちも大切にすることを求めておら
れます。

　第五戒が教えているのは、ぼくたち私た
ちがただ自分のお父さんやお母さんを尊敬
して従うことばかりではありません。ぼく
たち私たちの周りには色々な人がいます。
まず、先生や目上の人たちです。そういう
人たちを、神さまが自分たちの上に置かれ
た人として、尊敬し、お従いし、感謝を現
わすようにと教えています。また、お友だ
ちや年下の人たちに対しても忍耐し、大切
にしなさい、と教えています。

今日の御言葉からの教え

　今日の聖書の言葉も同じことを教えてい
ます。パウロさんがテサロニケ教会に送っ
たテサロニケの信徒への手紙一５章12節か
ら15節を先ほど読みましたが、そのうち12
節と13節を読みます。「［12］ 兄弟たち、あ
なたがたにお願いします。あなたがたの間
で労苦し、主に結ばれた者として導き戒め

ている人々を重んじ、〔13〕また、そのよ
うに働いてくれるのですから、愛をもって
心から尊敬しなさい。互いに平和に過ごし
なさい。」
　これは、教会の指導者たち（牧師先生や
長老たち）は、神さまが選んでお立てになっ
た人たちであり、ぼくたち私たちが神さま
と良い関係を保って、喜んで生きることが
できるように、教え、神さまに祈り、お世
話をしてくれる人たちなので、尊敬してお
従いしましょう、と教えています。
　また、14節には、「兄弟たち、あなたが
たに勧めます。……弱い者たちを助けなさ
い」とあります。パウロさんは、教会や家
族の中に弱い人がいるならば、その人たち
が神さまにある教会の交わりから無視され
たり、置いてけぼりにされたりしないよう
に、いつも助けるようにと教えています。
　もう一つ、14節でパウロさんは、「すべて
の人に対して忍耐強く接しなさい」とも教
えています。これは、「自分と気が合う人と
だけ仲良くして助け合うのではなくて、ど
んな人でも受け入れ、助けなさい」という
ことを教えています。すべての人とそうい
う関係になるのは、難しいことかもしれま
せん。でも、難しいと思うときは、イエス
さまを思い出してください。イエスさまは、
すべての人に対して優しく接してくださ
り、一人ひとりを大事にしてくださいまし
たね。ぼくたち私たちも、イエスさまのよ
うになることを勧めているのですね。

十戒を守る生活は愛が動機

　でも、どうしたらぼくたち私たちは、「父
と母を敬いなさい」という神さまの戒めを
守るようになれるのでしょうか。ぼくたち
私たちは、神さまに言われるように、お父
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《今週の暗唱聖句》
あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。
 （エフェソの信徒への手紙５章１節）

さん、お母さんの言うことに従うことで、
実は、もっと上にいらっしゃる神さまにお
従いすることになるのです。それが大事な
のですね。
　けれども、「従う」と言っても、この世
の人たちが意味する「従う」とは違います。
子どもはお父さん、お母さんが恐ろしいか
ら従うのでしょうか。いいえ、お父さん、
お母さんが大好きだから従うのですよね。
「十戒」も同じです。「神さまが恐ろしいか
ら神さまに従いなさい」と言うのではあり
ません。「神さまに愛され、神さまに罪か
ら救っていただいたのだから従おう」と言
うのです。「神さま、救ってくれてありが

とうございます！」という感謝の現れとし
て、お従いするのです。ところが、その「感
謝」が足りないと、なかなか従えないので
す。
　ぼくたち私たちは、お父さん、お母さん
に「有り難う」という感謝の気持ちをもっ
てお従いすると、実は、神さまにお従いし
ていることになるのです。このようにして、
お父さん、お母さんに喜ばれる子どもにな
ると、神さまに喜ばれる子どもになれるの
ですね。日々、神さまへの感謝、お父さん、
お母さんへの感謝の気持ちを持ってお従い
する子どもになれるようお祈りしましょ
う。 （小澤寿輔）
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１０月１０日　テサロニケの信徒への手紙一５章１２～１５節 【分級展開例Ａ】

第五戒　父母を敬う

　父母についての言及は、それぞれの家庭の状況を確認しておきましょう。差し支えがあ
りそうな場合は、言葉を配慮するなどしましょう。

　今日の十戒は、「父母を敬え」です。
　みんなお父さんやお母さんが好きですか？

　みんなそれぞれお父さんやお母さんがいます。おじいちゃんおばあちゃんもいますね。
おじさんおばさん、いとこがいる人もいますね。それはみんな神さまがくださったんです
よ。

　それだけではありません。他にも、学校の友だちや先生もいますね。友だちにも年上の
子も年下の子もいますね。みんなみんな神さまがくださったんです。

　先生や、お父さんおかあさん、お友だちと仲良く楽しく過ごせるといいですね。
　どうしたら良いと思いますか
　「お父さんお母さんの言うことを聞く」「お手伝いをする」
　「友だちとよく話しをする」　などなど
　

　今週、周りの人と仲良くするために、どんなことをするか約束してみましょう。
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１０月１０日　テサロニケの信徒への手紙一５章１２～１５節 【分級展開例Ｂ】

第五戒　父母を敬う

　クイズです。十戒の第五戒は、何でしょうか。
　　「あなたの○○○○を敬え。」
　○には、ひらがなが入ります。
　　そうです。「あなたのちち（父）はは（母）を敬え。」ですね。

　私たちが礼拝するのは、神さまだけです。
　でも、神さまを愛する人は、神さまが与えてくださった人たちのことも、愛します。
　お父さん、お母さんを敬い、先生や年上の人たちを尊敬し、
　友だちや年下の人たちも大切にすることを、神さまは喜ばれます。

　わがままになってしまった時は、神さまに、「ごめんなさい」と謝りましょう。
　神さまにゆるしていただくと、心が元気になりますよ。
　そして、お父さん、お母さんにも、謝りましょう。
　こころがスッキリして、また仲良くなれますよ。

　私たちが神さまに従うとき、神さまは私たちを豊かに祝福してくださいます。



教会学校教案誌� No.83

— 44 —

１０月１０日　テサロニケの信徒への手紙一５章１２～１５節 【分級展開例Ｃ】

第五戒　父母を敬う

　第五戒からは人間関係についての戒めであると説明されます。カテキズムはウェストミ
ンスター小教理問答に基づいて解説します。小教理問答問64の答えの文章を挙げておきま
す。
　　『 第五戒が求めていることは、あらゆる人が目上、目下、対等という色々の地位と関

係において持つ名誉を守り、義務を果たすことです。』

　ポイントとなる理解を記しておきます。
　　・ 人間社会は、神さまによって成り、その意志と権威によって秩序づけられています

従って、人間関係は、まず神さまのみを崇めることから始まります。十戒の順序自
体からこのことが言えます。

　　・戒めの視野は、父母だけでなく、あらゆる人間関係に関して述べています。
　　・ 人間の立場の違いは「従わせ、従う」関係ではなく、互いに相手の「名誉を守り、

義務を果たす」関係です。「子を従わせよ」ではないことに注目しましょう。

　カテキズムは「父母」で表されているのが、どのような人間関係であると理解している
でしょうか。

　私たちの周りの人間関係で何をどんなふうに心がければ良いと思いますか。

　カテキズムの文章にある「神さまのみをあがめ」ることと、他の人を「敬い」、「尊敬し」、
「大切にすること」とは、衝突することがあります。どんなことが問題になるでしょうか。
またどんなふうにすれば両方を共存できるか考えてみましょう。
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１０月１７日　創世記４章１～１６節　（カテキズム問７２、７３） 【解説と黙想】

第六戒　殺すな

 ・はじめに

　神に創られた最初の人アダムはエバと共
に、罪を犯し楽園を追放される。アダムは、
自身の罪のゆえに呪われた土（創世記3：
17）を耕し生きる者とされた（同3：23）。
その後にカインは生まれた。その誕生の意
義は大きい。神が人の命を次世代に繋ぐこ
とをおゆるしになったということであるか
ら。合わせて、それは「産めよ、増えよ」（同
1：28）という祝福がなおも途絶えていな
いことを示している。そこに、「わたしは
主によって男子を得た」（4：1）というエバの
喜びがあった。その喜びは弟アベルの誕生
をもって一層、増し加えられたであろう。
 ・人類最初の殺人

　罪の影響を受け呪われた世界において、
しかし、神の祝福の中で成長したカインは
父アダムのあとを継ぐように土を耕す者と
なり、アベルは羊を飼う者となった。そこ
で事件が起こる。二人がそれぞれになした
献げ物のうち、神はアベルのものだけに目
を留められたのだ（4：4～5）。その時、「カ
インは激しく怒って顔を伏せた」（4：5）。
その怒りは神に対してであったろうか、ア
ベルに対してであったろうか。神に対して
であればそう訴えればいい。神も「もしお
前が正しいのなら、顔を上げられるはずで
はないか」（4：7）と対話を求めておられ
るように見える。が、カインの怒りは神に
心を閉ざし、弱いアベルに向かう。その狡
さ、その愚かさ、その的外れな感こそ罪の
特徴である。
　カインは冷酷にアベルを手にかける。そ

れは神の祝福の器としての自身を汚す行為
である。神のかたちである人間を壊す行為
である。神の憐れみを踏みにじる行為であ
る。
 ・カインの呪い

　誰もが心の中にカインの呪いを持ってい
る。彼の怒りを知っている。隣人に注がれ
る神の祝福を喜ぶよりは妬むことに熱心な
のが我々の性根である。日々、神に心閉ざ
し、怒り、憎み、心で人を殺す。無視をし
たり、暴力をふるうことだってある。誰も
がカインの呪いを育み、「わたしの罪は重
すぎて負いきれません」という呻きを募ら
せている。誰も自力でこの問題を解決する
ことはできない。お手上げである。
 ・神の愛が我々を呪いから解放する

　だから、主イエス・キリストの救いがど
うしても必要である。主はそのご生涯と十
字架とにおいて、神の御怒りと人間の呪い
をすべて担われた。そして、愛と赦しだけ
を残された。あなたに残されたのである。
だから、あなたは自分を愛さなければいけ
ない。なぜなら、神があなたを愛している
から。あなたは隣人を愛さなければいけな
い。なぜなら、神がその隣人を愛している
から。神の祝福は、主キリストのゆえに、
この世界にも、あなた自身にも、隣人にも
途絶えてはいない。そのことを否定するこ
とは誰にもゆるされていない。自分の罪と
呪いとから解放される術は、主においてあ
らわされた神の愛を信じる他はない。「愛
はすべての罪を覆う」（ペトロ一4：8）。
 （柏木貴志）

《参照聖句》  ヨハネの手紙一３章15節、
《教理問答》 ウェストミンスター小教理問答問67～69、ハイデルベルク信仰問答問105～107 
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１０月１７日　創世記４章１～１６節　 【説教展開例】

第六戒　殺すな
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　「カインとアベル」の物語は、人間の心に巣食う嫉み、怒り、憎しみが容易に行為として表さ
れる様をリアルに伝える。まずは、この不気味な、それでいて誰もが心当たりを見つけることが
できる物語をそのまま伝えたい。子どもたちが目にしているであろう漫画や動画の類には怒りや
呪いを扱うものが多い。しかし、案外に人間の生の罪の恐ろしさを表現しているものは少ないよ
うに見受けられる。溢れ返る情報に取り囲まれている子どもたちにとっても、この物語はインパ
クトを残す。そのうえで、人間の罪を乗り越える神の愛、またその応答としての自分と隣人への
愛があるということを伝えたい。

「神さまは、生きよと私たちに命じられる」

はじめに～人間の罪～

　みんな、このお話を知っている？　知っ
ている子も、初めて聞いたという子もまず
は、どういうお話であったのかを確認して
みましょう。
　カインのお父さんアダムと、お母さんエ
バは、神さまから「食べると必ず死んでし
まう」（創世2：17）から、絶対食べちゃだ
めですよと言われていた「善悪の知識の木」
の果実を食べてしまいました。ここから
「罪」が人間に入り込んじゃったんですよ
ね。だから、先生もみんなも「罪」をもっ
て生まれてくることになりました。
　みんなは、「罪」と聞いて、それがどう
いうものであるか、思い浮かびますか。罪
は、神さまに背くことだと言われます。ア
ダムとエバは、神さまとの約束を破りまし
た。それが罪の始まりとなりました。そし
て、その罪は、神さまが創られた人間に対
して表わされてもいきます。今日のお話は、
そのような「罪」がとてもひどい形で、生々
しくあらわされたものです。

カインとアベルの物語

　神さまに対して罪を犯し、エデンの園を
出て行かなければならなくなったアダムと
エバでしたけれども、神さまは二人の命を
守られました。そして、赤ちゃんを産むこ
とをおゆるしになりました。神さまは罪人
にも祝福を絶やされないお方です。憐れみ
をもって守ってくださるお方です。生まれ
てきたカインはその恵みのしるしであるは
ずでした。それで、エバは「わたしは主に
よって男子を得た」（１節）ととてもとて
も喜んだんですよね。さらに、アダムとエ
バとの間にはアベルも生まれて、家族四人
が神さまの御守りのもとに幸せな日々を過
ごしていたんです。が、そこで事件が起き
ます。
　ある日の礼拝のことです。お兄さんであ
るカインは、「土を耕す」（３節）という農
業の仕事をしていて、そこで採れた「実り」、
収穫物を神さまに献げました。弟のアベル
は羊飼いの仕事をしていて、その日は「羊
の群れの中から肥えた初子」（４節）を神



No.83� 教会学校教案誌

— 47 —

さまに献げました。二人とも汗を流して働
いて、そこで得られた良いものを神さまへ
の感謝として献げたんです。けれども、聖
書にはこんなふうに記されています。「主
はアベルとその献げ物に目を留められた
が、カインとその献げ物には目を留められ
なかった」（４，５節）。カインさんがせっ
かく持ってきた収穫物を神さまは喜ばれま
せんでした。なぜだかは分かりません。カ
インがかわいそうな気もしますね。
　けれども、聖書が注目するのは、その後
のことです。「カインは激しく怒って顔を
伏せた」（５節）とあります。カインは礼
拝をしているんですけれども、悔しくて、
腹が立って、神さまのことを見上げること
ができません。
　みんな、このカインの気持がわかる？　
先生は悲しいかな、よく分かったりします。
一生懸命にがんばったことを親や先生から
ほめてもらえなかったり、それどころか、
兄弟やお友だちばっかりほめられたりして
いたら、“なんで、あいつばっかり ”と思
えて悔しいし、“クソっ ”という怒りの気
持で心がいっぱいになってしまいます。そ
ういうのは「嫉妬」、「嫉み」と言ってよく
ない心なんだけれど、このカインのように、
どうにもこうにも怒りが収まらないという
ことがあります。そして、神さまを見上げ
ることができない。“神さま、どうしてで
すか、おかしいじゃないですか ”と訴えか
けることもできない。それが、「罪」とい
うものがあらわされた姿です。怒りや憎し
みの心も罪なんだけれど、その心を神さま
に向かって訴えずに、顔を伏せてしまう、
神さまに心を閉ざしてしまう、それを「罪」
と呼びます。
　その「罪」は、すぐに、人間への暴力と

してあらわされます。それが「罪」の恐ろ
しさです。止まらなくなるんです。どんど
んとエスカレートしていくんです。カイン
は「弟アベルに言葉をかけ、二人が野原に
着いたとき、カインは弟アベルを襲って殺
した」（８節）。アベルは何も悪い事をして
いませんよね。逆恨みというやつです。カ
インが怒りを向けるとするならば神さまに
対してのはずです。でも、自分のやってい
ることが分からなくなる。そして、はっと
気づいた時には「わたしの罪は重すぎて負
いきれません」（13節）と嘆くことになる。
この的外れな感じも「罪」の特徴と言えま
す。

たとえとしての『呪術廻戦』

　先生は先日、『呪術廻戦』という漫画が
人気だと聞いてお友だちにかりて読んでみ
ました。タイトルの通り、「呪い」がテー
マになっていて、色々な人の怒りや悲しみ
や憎しみという負の感情が学校や病院、ま
た街全体に溜まって「呪い」になるという
発想がとても興味深かったです。それで、
その「呪い」が人間の形を変えたり、滅ぼ
そうとしたりするんですよね。
　なかなか考えさせられました。そして、
読みながら、「呪い」はたくさんの人の怒
りを集めなくても、たった一人の憎しみで、
人の命を奪うものであるとも思いました。
それほどに、一人の人間の「呪い」は大き
なものです。
　そんな「呪い」を、先生も、みんなも、
心のなかに持っているんじゃないかと思い
ます。そして、いざとなればそれを行動に
移しているんじゃないですか。誰かの悪口
を言ったことはありませんか。無視をした
ことはありませんか。
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《今週の暗唱聖句》
兄弟に腹を立てる者はだれでも裁きを受ける。兄弟に『ばか』と言う者は、最高法院に
引き渡され、『愚か者』と言う者は、火の地獄に投げ込まれる。
 （マタイによる福音書５章２２節）

　聖書には「兄弟を憎む者は皆、人殺しで
す」（ヨハネ一3：15）という言葉がありま
す。心に抱く良くないこと、何らかのかた
ちで「呪い」として、私たちの行動にあら
われます。だから、聖書は私たちの憎む心
を問題にするんです。兄弟を憎むその時点
で、もうそれは人殺しと同じであると。悪
口を言ったことはない、叩いたことはない、
無視をしたことはない。そんな人でも、お
友だちが困ったときにちゃんと助けたか、
困らないように気をつけたか。そこまで考
えるとどうでしょうか。「呪い」を抱えた
まま、人を愛することはできません。みん
な、そうじゃないでしょうか。みんながカ
インで、「わたしの罪は重すぎて負いきれ
ません」という痛みを持っているんじゃな
いでしょうか。

神の愛

　こういうお話をして、先生はみんなを責

めているのではありません。先生自身も「呪
い」を持っているんです。「罪」を持って
います。ここで先生が言いたいことは、こ
のどうしようもない「罪」を、神さまが赦
してくださるということです。この「罪」
を背負って、イエスさまが十字架に架かっ
てくださったということです。そして、聖
霊がイエスさまの赦しと私たちとを結び合
わせてくださるということです。みんな一
人ひとりが神さまに造られた大切な存在で
す。傷つけていい人など一人もいません。
ましてやいなくていい人など一人もいませ
ん。みんなが罪人ですけれども、みんなが
神さまに愛されています。だから、私たち
も、神さまが愛される自分と、また隣人と
いう周りの人たちを大切に愛したいんで
す。心に芽生える「呪い」を神さまからの
御力を祈ることで乗り越えていきたいんで
す。 （柏木貴志）
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１０月１７日　創世記 ４章１～１６節 【分級展開例Ａ】

第六戒　殺すな

　「殺すな」という戒めそのものは、子どもであっても理解しやすい戒めです。二つの方
向の展開があるでしょう。一つは戒めの根拠として、私たちの命が神さまから与えられた
「神のかたち」であるから大切にするということを示す方向。もう一つは、戒めの展開と
して自身と他者を「豊かに生かすこと」を目指す方向です。今回は後者について扱います。

　今日の十戒は「殺してはならない」です。でも、「殺してはならない」は、殺したり、
怪我をさせたりするだけじゃありません。悲しませたり、苦しませたり、嫌な気持ちにさ
せたりすることも全部だめなんです。むしろ、人を喜ばせたり、楽しませたり、嬉しい気
持ちにさせることが大切です。他の人だけじゃありません。自分も嬉しい気持ちになった
らいいですよね。

「楽しい時」を絵に描いてみよう
　・私と他の人たちがみんなで楽しんでいる場面、喜んでいる場面を絵に描いてみよう。
　　どんな場面なのか話してみよう。
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１０月１７日　創世記４章１～１６節 【分級展開例Ｂ】

第六戒　殺すな

　「子どもと親のカテキズム」p. 39を開いてみましょう。

　問72　第六戒は、何ですか。
　　答　「殺してはならないです。」

　問73　第六戒で、神さまは私たちに何を求めておられますか。
　
　　答　 神さまは、人間をご自分の○○○に似せて造られたので、他の人の命も、自分　　　

の命も大切にすることを求めておられます。人を○○○こと、○○すること、○
○○○をすることは心の中の人殺しです。私たちは、自分のように他の人をも愛
します。

　お兄さんのカインが、弟アベルを殺したのは、心の中の激しい怒りが原因でした。
　怒りは雑草と同じで、最初はほんの小さな芽なのに、あっという間にニョキニョキ大き
くなって、自分の力では、抜けなくなることがあるのです。
　ですから、芽のうちに気づいて、神さまにお祈りして、助けていただきましょう。
　そうすれば、自分の命も他の人の命も、守ることになるのです。
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１０月１７日　創世記４章１～１６節 【分級展開例 Ｃ】

第六戒　殺すな

　第六戒は、十戒の要約の第二の項目である「隣人を自分のように愛しなさい」という戒
めを直接的に実行する戒めです。
　カテキズムが教えるように、この戒めは、単に殺人を禁じるのではありません。心身を
傷つけること、そのような可能性を回避する努力を怠ること、言葉や振る舞いだけでなく
心の内においてそのような思いを持つことを禁じます。さらには、積極的に命を大切にす
ること、他の人を愛することを命じます。
　戒めの根拠が、「（神さまが）人間をご自分のかたちに似せて造られた」からであること
は重要な点です。あらゆる殺人や命を損なう不法が禁じられていることの根拠は、命が神
の恵みであり、生きることが神さまの意思だからなのです。

　カテキズムは他人や自分の命を大切にするように命じることの根拠はなんであると指摘
していますか。

　神さまが「人間をご自分のかたちに似せて造られた」というのはどういうことでしょう。
「子どもと親のカテキズム」問17、18、さらに問４、５を参考に考えてみましょう。

（次の質問は、立場や考えの違いによって結論が分かれます。特に信仰歴の浅い方などに
は注意して、事前に準備した CS教師が丁寧に話し合うことができる場合に限りましょう）

　ウェストミンスター大教理問答の問136は、命を奪うことを罪と定める際に「社会正義・
合法的戦争・止むをえない防衛の場合以外に」と留保を設けます。とはいえ、隣人の罪を
奪うことが正当化されるわけではありません。私たちは一人の人の命が奪われることとど
のように向き合うべきであると考えたらよいでしょうか。考えてみましょう。
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１０月２４日　創世記２章１８節～２５節（カテキズム問７４、７５） 【解説と黙想】

第七戒　姦淫してはならない

 ・カテキズムと御言葉の解説 

　十戒の七番目は、「姦淫してはならない」
という教えです。つまり、性に関する戒め
です。この戒めは既に夫婦となっている男
女が自分の配偶者以外の者と肉体的な関係
を持つことを禁じ、心と体がきよく保つこ
とを求めています。
　こどもと親のカテキズムは、まず男女の
関係が神の創造の祝福であることから教え
ています。この単元の聖書箇所である創世
記２章18、24～25節では「主なる神は言わ
れた。『人が独りでいるのは良くない。彼
に合う助ける者を造ろう』」、「こういうわ
けで、男は父母を離れて女と結ばれ、二人
は一体となる。人と妻は二人とも裸であっ
たが、恥ずかしがりはしなかった」と記さ
れています。
　神が人間を男と女に創造されたのは、「人
が一人でいるのは良くない」という御心が
あったからです。「助け合う」ために男女
に創造されました。この「助け合う」とい
うのは単なる「お手伝いさん」という意味
ではありません。この言葉の本来の意味は
「向き合って助ける」という意味です。お
互い、向かい合って、心を合わせて生きて
いくために、最初の人間に妻が与えられた
のです。男女の関係は神から与えられた祝
福です。姦淫は、神が結び合わせてくださっ
た男女の関係を破壊するものです。それゆ
えに禁じられているのです。
　次にカテキズムは、神が、思いと言葉と

体をきよく保つことを求めておられると指
摘しています。イエスさまは「みだらな思
いで他人の妻を見る者はだれでも、既に心
の中でその女を犯したのである。」（マタイ
5：27～28）とおっしゃっています。イエ
スさまは心の中でのみだらな思いも「姦淫」
として指摘しています。カテキズムは私た
ち人間が神の前で、思いと言葉と体を切り
離すことなく、きよく保つことを求めてお
られます。
　最後にカテキズムは結婚と家庭形成の意
義を語っています。第七戒は、禁欲的な勧
めにとどまりがちです。しかし、カテキズ
ムは結婚生活に視点を向けて、神の前で結
婚生活を送っていく積極的な側面を語って
います。

 ・子どもたちに向けて

　第七戒は「性」のテーマなので、デリケー
トです。しかし、教会は気を使いすぎて、
子どもたちへ積極的に「性」のテーマを語っ
てこなかったように思います。私たちの社
会は、性的な誘惑にあふれています。時に
不倫の関係が美しく表現され、それを題材
として作品が数多く世に出回っています。
若者の間では婚前交渉も当たり前となって
います。そのような乱れた社会の中で、教
会は男女の関係が神に与えられた祝福とし
て、聖書が語る「性」について、子どもた
ちに真剣に語ることが求められています。
 （高内信嗣）

《参照聖句》  マタイによる福音書２５章２７～２９節、エフェソの信徒への手紙５章３～４節
《教理問答》  ウェストミンスター小教理問答問７０～７２、ハイデルベルク信仰問答問

１０８、１０９ 
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１０月２４日　創世記２章１８節～２５節 【説教展開例】

第七戒　姦淫してはならない
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　この単元は十戒の七番目「姦淫してはならない」を取り扱っている。「性」はデリケートで難
しいテーマである。しかし、「性」が乱れた社会の中で子どもたちを取り巻く状況は悲惨である。
聖書は男女の関係についてどのように教えているのか。神の祝福としての男女の関係を子どもた
ちに伝えることがこの単元のねらいである。

「男女の関係の祝福─きよく生きる！」

　おはようございます。今日も教会に集
まってくれてありがとう。一緒に聖書を読
んで、神さまが僕たちに何を語りかけてい
るのかを知りたいと思います。
　最近は、ずっと十戒を読んでいますね。
十戒は「～してはいけない」という言葉が
よく出てきますので、学校の校則のように
思えるかもしれません。僕は小さいころか
ら教会に通っていますが、十戒の言葉がと
ても厳しく聞こえたのを今でも覚えていま
す。でも、十戒は神さまのお心が込められ
ているところです。神さまに愛されている
私たちが、その愛に応えながら、神さまと
共に歩んでいく道しるべが十戒です。今日
も一緒に十戒を学びたいと思います。
　今日は第七戒、「姦淫してはならない」
です。「姦淫」って言葉、なかなか難しい
ですね。姦淫というのは、男の人と女の人
の関係が正しくないことを表している言葉
です。
　結婚している人が、自分のパートナー以
外の人と性的な関係を持つことです。「姦
淫してはならない」というのは、男女の関
係を守るための戒めです。
　僕は小学校の時から、恋愛のお話しに興

味津々でした。修学旅行の夜は同級生と恋
愛の話で盛り上がりました。みんなもその
ようなことに関心を抱く時期かもしれませ
ん。
　だから、今日のお話は、僕たちにとって
無関係のお話ではありません。男の人と女
の人の関係に興味が出る時期に、きちんと
神さまのお心を知りたいと思います。
　今日は神さまが男女の関係について何を
教えているかということを一緒に考えたい
と思います。
　先ほど、読んだ聖書箇所にこのような御
言葉がありました。
　創世記２章18節「主なる神は言われた。
『人が独りでいるのは良くない。彼に合う
助ける者を造ろう。』」
　この神さまのお言葉は、最初の人間に語
りかけられたものです。神さまは、世界を
お造りになられましたが、最後に人間が造
られました。最初に造られた人間は男でし
た。男は独りぼっちでした。独りぼっちっ
て本当に寂しいです。
　ドラえもんの道具の影響で、のび太くん
が世界で独りぼっちになってしまった時
に、「ジャイアンでもいいから、出てきて
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よ！」と叫んでいました。それほどまでに
人間にとって孤独は辛いのです。
　神さまは独りぼっちでいる男を見て、人
間が一人でいるのは良くないとお考えにな
られました。男に合う助け手として女が創
造されたのです。
　助け手というのは、お手伝いさんのこと
ではありません。お互いが向かい合って支
えるという意味です。上下関係があるわけ
ではありません。一緒に向かい合って、手
を取り合って生きていくパートナーが男に
与えられたのです。つまり男女の関係とい
うのは神さまが与えてくださったもので
す。
　今日のカテキズムに、「男の人と女の人
の関係は、神さまの創造の祝福です。」と
言われています。男女の関係は神さまから
与えられた、とっても素晴らしい祝福です。
喜びです。
　でも、そのような素晴らしい祝福を壊す
のが、「姦淫」です。
　大切な人が自分にくれたプレゼントを目
の前でわざと壊したとしたら、当然、プレ
ゼントをくれた人は悲しまれますね。「姦
淫」も同じことです。神さまが与えてくれ
た男女の関係を、僕たちが乱暴に扱うなら、
神さまは本当に悲しまれます。
　そして悲しむのは神さまだけではありま
せん。人間もそこで傷つきます。神さまと
の関係も壊れ、人間との関係も壊れていく。

神さまはそのようなことを望んではおられ
ません。
　最近は、ドラマでも、漫画でも、小説で
も、色んな所で、男女の関係が用いられま
す。みんなもよく恋愛が取り上げられてい
るものを目にすると思います。
　そして時には浮気、不倫など、正しくな
い男女の関係が、正しいことのように言わ
れることがあります。美しい男女の関係の
ように描かれることがあります。そういっ
たものを見て、僕たちの心は惑わされてし
まいます。だからこそ、僕たちは聖書が教
えている神さまのお心を思い出したいと思
います。
　今日のカテキズムでは「神さまは、思い
と言葉と体をきよく保つことを求めておら
れます。」と言われています。
　神さまを悲しませ、人間を悲しませるこ
とがないために。また今後の結婚の祝福を
壊さないためにも、今、僕たちがきよく思
いと言葉と体を保ちたいと思います。
　今、僕たちが自分自身をきよく保つ生き
方をするならば、必ず将来の結婚生活に、
その生き方が実をもたらします。神さまが
パートナーを与えてくださったことを心か
ら感謝して、大切にすることができるので
す。神さまの望む祝福された男女の関係に
向かうために、今、自分自身をきよく保ち
たいと思います。 （高内信嗣）

《今週の暗唱聖句》
主なる神は言われた。『人が独りでいるのは良くない。彼に合う助ける者を造ろう。』
 （創世記２章１８節）
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１０月２４日　創世記２章１８～２５節 【分級展開例Ａ】

第七戒　姦淫するな

　性的関係についての知識がない就学前や低学年の子どもには、限られた分級の時間だけ
で「姦淫」という言葉を正確に説明するのは難しいでしょう。結婚関係に言い換えること
ができるでしょう。ただし、実際に両親が離婚や再婚をしている子どもがいる場合、誤解
なく伝えるのは難しくなります。そんな場合を想定し、「結婚＝神さまの前での約束」と
して説明してみました。

　今日の十戒は、結婚のことを決めています。結婚というのは男の人と女の人が一つの家
族を作ることですね。結婚式では神さまと男の人と女の人が約束して、二人が夫婦になる
んです。
　みんなはもちろん結婚はしていないですよね。けれど、約束ならしたことがありますよ
ね。お父さんやお母さん、お友だちと「約束」をしたことがある人はいますか。
　でも、せっかく友だちと約束したのに、友だちがその約束を守ってくれなかったら嫌で
すよね。神さまも同じです。約束をしたのに、その約束を守らない人はよくないです。神
さまは、私たちとの約束を全部必ず守ってくださいます。イエスさまを送ってくださるこ
と、イエスさまによって私たちを救ってくださることを約束して、実際にそうしてくださっ
ていますよね。

　でも私たちは、なかなか約束を守ることができません。友だちとの約束も、お父さんや
お母さんとの約束も、神さまとの約束も守れないことがあります。これは良くないですよ
ね。
　約束を守れなかったときはどうしたら良いでしょう？「神さまごめんなさい」「お父さん、
お母さんごめんなさい」って謝ることが大事ですよね。

　神さまは謝る私たちを赦してくださいます。私たちも、誰かが「◯◯くん、ごめんなさ
い」って謝ってくれたら、「いいよ」って赦してあげて、仲直りしたいですね。

　自分が謝ったこと、謝ってもらったことを話してみましょう。
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１０月２４日　創世記２章１８～２５節 【分級展開例Ｂ】

第七戒　姦淫するな

　広い空、青い海、緑の木々、そして、わたしたち一人一人。これらは、自然にできたの
ではなく、すべて神さまが造って下さったものです。
　
　神さまが造られた最初の人間は、アダムです。
　神さまは言われました。
　「人がひとりでいるのは良くない。彼に合う助ける者を造ろう。」

　そして、アダムを眠らせ、あばら骨の一部を取って、女の人を造りました。
　アダムは、女の人エバを見て、大喜びでした。
　だって、今までは、まわりにいるのは動物ばかり。一緒におしゃべりしたり、エデンの
園で一緒に働いたりする人が、いなかったのです。

　神さまは、アダムとエバを祝福しました。
　結婚は、神さまが決められた祝福のルールです。
　神さまが、一人の男の人と、一人の女の人を夫婦として結び合わせ、祝福してくださる
の　です。ですから、お父さんであっても、お母さんであっても、友だちであっても、誰
であっても、神さまが祝福して結び合わされた二人を引き離したり、邪魔したりしてはい
けないのです。

　結婚のルールを造られた神さまに従って歩む時、私たちの家庭は祝福を受け、神さまが
造られた世界を、神さまの御心に沿って治めるために用いられていきます。
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１０月２４日　創世記２章１８～２５節 【分級展開例Ｃ】

第七戒　姦淫するな

　姦淫禁止規定は性的関係という最もプライバシーに触れる可能性がありますので扱いに
くい戒めです。慎重に扱う必要があるでしょう。特に子どもや中高生は、どの程度の知識
を持っているかによって伝え方が違ってきますから、相手を理解した上で、丁寧に、かつ
きちんと伝えることが大切です。
　仮に性的関係について理解できない年齢の相手や、性的問題について踏み込んで話すこ
とが難しい相手の場合でも、この戒めについて学ぶことは大切です。なぜならこの戒めは
単に性関係を制限するだけの戒めではないからです。特に性関係において私たち自身を清
く保つことは、神さまの創造の祝福を尊重することです。この戒めから、結婚関係の尊重、
その背後にある異なる性の相手を人格的存在として尊重し愛すること、また人間関係その
ものと契約に対する誠実さ、さらには人間の基本的関係として互いに「助け手」であるこ
となどについて考えることが大切です。
　現在は結婚についての価値観も多様になっています。またジェンダーや性役割について
の理解は神学的にも議論のある課題です。慎重にあつかうようにしましょう。

　聖書は、一組みの男女が結婚することを教えています。現代の私たちにとっては常識で
すが、日本でも明治期までは、一人の男性が複数の妻を持つことは普通にあることでした。
現代でも複数の妻を持つことを認める国があります。
　なぜ、一夫一婦制が好ましいとされるのでしょう。

　結婚で私たちは神さまの前で「結婚の誓約」をします。これは結婚のどんな意味を示す
でしょう。またそのような結婚において、私たちは互いにどんな義務を負うでしょう。

　現代では結婚しない人もたくさんいます。神さまが男女を造る際に「人が独りでいるの
は良くない。彼に合う助ける者を造ろう（創世記2：18）」とおっしゃったことは、どのよ
うに実現されると考えますか。
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１０月３１日　マタイによる福音書２５章１４～３０節（カテキズム問７６、７７）【解説と黙想】

第八戒　盗むな

 ・盗んではならない（消極的戒め）

　子どもと親のカテキズムの問76、77は十
戒の第八戒について教えます。「盗んでは
ならない」（出エ20：18）という戒めは、
誰もが疑問を抱くことなく受け入れる教え
の一つでしょう。十戒はエジプトを出てき
たイスラエルの民が、神の民として生きて
いくための指針として与えられた戒めで
す。「神の民として生きるあなたがたは盗
んではならない」。
　では何を盗んではならないのでしょう
か。出エジプト記を読み進めると、十戒が
教えられた後、個々の具体的な戒めが記さ
れます。21章16節には「人を誘拐する者は、
彼を売った場合も、自分の手もとに置いた
場合も、必ず死刑に処せられる」とありま
す。（「盗む」も「誘拐する」も同じ語「ガ
ナブ」が用いられている）。当時、最も多
く盗まれていたのは、「人のもの」ではな
く「人」だったようです。人を誘拐したり
売ったりする行為を禁じています。今日で
も誘拐や拉致があります。それは言うまで
もなく他人の家族を盗むことであり、また、
その人の人生、時間、身体を盗むことであっ
て、許される行為ではありません。
　また「他の人のものを盗んだりしてはい
けません」とカテキズムは教えます。人の
答えを盗むカンニングは子どもたちの間で
も行われることかもしれません。近年、人
のデザインを盗用したり論文を盗用すると
いう事件もありました。あるいは人の夫や
妻の心を盗み、自分のものにしようとする
こと。国家間で言えば、他国に侵入し領土

を盗み取ろうとすることは戦争に発展しま
す。第八戒は身近な小さなものから大きな
ものまで幅広い「盗み」を禁じる戒めです。
 ・すべては神さまのもの

　主なる神さまが「盗んではならない」と
命じられるのは、人にしろ物にしろ、一つ
一つが神さまによって造られた神さまのも
のだからです。「地とそこに満ちるもの /
世界とそこに住むものは、主のもの」（詩
24：1）「良い贈り物、完全な賜物はみな、
上から、光の源である御父から来るのです」
（ヤコブ1：17）
　カテキズムでも「私たちの持ち物は、私
たちの体もお金も時間も、すべて神さまか
らの贈り物です」と告白します。自分に与
えられているものは感謝して大切に管理す
ることを教え、他人に与えられているもの
を盗むことは、神さまの所有物を盗むこと
になることを教えています。
 ・与える喜び（積極的戒め）

　単に「盗むな」という消極的命令で聖書
は終わりません。「盗みを働いていた者は、
今からは盗んではいけません。むしろ、労
苦して自分の手で正当な収入を得、困って
いる人々に分け与えるようにしなさい」（エ
フェソ4：28）。ザアカイがそうでした。キ
リストに出会い、キリストを人生にお迎え
すると、私たちは盗む者から与える者に変
えられます。自分のことだけを考え、他人
のものでも欲しがっていた人が、神さまに
ささげ、隣人に与えることが喜びであると
知るようになるのです。（小橋口貴人）

《参照聖句》 エフェソの信徒への手紙４章２８節、ルカによる福音書１９章１～１０節
《教理問答》  ウェストミンスター小教理問答問７３～７５、ハイデルベルク信仰問答問

１１０、１１１ 
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１０月３１日　マタイによる福音書２５章１４～３０節 【説教展開例】

第八戒　盗むな
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　第八戒の内容を理解しつつ、神さまから与えられたものをふさわしく管理することの大切さを
学びたい。また、盗まないという消極的理解だけでなく、ささげることや与えて生きるという神
の民としての積極的な生き方を語りたい。

「神さまから与えられたものを大切に」

盗んではならない

　続けて十戒を学んでいます。今日は第八
の戒め「盗んではならない」「泥棒しては
いけないよ」という戒めです。わかりやす
いですね。みんなと仲良く生きていくため
には、とても大切なことです。みなさんは、
何かを盗んでしまったことがありますか？
　ある人がこんな話をしていました。中学
生だった時、その月はお小遣いを使い過ぎ
てしまって、このままでは毎週買っている
マンガの雑誌を買えないと気付いたそうで
す。それで、どうしたかと言うと、日曜日
の教会学校の礼拝で捧げる献金をごまかし
て、献金袋がまわってきたときに、入れる
ふりをしてお金を入れなかったそうです。
神さまにささげる分をマンガに当てたんで
すね。「わたしはあの時、神さまのものを
盗んでしまったのだ」とお話ししてくれま
した。神さまにささげるべきお金を自分が
取ってしまったということです。
　先生は子どもの頃、たまにお母さんにお
遣いを頼まれることがありました。財布を
渡されて、「牛乳ないから買って来て」と
か「納豆買って来て」とかお願いされまし
た。そういう時は、母親の財布であること
をいいことに、頼まれてもいないのに食べ

たいおやつを買ったり、好きな飲み物を
買ったりしました。つまり母親のお金を盗
んでいたのです。
　「盗んではならない」という戒めは、実
は私たちの身近にあることだと思います。
テストの時に、他の人が書いた答えを盗み
見てしまうことをなんと言いますか？カン
ニングですね。カンニングも盗むことです。
また、みなさんはお友だちとの待ち合わせ
の時間に遅れてしまった経験があります
か？逆に、ずっと待たされた経験はどうで
しょうか？先生はどちらも経験がありま
す。例えば、一緒に出掛けようと言って、
駅でお友だちと待ち合わせたとしますね。
もし自分が30分遅れてしまったとしたら、
お友だちの何を盗んだことになるかわかり
ますか？　そうです。時間ですね。お友だ
ちの大切な時間を30分も盗んでしまったこ
とになります。

全ては神さまからのもの

　さて、カテキズムの問77を一緒に読んで
みましょう。問77「第八戒で、神さまは私
たちに何を求めておられますか」答「私た
ちの持ち物は、私たちの体もお金も時間も、
すべて神さまからの贈り物です。神さまは、
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それらを感謝し、ふさわしく管理し、神さ
まの栄光のために用いることを求めておら
れます。神さまの贈り物を自分勝手に使っ
たり、他の人のものを盗んだりしてはいけ
ません」。
　「盗んではならない」という戒めが求め
ていることは、ただ私たちが他の人のもの
を盗まないようにというだけではなくて、
神さまから与えられた全てのものを、自分
勝手に使ってはいけないよということも教
えています。
　私たちは、自分のものなら自分の好きに
使っていいと思いますよね。でも自分のも
のを好き勝手使う時に神さまはこんなこと
をおっしゃるんです。マラキ書３章９節「あ
なたがたは、わたしのものを盗んでいる。
この民のすべてが盗んでいる」（新改訳
2017）。私たちの持ち物は、私たちの体も
お金も時間も、すべて神さまからの贈り物
ですから、私たちがそれらを自分勝手に用
いる時に、神さまは「わたしのものを盗む
な」とおっしゃるのです。
　神さまから与えられたものを、ふさわし
く管理できなかった人の話が、マタイ25章
に出てきます。14節から18節を読んでみま
しょう。ここに、神さまから５タラントン
（３億円）、２タラントン（１億２千万円）、
１タラントン（６千万円）預かった人が出
てきます。神さまがこれだけのお金を僕た
ちに預けたのは、これを用いて豊かに生き
てほしかったからです。
　みんなにも神さまから多くの贈り物（賜
物）が与えられていると思います。それら
は、みんなに豊かに生きてほしいと、神さ
まが与えてくださった大切な能力・性格・
資質です。しかし、このたとえ話を読むと、
このうちの１人は、与えられた賜物を全く

用いず、自分の好き勝手隠してしまって、
大切にしなかったことが責められていま
す。「あなたはわたしのものを盗んでいる」
と言われているようなものですね。
　私たちも、他の人のものを盗んではいけ
ないということと、何よりも神さまのもの
を盗むようなことはしてはいけないという
ことを覚えましょう。

ささげて生きる喜び

　最後に考えたいのは、盗まなければそれ
でいいのでしょうかということです。実は
聖書は、もっと積極的な生き方を教えてい
ます。普通であれば、他の人のものを盗ん
だ人や、神さまのものを盗んだ人には「こ
れからは、もう盗んではいけないよ。気を
つけなさいよ」と言われておしまいでしょ
う。しかし聖書はこのように教えています。
「盗みを働いていた者は、今からは盗んで
はいけません。むしろ、労苦して自分の手
で正当な収入を得、困っている人々に分け
与えるようにしなさい」（エフェソ4：28）。
盗む者ではなく与える者になるように。他
の人から奪う者ではなく他の人にささげる
者になるように。ここに神さまの心があり
ます。
　みなさんよく知っているザアカイさんの
お話がそうですね。人から不正にお金を集
めていた（盗んでいた）ザアカイさんは、
イエスさまと出会ったときに、「もうこれ
からは盗みません」と言っただけではあり
ませんでした。「これからは、財産の半分
を貧しい人々に施します」と言いました。
つまり、これからは、盗む人ではなくて、
与える人として生きていきますと言ったの
です。
　私たちはよく「人からされて嫌なことは、
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《今週の暗唱聖句》
しかし、ザアカイは立ち上がって、主に言った。「主よ、わたしは財産の半分を貧しい人々
に施します。また、だれかから何かだまし取っていたら、それを四倍にして返します。」
 （ルカによる福音書１９章８節）

人にしないように」と教わります。しかし、
神さまが教えているのは、「人からしても
らいたいことを、あなたも人にしてあげな
さい」というもっと積極的な生き方です。
ザアカイがそうであったように、私たちも、
イエスさまに出会って、イエスさまを人生
にお迎えすると、人のものを盗む人から、
逆に人に与える人に変えられていきます。

実はそれが喜びであると知るからです。自
分のことだけを考えて、他人のものをも欲
しがって生きる生き方よりも、神さまにさ
さげ、隣人に与える生き方の方が豊かだと
知るのです。「受けるよりは与える方が幸
いである」（使徒20：35）と言われたイエ
スさまが、私たちの内におられ、一緒に生
きてくださるからです。 （小橋口貴人）
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１０月３１日　マタイによる福音書２５章１４～３０節 【分級展開例Ａ】

第八戒　盗むな

　今日は「盗んではならない」というところです。

　みんな、欲しいものがありますか？　オモチャや、絵本や、お人形や、いろいろ欲しい
ものがありますね？

　何か欲しいものがあるときは、どうしていますか？
　　「お母さんにお願いする」「クリスマスや誕生日にプレゼントでもらう」

　ここで突然ですがクイズです。
　お母さんが、「お手伝いしてくれたら、買ってあげるよ」って言われた時には、どうし
たら良いでしょう？
　１番：お手伝いをがんばる
　２番：「買って！　買って！」って怒る
　３番：お兄ちゃんが持ってるのを勝手に使う

　欲しいものがある時は、ちゃんとお願いして、ちゃんとお手伝いをしないとダメですよ
ね。

　みんなの欲しいものを教えてくれるかな？
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１０月３１日　マタイによる福音書２５章１４～３０節 【分級展開例Ｂ】

第八戒　盗むな

　有名なイソップ物語に、こういうお話があります。
　一匹の犬が歩いていると、大きな肉が落ちていました。
「いいものを、見つけたぞ！」
　犬は、その肉に、がぶりと食いつきました。
「こんないい肉、誰にも分けたくない。一人で食べてしまおう。」

　犬は肉をくわえたまま、橋をわたりました。
　すると、橋の下の川に、大きな肉に食いついている犬が見えます。
「いいなあ。あの肉の方が大きい。そうだ、あいつをおどかして、あの肉をとってやろう。」

　この犬が、川の中の犬に向かって、「ワヲーン！」と大声で吠えたとたん、
　くわえていた肉が、ポチャーン……と水の中に落ちてしまいました。
　川の中の犬は、水に映った自分の姿だったのです。

　マタイによる福音書25章14～30節を読んでみましょう。
　神さまは、私たち一人一人に、かならずタラントン（神さまのために用いる才能）を預
けてくださっています。タラントンの種類や、量は皆、違います。他の人のタラントンを
もらったり、自分のタラントンをあげたりすることもできません。他の人と比べる必要も
ないのです。

　神さまが願っておられるのは、神さまが私たち一人一人に預けてくださったタラントン
を、神さまに喜んでもらえるように用いることです。
　神さまを愛し、人を愛して、祈りながら、助けていただきながら、タラントンを用いて、
神さまの栄光を現わすことです。
　「○○○○○な良い僕だ。○○○○○。」と、神さまは喜んでくださいます。
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１０月３１日　マタイによる福音書２５章１４～３０節 【分級展開例Ｃ】

第八戒　盗むな

　これまでの戒めと同様、「盗むな」という戒めは、単に窃盗だけを禁止しているのでは
ありません。子どもと親のカテキズム問77は、この戒めの求めていることについて「自分
勝手に使っ……てはいけません」とし、ウェストミンスター小教理問答問74は「私たち自
身と他人との富や生活状態を正当に確保し、向上させること」が求められていると説明し
ます。
　与えられた恵みを相応しく感謝すること、正当で誠実な手段を用いて自分と隣人恵みを
増し加えること、これらは目に見える財産だけでなく、私たちが神さまから与えられてい
るすべてに関して言えることです。

　以下の問は正解がありません。どうしてそういう答えを導き出したのか確かめるのは大
切です。どんな答えでも、「良い答え」と認めてあげましょう。

　今日のたとえ話には三人の僕が出てきています。

質問１　 五タラントン預かった僕が、二タラントンしか儲けることができなかったら主人
は何と言うと思いますか？

質問２　 二タラントン預かった僕が、他の僕を騙して五タラントン儲けていたら主人は何
と言うと思いますか？

質問３　 一タラントン預かった僕が、お金を銀行に預けていたところ、銀行が破綻しまし
た。主人は何というと思いますか。

質問４　 主人は、一タラントンを預けた僕を「よく使い込まずに正直に財産を返してくれ
た」と褒めてあげれば良いと思いませんか？
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１１月７日　列王記上２１章１～２９節（カテキズム問７８、７９） 【解説と黙想】

第九戒　偽証するな

　十戒は、神と人との生き生きとした信頼
関係とそれによってもたらされる人と人と
の真実の信頼関係を育む力です。その時に
鍵になるのは「真実」（アーメン）です。
神の真実が私たちの救いの根拠です。また
人間関係の根拠です。人は、真実を失った
世界において人間らしさを保つことができ
なくなるからです。人の真実はその人の行
いによって示されます。言行一致こそ、真
実の要です。それは、人となられた御子イ
エス・キリストにおいて完全に具現されま
した。このイエスさまを知り、信じること
こそ、第九戒を具現する王道です。

　「神さまは真実な方ですから、私たちに
も真実をお求めにな」（問79）られるのです。
これは、単なる要求、命令ではありません。
人は、主イエスを信じ、知るほどに自分の
不真実にたじろがされます。そのとき、繰
り返し悔い改めへと招かれます。同時に「真
実に生きて行きたい！」という願いが「起
こされて」まいります。子どもの教会の営
みは、そのためにも生けるイエスさまを中
心にして営まれます。昔の神の民とは違っ
て、もはやこの方を抜きにして十戒を語る
ことはできないだろうと思います。
　子どもたちにとって嘘をつくことは身近
な体験です。したがって、何故、嘘をつく
のか、いっしょに考えることができれば、
深い感謝へと導かれるはずです。自己正当
化や自分を大きくかつよく見せようとする
自己中心の思いが嘘を生みます。他者を貶
めて、自分を高めるのが偽証の罪の本質で

す。これに抗うのが、隣人に愛をもって、
真実のことば＝人を生かし、建て上げる言
葉の語り手となることです。
　今日の日本社会はまさに、底なしのよう
な悲惨な状況にあるように思います。それ
は、権力を持つ人々の偽証がまかり通って
しまっているからです。しかし、何と言っ
ても決定的に問われているのは教会です。
日本キリスト改革派教会は、神の言葉の説
教によってこそ教会が堅固に形成されると
の確信に生きる共同体です。それだけにそ
の信仰告白、宣言が出しっぱなしになって
いればこれ以上に罪深いことはありませ
ん。

　最後に、テキストは、主に忠実なナボト
は、イゼベルの企みによって殺され、その
ぶどう畑は没収されてしまいます。ナボト
が神と王とを呪ったという偽証によって処
刑に至ります。しかし、神はそれを見過ご
しになさいません。エリヤを通して悔い改
めさせるのです。
　なお、ここでの最大のメッセージは、土
地の収奪にあります。土地は主なる神のも
のなのです。イスラエルは神の土地を借用
しているに過ぎないのです。（レビ記25章
23、24節）。最悪王アハブと言えども、覆
せないことでした。しかし、不信の妻、神
を恐れることを知らない彼女は、偽証する
ことによって法を乗り越え、人を殺したの
でした。恐るべきかな、偽証です。
 （相馬伸郎）

《参照聖句》 創世記３章４節、４章８節、箴言３０章８節、ペトロの手紙一２章２２節
《教理問答》  ウェストミンスター小教理問答問７６～７８、ウェストミンスター大教理問答

問１４４、ハイデルベルク信仰問答問１１２
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１１月７日　列王記上２１章１～２９節 【説教展開例】

第九戒　偽証するな
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　十戒は、神が「あなた方は、わたしの民なのだから、この戒めを守って生きてくれるよね」と
いう信頼の宣言でもあります。「偽証するな」とは、「わたしの前で嘘や偽りで生きる必要はまっ
たくないはずだよ」と言う、御心です。この恵みの中で、私たちは真実に生きる基礎を得ます。
しかも、人となられたイエスさまの赦しを受けているのですから、なおさらです。神の前で真実
にいられれば、人の前でもできる。これを信じて、子どもたちとともに裏表のない人格形成を目
指したいと思います。

「神さまの前で、うそつく必要はありません」

　ナボトさんは、イズレエルという村にぶ
どう畑を持っていました。毎年、秋になる
とそれはそれは、おいしいぶどうがたくさ
ん実る畑でした。ところがこの畑は、サマ
リアの悪い王さまアハブの宮殿のそばにあ
りました。
　アハブ王は、ナボトさんに言いました。
「お前のぶどう畑を譲ってくれ。何と言っ
てもわたしの宮殿のすぐそばに、ちょうど
こんな畑が欲しかったのだ。もちろん、た
だでよこせというわけではないぞ。もっと
良いぶどう畑と交換しようではないか。な
んなら、この畑にふさわしい代金を支払う
ぞ。」ナボトさんは、とても怖い顔をして
言いました。「この畑は、先祖から受け継
いできたものです。神さまが私たちに託し
てくださったのです。だから、一生懸命、
働いて、立派なぶどう畑にしているのです。
もしそんなことをしたら、神さまの前にわ
たしは、罪を犯すことになります。たとえ
王さまでも無理です。いやです。」アハブ
王は、カンカンに怒りました。しかしたと
え王さまでも、イスラエルの土地は、神さ

まから授かったものだという掟を破ること
はできませんでした。

　妻のイゼベルは、心の中で歯がゆく思い
ました。王さまのくせに情けないと思った
のです。そして、恐ろしいことをたくらみ
ました。ナボトを殺して、畑を奪おうとし
たのです。そのために、ある方法を考えま
した。ナボトが住む町の指導者とお金持ち
たちに、王さまの名前で命令を書き送りま
した。「町中の人々に断食させなさい。み
んな何事が起ったのかとびっくりして、い
やだなと思うはずだ。そしてナボトを人々
といっしょに連れ出して、真ん前に座らせ
なさい。そして、やくざを雇って、ナボト
が神と王を呪ったと、証言させなさい。み
んな、ナボトのせいでこんな目に遭ってい
るのかと思うはずだ。そして彼を石打の刑
にして殺してしまいなさい。」こうして、
とうとう、信仰と勇気の人ナボトは、お金
で買われた悪者の嘘の証言で有罪とされ、
殺されてしまったのです。嘘は、人を殺す
力を持っているのですね。
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　さて今朝は、十戒の第九戒「隣人に関し
て偽証してはならない」に思いを巡らして
みましょう。
　皆さんの中で、これまで一度も噓をつい
たことがない人はいますか。いたら、手を
上げてください。もし、手を挙げたなら、
おめでとうございます。あなたは、嘘つき
です。もしかすると人生で最初の嘘をつい
たのかもしれません。
　そのように言う先生も、当然、嘘をつい
たことがあります。数えきれないほど、で
す。ただし、イエスさまを信じてから、嘘
をつくことは、どんどん少なくなったと思
います。何故でしょうか。
　そもそも人は何故、誰にも教えられない
のに、嘘をつくことを覚えてしまうので
しょうか。嘘をつくことが上手になって行
くのでしょうか。嘘をついても平気になっ
てしまうのでしょうか。考えてみてくださ
い。今日は、これで終わりにしてもよいく
らいです。分級で、みんなで考えてみたい
のです。

　アハブ王の妻、イゼベルは、第一にナボ
トのぶどう畑が欲しくて、嘘をつきました。
第二に、王さまに逆らうナボトが憎くて、
殺したくなったからです。つまり、私たち
が嘘をつくのは、自分の得になるように、
自分の思い通りになるようにという理由か
らなのです。物事を自分を中心にして考え
て、自分の欲望を果たすためなのです。相
手の幸いや喜びを思いやって、嘘をつくわ
けではありません。それは、そもそも嘘と
は呼べないかもしれません。

　ナボトは何故、自分をうらぎらなかった
のでしょうか。それは、神さまの前で、生

きていたからです。逆に、人が嘘をつくの
は、神さまの前で生きていないからです。
ナボトは知っています。土地は、本来、王
さまのものではありません。またナボトや
その先祖のものでもないのです。神さまの
ものなのです。ですから、ナボトは神さま
の前で、たとい王さまと言えども、どんな
にお金をもらっても、神さまの土地を好き
勝手にできない。「できないものはできな
い」と、勇気と信仰をもって逆らったので
す。
　イゼベルさんは、神さまを知りません。
ですから、神さまの前で生きる喜びや幸い
を知りません。「王さまが一番偉くて、妻
のわたしは二番目に偉いのよ。わたしがや
りたいことは、王さまの名前でなんだって
やれるわ、当たり前よ」そのような思いな
のです。神さまを知らないので、人を殺し
ても、自分が正しいのだとすら思えるので
す。恐ろしくないですか。
　
　さて、神さまは何故、十戒を与えてくだ
さったのでしょうか。それは、私たちと神
さまがもっと仲良くなるためです。もっと
近くで生きるためです。神さまは、「あな
たは、わたしの子どもだよ。わたしはいつ
もあなたに聖書に書いてあるとおり、約束
を守り抜いているよ。愛し続けているから
ね。」と語られます。そんな神さまだから、
僕たち私たちは「うれしいな。もったいな
いな。だったら、神さまの前で自分のまま
で大丈夫だ。嘘をついて、かっこうをつけ
る必要なんかないんだ」こう思えてくるの
です。そして、「嘘をついて、人を傷つけ
たりしたくない！」と、心の底から思える
ようになるのですね。
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　あなたは誰かに嘘を言われて、傷つけら
れたことがありますか。本当に悲しかった
でしょう。怒れたでしょう？　苦しかった
はずです。だったら、友だちを同じような
目にあわせたいですか。確かに、時には、「嘘
には嘘でかえしてやるぞ。負けるもんか。」
そんな風に思うこともあるかもしれませ
ん。でも、それをイエスさまの前でできま
すか。

　イエスさまは、人々の嘘によって処刑さ
れました。でも、イエスさまは聖書に書い
てある通り、すべての人々に愛と真実を貫
かれました。このイエスさまに救われ、呼

び集められたのが僕たち私たち、教会です。
だから、私たちの中で特別に、嘘はダメな
のです。噂話はダメです。悪口はダメです。
教会のなかでそんなことをしたら、聖霊な
る神さまは、居心地が悪くて、去って行か
れるかもしれません！
　僕たち私たちは、神さまに愛され、赦さ
れ、そのままで神の子です。神さまの前で
嘘をつく必要なんか、まったくありません。
だったら、お互いの間でも、それを実行し
ましょう。何度失敗しても、大丈夫。だっ
て、イエスさまは、悔い改める人を、限り
なく赦してくださるお方だからです。
 （相馬伸郎）

《今週の暗唱聖句》
だから、偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい。
わたしたちは、互いに体の一部なのです。（エフェソの信徒への手紙４章２５節）
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１１月７日　列王記上２１章１～２９節 【分級展開例Ａ】

　第九戒　偽証するな

歓迎を伝え、子どもの様子を知る　

挨拶：声をかけ輪になって集まる。挨拶の歌（次頁参照）をみんなで歌う。
お祈り：短く感謝と分級のためのお祈りをする。

　神さまは真実で聖いお方なので、嘘に対しては厳しく怒られ、真実を喜ばれます。

　そして、悔い改める者には憐れみ深いお方です。大切なことは、本当の心です。わたし

たちのことをぜんぶ知っていてくださる神さまに、何もかくさないでお祈りするよう導き

ます。

例：お話しを振り返りながら、簡単な質問をして対話する。
　アハブ王さまは、ナボトのぶどう畑が欲しくて欲しくてたまりません。でも、ナボトは、
神さまに従って渡そうとはしません。アハブ王さまは、ぷんぷん怒ってふて寝しています。
妻のイゼベルは、そのぶどう畑を手に入れるためにどうしたら良いか考えました。王さま
の名前を使い、ナボトが「神さまを呪った」といううそを他の人に言わせ、ナボトを石で
打ち殺させました。二人は、エリヤを通して、神さまの厳しい罰を言い渡されます。この
時、アハブ王さまは、本当に悪いことをしたと気づいて、神さまにゆるしを願います。神
さまはそれを見て、罰を先にのばして下さいました。　
　・アハブ王様は、自分が欲しいと思った物が手に入らなくてふてくされていましたね。
　　─みんなも、何か気に入らなくて怒ったり、ふてくされることありますか？─
　　（子どもたちが話すことを聞く）
　・そこへ、妻のイゼベルがやってきて王様の不満な心を満たそうと嘘を考え出します。
　─みんなはうそをついたことある？どんな時にうそをつきますか？─
　　　話しを聞きながら、わたしたちがうそをつくときの理由に気付く。
　　　ほめられたい。おこられたくない。はずかしい。与えられている物以上にほしい。
お友だちや兄弟への嫉妬心など。時には、お父さんやお母さんや誰かの心を喜ばせた
いときなど。

　　　ひととおり聞いた後、神さまはそういうわたしたちの心も知っておられるから、本
当の心をお話し（お祈り）し、助けていただきましょう。そして、うそをついてしまっ
たら、正直に話して神さまにごめんないさいのお祈りをしようねと導く。

　　　神さまは、わたしたちが自分の本当の心をかくさないで、お祈りすることを待って
いて下さいます。そして、聖霊を送ってわたしたちの心を聖くし、うそではなく、神
さまの前に本当の言葉、真実で善い言葉を与えて下さいます。
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終わりのお祈り　子どもたちが一人一人お祈りする。

挨拶の歌

　マラカスなど、何かひとつ、音のなる楽器を用意し、 ひとりずつ順番に楽器を渡して歌
います。教師は、名前の子どもの前で、顔を見て歌います。名前を歌われる子どもが、楽
器を持ち、タンタンの部分で音を鳴らす。

♬　お　　　は　よ　う　〇〇ちゃん　タンタン
　 （ラ‒シ♭ド

─

―レ
─

―ラ　 レ
─

レ
─

レ
─

ド　　∩　∩　）   　　  ※ここまでで８拍

　　だ　いす　　き　な　 〇　〇 ちゃん　タンタン　　　　　　
　 （ソ‒ラシ♭―ド

─

―ソ　 シ♭シ♭シ♭ラ　∩　∩　）　※８拍
　　　　
　　か　み さまの　子　 〇 〇 ちゃん　 タンタン　　　　
　 （ラ‒シ♭ド

─

ド
─

レ
─

―ラ　フ
─

ァフ
─

ァフ
─

ァレ　∩　∩　） 　 ※８拍

　　〇　〇　ちゃんに　へ　 い　 わ　　　タンタン
　 （ソ

─

‒フ
─

ァ ミ
─

―レ
─

―　ド
─

―シ♭‒ファ）　　　　　　　※８拍
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１１月７日　列王記上２１章１～２９節 【分級展開例Ｂ】

第九戒　偽証するな

［導入として］

Ｑ：うそをついたこと、ある？
　　うそをついてはいけませんって、きいたことあるよね？
　　それなのに、人間はどうしてうそをついてしまうんだろう？
　　どんなことでうそをついたかは、残念ながら自分では覚えているものだね。
Ａ：……（ここは、子どもたちにとって次の話を聴きとる下地となる回想の時）
　　実際の内容を語る子どもがいれば、ていねいに聴き取っておく。
　　テーマがデリケートなので、必ずしもこの分級内で取り上げる必要はない、
　　以下の本題のなかで活発な発言が出てくることも期待したい。
［今日の聖書箇所から］
①偽証（うそをつくこと）は「良いことか悪いことか」（道徳的な二元論）の話だと思わ
れがち
②しかし、今日の聖書箇所を聴いてわかる通り、むしろそんな軽いことではない。
③むしろ、とても重い問題。偽証は、隣人のいのちにかかわる重い罪。
直接手を下していなくても、いのちにまで及ぶほど影響が大きい。　
④すぐさま死に至らなくても、偽証によって生じる身近な問題とは？
　傷ついた名誉・心の傷、　失った人間関係・学校・仕事・家庭・時間など、
　偽証によって隣人の生活や人生を変えてしまう可能性がある。
　隣人のいのちに私たちは深く関わって生きているという事実。
⑤ことばの重さ　　「舌は火」（ヤコブ３：６）
　（第九戒は元来法廷（裁きの場）で証言することを念頭においていた）
⑥こういうふうにみていくと、他の戒めともかかわってくることがわかるし、だからこそ、
より重い罪になってしまうことがあるのだと気がつく。
⑦隣人について真実を語るように、自分自身についても真実を語ること。
　隣人のことでうそをつかなければ、それだけでいいのではありません。
　自分自身についてもありのままの自分を語るように求められています。
　背伸びをする必要はないし、逆に自分をダメな人間だと語りすぎることも、やはりうそ
になります。
　創造してくださった神さまへの信頼と恵みに対する感謝に関わることだから。
　（このことは、次回の第十戒でもさらに聴いていくことにしましょう）
　神さまは、隣人も自分も含めた、おつくりになったすべての人間のいのちを
　大切にするようにと、教えてくださっているのです。



教会学校教案誌� No.83

— 72 —

１１月７日　列王記上２１章１～２９節 【分級展開例Ｃ】

第九戒　偽証するな

　「偽証」は法廷用語ですが、この戒めは公的な裁判における証言についてだけ規定して
いるのではありません。私たちは、常に偽りを退け、真実を実現するように求められてい
ます。
　私たちは日々の言葉と振る舞いと思いにおいて神さまを表す者、「神さまに似る者」で
あることを求められています。なぜなら私たち人間は、そもそも「ご自分のかたちに似せ
て、神さまの子どもとして神さまと共に歩むように」（子どもと親のカテキズム問17）造
られたからです。
　神さまの性質は「存在、知恵、力、聖、義、善、真実において、無限、永遠、不変のか
た」（ウェストミンスター小教理問答問４）です。私たちは前半の部分を継承（流通属性）
します。ただし後半部分の三つの性質を人が持つことはできません（非流通属性）。神さ
まの真実を目標・お手本にして過ごすのですが、それは常に欠けがあることを理解するこ
とが必要です。神さまのかたちを目指し、自己検証し、悔い改め、赦しを自覚し、改めて
神さまのかたちを目指すのです。

　「うそ」はなぜいけないと思いますか。

　「嘘も方便」と言いますが、うそを言っても良い場面があると思いますか。

　「正義」や「真実」を主張し、相手を「論破」する人を見かけます。どう思いますか。
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１１月１４日　マタイによる福音書６章２５～３４節（カテキズム問８０、８１） 【解説と黙想】

第十戒　むさぼるな

 ・第十戒の解説

　第十戒、「むさぼるな」は、心の状態に
ついての戒めである。神さまの戒めに背く、
どのような欲望や思いも、私たちの心の中
に、起こることを禁じている。主イエスは、
人の心から出て来るものが人を汚す、と言
われ、「悪意、殺意、姦淫、みだらな行い、
盗み、偽証、悪口など」（マタイ15：19）
をあげておられる。これらの罪の根底にあ
るのが「むさぼり」の罪である。
　そもそも「貪欲（＝むさぼり）」は、偶
像礼拝にほかならない」（コロ3：5）。「む
さぼり」の奥には、神さまのようになろう
とする思いがあるのだ。
　ウェストミンスター大教理問答は、第十
戒の積極的義務は①自分自身の置かれてい
る状態に満足すること、②自分の隣人に対
して思いやりに満ちた心のあり方を示すこ
と、③思いと感情において、隣人の所有し
ているあらゆる良いものに心を配り、増進
させることであると解説する。また、禁じ
ていることは①自分自身の置かれている状
態に満足しないこと、②隣人の持っている
良いものを妬み、心憎く思うこと、③隣人
の所有しているものにあらぬ思いや愛着を
寄せることだと解説している。

 ・マタイ6：25～34

　私たちは、自分で自分を守り支えようと
して、不満と不安を抱えて思い悩む。しか
し、マタイ6：25以下には「思い悩むな」
と３回も命令されている。「思い悩むな」

と言われている第一は、命＝寿命。命は神
さまの領域の事柄で、委ねる領域である。
鳥は働きもしないのに、神さまによって養
われる。人間は鳥よりも価値あるものなの
で、当然養われると諭されている。
　衣服については、栄華を極めたソロモン
王でさえ、神さまが野の花に装わせた美し
さには及ばないと諭される。あなたがたは
なおさら美しく装ってくださると、諭して
おられる。
　神さまは、私たちに食べ物や衣服が必要
なことをご存じである。だから、何よりも、
神さまを礼拝し、神の国と神の義を第一に
求めなさい、と命じられている。主を信じ
て神の子どもとされた私たちを、神さまが
養い、配慮してくださるのは当然だからな
のだ。
　私たちの持っているもの―金銭、土地、
家、頭脳、才能等―は、全て神さまからの
賜物である。人はそれぞれ神さまからの賜
物を授かって生きている。私たちは、他人
の賜物、才能であれ、生活状態であれ、隣
人の幸せを妬んではならない。神さまは私
たちを恵み、他の人と異なった賜物を沢山
与えておられる。神さまが私たちに与えて
くださった恵みや賜物を数えよう。自分に
与えられた賜物に感謝し、その賜物を磨く
こと。その賜物で神さまと人に仕えて生き
て行くこと。そして、他の人の賜物を増や
すように心を向けることこそが、第十戒を
守ることであり、神さまに喜ばれる生き方
である。 （袴田清子）

《参照聖句》   マタイによる福音書１５章１８～１９節、コロサイの信徒への手紙３章５節、
ヨハネの手紙一２章１６節

《教理問答》  ウェストミンスター小教理問答問７９～８１、ウェストミンスター大教理問答
問１４６～１４８、ハイデルベルグ信仰問答問１１３
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１１月１４日　マタイによる福音書６章２５～３４節 【説教展開例】

第十戒　むさぼるな
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　私たちを満たしてくださる神さまに信頼を置き、神さまに喜ばれる心のあり方を学ぶ。

「思い悩むな、これらのものはみな加えて与えられる」

　子どもと親のカテキズムの問80「第十戒
は何ですか」の答えは「『隣人の家を欲し

てはならない』です」です。そして、問81
「第十戒で、神さまは私たちに何を求めて

おられますか」の答えはこうです。「神さ

まは、私たちにすべて必要なものを与えて

くださいます。むさぼりは、この世のもの

を神さまとする偶像礼拝です。神さまは、

私たちが、他の人のものをねたまず、自分

の持ち物に感謝し、満足し、人の幸せを願

うことを求めておられます」です。
　十戒のこの最後の戒めは、私たちの心の
状態についての戒めです。第一戒の「あな

たには、わたしをおいてほかに神があって

はならない」という戒めと深く関係してい
る戒めです。
　神さまは、真の神さま自身だけを礼拝す
るように言われています。しかし、むさぼ
りは、神さま以外の、この世のものを神さ

まとする偶像礼拝なのです。私たちは、心
の中で神さま以外のものを神さまにすると
きに、第十戒を破る罪を犯すのです。
　イエスさまも、人間の心の中から悪いも
のが出て来ると言われました。意地悪な気
持ち、あんな人いなくなればいいのにと
思ってしまうこと、体についての汚い思い、
他の人のものを取りたいという思い、嘘な
のに人のことを悪く言うこと、人の悪いと
ころを言う悪口などです。それらは、人の

心から出て、人を汚す悪い思いであると，
イエスさまは言われました。これらの悪い
思いの根っこに、むさぼりがあるのです。
　神さまは、私たちにすべての必要なもの

を与えてくださいます。それなのに、神さ
まの与えてくださるものでは、不十分であ
るかのように、感謝もせず、満足もせず、
不満になり、「もっと欲しがる」ことは、
神さまを悲しませる、神さまに対するむさ
ぼりの罪です。
　マタイによる福音書６章においてイエス
さまは「自分の命のことで何を食べようか、

何を飲もうかと思い悩むな」と言われまし
た。
　命は食べ物よりも大切です。命を守るた
めに食べ物や飲み物があるのです。しかし、
何を食べるか、何を飲むかが、命を守るこ
とよりも大切になる。イエスさまは、それ
を止めなさいと言われるのです。
　なぜなら、神さまが養ってくださるから
です。空に羽ばたいている鳥を見ると、鳥
は、人間のように種を蒔き、苗を育て、実
が実ったら収穫する、というような仕事を
しません。ただ、神さまが備えてくださっ
ている食べ物を探して、食べるだけです。
神さまが鳥を養っておられるのです。
　人間は、神さまのかたちに似せて丁寧に
造られ、神さまが命の息を吹き込まれたも
のです。鳥とは比較にならない、価値のあ
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るものです。神さまが大切にされている人
間のために、食べ物や飲み物を備えてくだ
さらないはずがないのです。だから「思い

悩むな」とイエスさまは、命令されている
のです。また、人間は長生きしようと、努
力します。しかし、命は根本的に神さまが
与えられたもので、神さまの領域のことで
す。思い悩んでも、私たちには、寿命を延
ばすことはできません。神さまが永遠の命
そのものであられるのです。
　また、衣服は体を守ったり温めたりする
ものです。しかし、私たちは自分を他の人
よりもよく見せようとして、着る物に思い
悩みます。イエスさまは、言われます。「野
の花を注意深く見なさい。」働きもしない
のに、花は細かいところまで、神さまに美
しく造られていています。イスラエルの歴
史の中で、最も栄え、華やかで、外国にま
でその名声が届いていたソロモン王でさ
え、神さまのお造りになった野の花の美し
さほどではないと、イエスさまは言われま
した。神さまのなさり方の方が、比較にな
らないほど、素晴らしいのです。枯れたら
直ぐに捨てられてしまう野の花でさえ、こ
んなに美しく装ってくださるのなら、人間
はなおさらであると、言われます。
　神さまは、私たちに食べ物、飲み物、衣
服が必要なことをご存知です。だから、こ
の世のものをむさぼるのではなく、「何よ

りもまず、神の国と神の義を求めなさい。

そうすれば、これらのものはみな加えて与

えられる」とイエスさまは教えておられま
す。神さまの国と神さまの義とは何でしょ
うか。それは、神さまご自身を愛し、神さ
まの全能のご支配を認め、神さまの喜ばれ

る正しいこと、愛や憐れみに満ちたあり方
を求めることです。
　父なる神さまは、御子をさえも惜しまず
に、私たちの罪を赦すために、私たちに与
えてくださいました。それ程までに、愛し
てくださっているのに、主イエスさまを信
じ、神の子とされた私たちを、神さまが顧
みてくださらないはずがあるでしょうか。
神さまは必ず養ってくださり、必要なもの
を備えてくださるのです。
　私たちの持っている全てのもの、お金、
服、才能、家族、あらゆるものは神さまか
らの賜物です。神さまは私たちが、他の人

のものをねたまず、自分の持ち物に感謝し、

満足し、人の幸せを願うことを求めておら

れます。しかし、神さまの素晴らしさから
目が離れると、私たちは、簡単に、不平や
不満に心が満たされ、隣人の賜物、才能、
生活状況や幸せをねたみ、心憎く思うので
す。だから、何よりもまず、神の国と神の

義を求めなさいと、イエスさまは言われる
のです。
　神さまはちゃんと、一人一人に異なった
豊かな賜物を与えてくださっています。私
たちはそれらの恵みと賜物を数えましょ
う。私たちの隣人も神さまから賜物を与え
られていますので、隣人に対する思いやり
に満ちた心で、隣人の幸せを喜び、願うこ
とが、神さまに栄光をささげることになり
ます。私たちは、自分に与えられた賜物を
知り、磨き、それを用いて、神さまと人に
仕えて生きて行けば良いのです。そのよう
に召され、造られています。これが、第十
の戒めが示す、私たちの生き方であり、神
さまに喜ばれるあり方です。 （袴田清子）

《今週の暗唱聖句》
食べる物と着る物があれば、わたしたちはそれで満足すべきです。（Ⅰテモテ６章８節）
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１１月１４日　マタイによる福音書６章２５～３４節 【分級展開例Ａ】

第十戒　むさぼるな

歓迎を伝え、子どもの様子を知る

挨拶：声をかけ輪になって集まる。挨拶の歌（11月７日展開例Ａ参照）をみんなで歌う。
お祈り：短く感謝と分級のためのお祈りをする。

　神さまは、私たちの必要をすべてご存知である。私たちを満たしてくださる神さまに信

頼して、与えられているものを感謝し、満足することへと導く。また、人の幸せを願って

祈ることへと導く。

例１：外に出て、少しお散歩しながら対話する。
　鳥の声が聞こえるね。こんなところに、小さなお花がさいているね。など声かけする。
　声かけをしながら、子ども達が話す言葉を聞く。応答しながら、神さまが、あの鳥たち
も養ってくだり、こんな小さな野の花も育ててくださっていること、わたしたちの天の父
なる神さまは、あの鳥よりもこの野の花よりもわたしたちのことを、もっともっと大切に
守ってくださっていること、そして、美しく飾ってくださることを伝える。
　何か今、あれ欲しいな、これ欲しいなと思っているものがありますか？　と聞いてみる。
　子どもの答えを聞きながら、気持ちを受けとめた上で、わたしたちは、今無い物を欲し
がりやすいこと。（もっともっとと欲しくなってしまう）でも、今日お話しで聞いたように、
神さまは、わたしたちに必要なことぜんぶ知っていてくださって、わたしたちを満たして
くださるから、まず今与えられているものを感謝しましょう。そして、困っている他の人
たちの幸せを願ってお祈りしましょうと勧める。

終わりのお祈り：神さまから与えられているものを一人一人思い出して感謝のお祈りする。
　「天のお父様、〇〇をありがとうございます。たくさん与えられているのに、
　 もっともっとほしがってごめんなさい。いつも、神さまがわたしにくださるものに
　 感謝できますように。〇〇で困っている人がいます。助けてください。
　 イエスさまのお名前によってお祈りします。アーメン」

☆第十戒は、すべての戒めの根底にある事柄を言い表しているとあります。
 （神さまと共に歩む道『子どもと親のカテキズム』解説216頁）
☆大切な戒めを幼い子らと共に覚え、
　　今すでに豊かに与えてくださる神さまの恵みと祝福への感謝に導かれますように。
 （参考資料：教会学校教案誌 No. 18　９月11日「第十戒　むさぼりの禁止」）
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１１月１４日　マタイによる福音書６章２５～３４節 【分級展開例Ｂ】

第十戒　むさぼるな

☆子どもたちの本音をきく～これまでの教会学校での対話から～
　・第八戒と似てるんじゃない？
　・「盗む」と「むさぼる」はどう違うの？
　・盗んでないし、そんなに重い罪にはならないよね？
　・心の中で思っているだけなら、悪くないんじゃない？
　・クラスで自分が出来ないことがなんでもできる子がいてすごく腹が立つ……

　貪るとは、むやみに欲しがること、そのような欲求を心にもつことです。
　だから実際に盗むという行為を実行していなくても、その心の動きだけで
　もうすでに罪を犯したことと同じ、神さまは心の奥までご存じなのです。
　「何を守るよりも、自分の心を守れ。そこに命の源がある」（箴言４：23）

☆第九戒と第十戒とのかかわり
　貪欲はなぜ起きるのか。これは、ほんとうにとても深刻な苦しい問題ですね。
　それは、自分は満たされていない、愛されていないという、不安や不満からはじまるの
です。（誤った自己認識）
　先週聴いた第九戒の最後で、隣人のことでうそをついたりしないだけではなく、自分の
ことも真実に語ることも同じように大切なことだとききましたね。意外でしたか？
　自分が神さまにどのように創られたかを正確に話すということだから、でしたね。
　それは、神さまが創ってくださったとおりの自分を感謝してうけとり、喜んで生きるこ
とにつながっているからです。それでも、だれでも様々に願いがあるかもしれません、そ
れは神さまにお祈りしていきましょう。信頼して祈るのです。
　本当に必要なものは、神さまがお与えになります。
　神さまは私たちにこのような正しい神への感謝と信頼と願いをもつことをお望みです。
　本当は、神の独り子イエスさまの十字架の死によって罪を赦され永遠の命を約束してい
ただいているほどに、私たちは神さまの愛で満たされている存在だからです。

☆貪欲は偶像礼拝（コロサイ３：５）
　貪欲とは、まるでそれがないと生きていけないかのような激しい思いです。
　人間にとって本当になくては生きていけないもの、それは私たちの命を創り、守り、
　導いてくださるお方との関係だけです。その意味で、第十戒を学んだときに
　あらためて第一戒の大切さを深く思い知ることができるようになるのです。
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１１月１４日　マタイによる福音書６章２５～３４節 【分級展開例Ｃ】

第十戒　むさぼるな

　「むさぼる」とは、「欲深く望む。飽くことなくほしがる」と言った意味です。第五戒か
ら第九戒が直接的には具体的な行動を禁じているのに対し、第十戒は私たちの思いや心の
動きを戒めます。この戒めがあるからこそ、他の戒めも単に表面に見えている行動だけで
なく、心の動きについても規定していることがわかります。むしろ、私たちの行動は私た
ちの心の動きの現れですから、「この第十戒は、すべての戒めの根底にある事柄を言い表
しています」（『神さまと共に歩む道』p. 216参照）と言われるのです。
　また、子どもと親のカテキズムは、「むさぼりは、この世のものを神さまとする偶像礼
拝です」と説明します。十戒の個々の戒めは、その根本において私たちに、自分にとって
何が必要であると考えるか、何を頼りとするかが問いかけています。

　第十戒の文章は、私たちが貪ってはならないものの例を具体的に挙げています。どんな
ものが挙げられているか確かめ（出エジプト20：17、申命記5：21参照）、私たちが隣人と
どんな関係を築くべきなのか考えてみましょう。

　この戒めは「自分の持ち物に感謝し、満足」（子どもと親のカテキズム問81参照）する
ことを求めています。一方、第八戒「盗んではならない」という戒めについて、ウェスト
ミンスター小教理問答は「私たち自身と他人との富や生活状態を正当に確保し、向上させ
ること」（ウ小教理問74参照）と説明します。他人と自分を比べ、財産を増やそうと思う
ことは良いことでしょうか。

　十戒の戒めを改めて確認して、十戒が全体として私たちにどのような生活を求めている
のか考えてみましょう。
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１１月２１日　ルカによる福音書１８章１８節～３０節（カテキズム問８２） 【解説と黙想】

憐れみを求めさせる戒め

　子どもと親のカテキズム問82は、十戒は
完全にそれを守ることのできない私たちの
罪の現実を示すとともに、イエス・キリス
トにより頼み、罪の赦しときよめを求める
信仰へと導くことを教えています。
　問82「あなたは、このような神さまの戒
めを完全に守れますか」とあり、答「いい
え、それどころか、毎日思いと言葉と行い
とによって神さまの戒めを破っています」
と書かれています。私たちはこれまで教え
られてきた十戒を完全に守り、神が求めて
おられる義の基準を満たすことができない
ことが教えられています。
　アダムの堕落以来、すべての人は神のみ
前に罪ある者であり、その罪の影響は私た
ちの存在全体にまで及んでいます。つまり
人間の「全的堕落」です。それゆえパウロ
が語ったように、「律法を行うことによっ
ては、誰一人神の前に義と認められない」
（ロマ3：10）のです。
　また「私たちはイエスさまによって罪が
赦されていますが、今も罪を犯してしまい
ます」ここにはすでにイエス・キリストに
よって罪赦された者にもかかわらず、いま
だに罪を犯す私たちの現実が教えられてい
ます。
　そう言われると、どうせ自分は十戒を守
れるはずがないと開き直ってしまいたくな
ります。子どもたちは、そう受け止めてし
まうかもしれないので注意したいと思いま

す。忘れてはならないのは、十戒が鏡のよ
うな存在だということです。自分の姿を見
た時に、「ああ～だめだ、自分の力ではど
うにもならない」という思いが与えられま
すけれども、その思い自体が大切なのです。
　そこではじめて積極的に「いよいよイエ
スさまにより頼み、罪の赦しときよめを求
めます」という神の恵みに向かう思いが与
えられます。罪がわかるからこそ、イエス・
キリストによって与えられる神の恵みがい
よいよ鮮やかに示され、求めるものとなり
ます。
　神の恵みへの理解は、自分の罪に対する
理解と密接不可分です。自分の罪の理解が
ぼやけてくると、神の恵みもわからなく
なってしまうものです。そのためにも神の
示された愛の基準である十戒を示されるこ
とによって、自分の罪深さを思い知らされ、
絶えず砕かれる経験が必要です。砕かれる
からこそ、神から注がれる憐れみの大きさ
を実感し、イエス・キリストが与えてくだ
さる罪の赦しときよめを、いよいよ熱心に
求めるようになるからです。
　十戒は私たちの罪に気付かせると共に、
イエス・キリストの恵みがいかに貴いかを
教えてくれます。罪と向き合うことは辛い
ことです。しかしその先にキリストの恵み
を味わう喜びが待っているのです。
 （國安光）

《参照聖句》  ローマの信徒への手紙７章１４～２５節、ペテロの手紙二１章５～１０節
《教理問答》  ウェストミンスター小教理問答問８２、ウェストミンスター大教理問答問

１４９、ハイデルベルク信仰問答問１１４、１１５
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 １１月２１日　ルカによる福音書１８章１８節～３０節 【説教展開例】

憐れみを求めさせる戒め
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神さまは十戒を与えてくださった。しかし十戒を私たちは完全に守ることはできない。子ども
たちが十戒によって罪を示され、そこからいよいよ神の憐みに気づかされ、主イエスが与えてく
ださる罪のゆるしときよめにいよいよ信頼して歩むことができるように助けること。

「神さまの憐みに支えられる歩み」

本当に大切なものとは何だろう

　皆さんは、カタログを見たことがありま
すか？　自分の大好きなものが載っている
カタログを見ると楽しくなってくると思い
ます。こんなに素敵なものがある、こんな
に珍しいものがある、ワクワクします。
　大好きなものが載っているカタログを見
て、楽しむことは別に悪いことではないと
思います。でもこれが欲しい、絶対これが
ないと嫌だ、簡単に決めてしまうことはな
いですか？　そうなったら、もしそれが手
に入らなければつまらないなあと思うこと
があるのではないでしょうか？
　これを欲しい、と思うことはきっと誰も
があると思います。でも何かとても欲しい
ものがあったとして、それが何よりも大切
なもののようになってしまうことがあるも
のです。ある時には、気に入ったものがあっ
て、それがこの世で一番大切なものと考え
てしまうこともあるかもしれません。だと
したらまず一番に私たちの人生に本当に大
切なこととは何かを考えておく必要があり
ます。

本当に大切なものを求めて

　今日のお話には、一人のお金持ちが登場

します。彼はまわりの人からあの人は立派
な人だ！　と言われていた人といいます。
お金持ちでしたから、自分のお気に入りの
ものに囲まれていましたし、立派に生きて
いる人だったので、きっとまわりの人から
は何も困ったことはないだろうと思われて
いたはずです。
　でもそうではありませんでした。イエス
さまにこう質問しました。「善い先生、何
をすれば永遠の命を受け継ぐことができる
でしょうか？」（18節）お金持ちだし、自
分が欲しいものは簡単に手に入れることが
できたけれども、永遠の命だけは手に入れ
ることができなかったんです。ですから心
にむなしい思いを抱えていたのだと思いま
す。

本当に大切なものが見えない人

　そこでイエスさまは言いました。「なぜ、
わたしを『善い』と言うのか。神おひとり
のほかに、善い者は誰もいない。」（19節）
イエスさまは、大切なことに気づかせるた
めに、善い方は神さまおひとりのほかには
いないのだ、とおっしゃいました。イエス
さまよりも神さまが善い、そういうことを
ここで言いたいのではなくて、神さまこそ
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永遠の命をお与えになることのできる善い
お方なのだと教えてくださったのです。
　さらにイエスさまは、「『姦淫するな、殺
すな、盗むな、偽証するな、父母を敬え』
という掟をあなたは知っているはずだ」（20
節）とおっしゃいます。すると彼は、「そ
ういうことはみな、子供の時から守ってき
ました」（21）と答えます。彼は人からほ
められるくらい聖書の教えを守って生きて
いるという誇りがありましたので自信満々
にそう答えたのです。
　ところがこれを聞いたイエスさまは、「あ
なたに欠けているものがまだ一つある。
持っている物をすべて売り払い、貧しい
人々に分けてやりなさい。そうすれば、天
に富を積むことになる。それから、わたし
に従いなさい」（22節）とおっしゃいました。
イエスさまはここで永遠の命を得る方法を
はっきりと指し示されました。全てを売っ
て、困っている人にそれを差し出して、イ
エスさまに従うことです。
　彼は、これを聞いてとても悲しみました。
なぜならお金や手に入れた物こそ自分の人
生にとって一番大切なものとなってしまっ
ていたから。それを手放してまで誰かを愛
することはできなかったですし、イエスさ
まに従うこともできなかったからです。お
金を人生の中で第一としたままでは、永遠
の命に至ることはできないことがはっきり
と示されたのです。
　皆さんはこの人のことをどう思うでしょ
うか？　だめな人だな、お金持ちはよくな
いなと思うかもしれません。勘違いしては
ならないのは、お金持ちが悪いというお話
ではありません。このお話は何が人生で一
番大切なものかというテーマでのお話で
す。何が人生にとって一番大切かというこ

とを考えつつこの人のことを思うなら、自
分もどこかこの人と似たところがあること
に気づくのではないかと思います。
　神さま以外のものが一番になってしまっ
て、これがないと人生はつまらない、これ
だけは絶対に捨てられない、そういうこと
はないでしょうか？　そういう思いがある
とするなら、私たちもこの人と重なるとこ
ろがあるのだと思います。

本当に大切なものは神さまの憐れみ

　だとしたら私たちはこの人のようにただ
悲しむしかないのでしょうか？　永遠の命
を得ることができないのでしょうか？　そ
んなことはありません。神さまは私たちに
永遠の命を得る道をちゃんと与えてくだ
さっています。ここで子どもと親のカテキ
ズム問82を開いてみましょう。

問82　 あなたは、このような神さまの戒め
を完全に守れますか。

　答　 いいえ、それどころか、毎日思いと
言葉と行いとによって神さまの戒め
を破っています。私たちはイエスさ
まによって罪が赦されていますが、
今も罪を犯してしまいます。ですか
ら、いよいよイエスさまにより頼み、
罪の赦しときよめを求めます。

　ここには私たちは十戒を完全に守ること
はできない、とはっきり言われています。
十戒には、神さまが望まれる歩みが記され
ています。十戒に書かれていることを一言
でいうと、神さまを愛し、人を愛すること
です。その十戒を私たちは完全に守れない
んです。十戒に示されることを実際にやっ
てみようと思うと、何度も失敗をしてしま
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うのだと思います。ああ～やっぱりダメだ、
こういう思いがやってきます。
　だったらもう自分は永遠の命を得ること
はできないに決まっている、思いたくなる
こともあるかもしれません。でもあきらめ
る必要はありません。大切なのは、そんな
自分にもかかわらず神さまは大切な存在と
して見ていてくださっているし、罪がわか
るからこそ私たちはイエスさまにより頼む
思いが強く、確かになっていくということ
です。
　十戒は私たちの姿を映す鏡のような面も
あるかもしれません。鏡に映る自分の姿に、
ああだめだ、思い知らされるんですけれど
も、でもそこでそんな自分にもかかわらず
愛してくださっている神さまの憐れみに気
付かされます。また罪がわかるからこそ、

罪を赦し、きよめ、永遠の命へと至らせて
くださるイエスさまを本当に求める心が与
えられていきます。
　だとしたら、人生において一番大切なの
は神さまの憐れみです。神さまの憐れみは
この世のお金やものよりも、はるかに貴い
ものです。神さまの憐れみがなければ、私
たちはどんなにお金があっても、好きなも
のに囲まれていてもむなしいです。永遠の
命を得ることはできないです。
　イエスさまは、神さまの憐れみはもうあ
なたに注がれている。神さまの憐れみは、
十字架にかかってくださったイエスさまを
通して私たちに届きます。罪を赦して、き
よめてくださるイエスさまにいよいよ信頼
して歩みましょう。 （國安光）

《今週の暗唱聖句》
わたしたちの主イエス・キリストを通して神に感謝いたします。このように、わたし自
身は心では神の律法に仕えていますが、肉では罪の法則に仕えているのです。
 （ローマの信徒への手紙７章２５節）
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１１月２１日　ルカによる福音書１８章１８～３０節 【分級展開例Ａ】

憐れみを求めさせる戒め

歓迎を伝え、子どもの様子を知る

挨拶：声をかけ輪になって集まる。挨拶の歌（11月７日展開例Ａ参照）をみんなで歌う。
お祈り：短く感謝と分級のためのお祈りをする。

　十戒の戒めは、学べば学ぶほどに自分の罪深さに気付かされるものです。しかし、イエ

スさまの「人間にはできないことも、神にはできる」という約束の言葉に信頼して、いよ

いよイエスさまの赦しの大きさ、深い憐れみを覚え、イエスさまに寄り頼んで歩むよう導

く。

例： 少しの質問を用意し、対話を通して自分の罪深さとイエスさまの大きな愛を覚える。
今日まで、一つずつ丁寧に十戒を学んできました。みんなと一緒に学べてとても嬉し
いです。

　・十戒の中で一番覚えている戒めは何ですか？
　　子どもの答えを聞き、「そう、そうなんだね。」と受けとめる。
　・ では、十戒の中で守りたいと思ってもなかなか守るのが難しいなと思う戒めはありま
すか？

　　子どもの答えを聞く。「そう、そうなんだね。」と受けとめる。
　十戒を学べば学ぶほど、私たちは完全に十戒を守ることが出来ないということも分かっ
てきました。十戒を完全に守ることが出来ない私たち、十戒を完全に守ることが出来ない
自分、そのことだけを見つめるととても悲しくなってしまいますね。だから、そのような
ときこそ、イエスさまに目を向けましょう。イエスさまだけが、この戒めを完全に守り抜
いてくださり、罪に打ち勝って勝利してくださいました。そのイエスさまが、わたしたち
の罪のために十字架にかかって死んでくださったのです。このイエスさまに結び合わされ
て歩むことがわたしたちの一番の幸せです。

終わりのお祈り

　天のお父様、十戒を守りたいと思っても、守れないことがたくさんあります。赦してく
ださい。憐れんでください。イエスさまに結ばれて、十戒の言葉を大切にし、守るように
いつも努力出来ますよう助けてください。イエスさまのお名前によってお祈りします。アー
メン。

工作

　準備：赤かピンク色の画用紙／ペン／穴あけパンチ／リボン／シールなど飾るもの
　画用紙に、大きなハートを書く。
　ペンで、”かみさまのあい ”　”十戒 ”と書く。
　首にかけれるように、ハートの紙に穴をあけ、リボンを通す。
　首にかける。
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１１月２１日　ルカによる福音書１８章１８～３０節 【分級展開例Ｂ】

憐みを求めさせる戒め

☆十戒を実際に生活に重ね合わせてふりかえる
　　先週までのところでひととおり十戒を学びました
　　十戒を守れていると思う？　
　　この戒だけでも守れているという自信のある人いるかな？
　　　（例） わたしは十戒を初めてきいた小学生のころ、すごくはりきっていたことを覚

えています。
　「これさえ守れば、ほめてもらえるんだ、いいこときいた！」と思ったのです。
　　しばらくは「今日はだいじょうぶだった、合格だ！」などと一人で勝手に評価し喜ん
だりしていました。（父がその様子を笑ってみていました）

☆罪の気づき
　　しかし、もう少し大きくなったころ、自分が神さまを忘れてしまう瞬間があることに
気がついたのです。（父が笑っていたのはいつかそうなることがわかっていたから）
　　ということは、十戒を学んだのに、守り切れない、いつも破っている、ということで
すね。そのことに気がついてしまったのです。
　　十戒を知ってから神さまがとても近く感じられたことがうれしかった分だけ、なんだ
かすごくがっかりしたこともいまでも覚えています。

☆罪を自覚することとの葛藤
　　十戒を知ることは、神さまのお望みになっていることを知ることでもありますから、
知らなかったときのようにはごまかせなくなります。
　　神さまに従う道をはっきり示される喜びや安心とともに、自分の罪がくっきりとみえ
てしまうのが十戒でもあります。
　　無理にがんばるととても苦しいし、そしてがんばったって完全には守れないのだとわ
かると、十戒なんて知らなければよかった、という気持ちも出てきます。
　　今日の聖書箇所に出てきた金持ちの議員は、私たちそのものなのですね。

☆罪からの解放とそのための唯一の希望　～それが福音～
　　そもそも私たちが自分のちからで十戒を守れるはずはありません。私たちは罪ある人
間なのですから。ただ一つ私たちに与えられている希望、それが主イエスの贖いによる
罪の赦しです。ですから日々罪を犯す私たちは、主イエスに罪を告白し悔い改めの祈り
をささげましょう。主イエスの執り成しによって、私たちをいのちの道に導く約束をし
てくださった神さまに誠実に従っていく者にしていただきましょう。
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１１月２１日　ルカによる福音書１８章１８～３０節 【分級展開例Ｃ】

憐れみを求めさせる戒め

　律法には三つの用法、働きがあると説明されます。第一は信仰者に限らず、一般的社会
秩序を維持するための市民的用法、第二は私たちの罪を指摘し、贖い主に導く教育的用法、
そして第三は救われた者の生き方を指し示す倫理的用法です。今日の問82では、教育的用
法について、次週の問83では倫理的用法について説明しています。
　教育的用法は、罪を犯していることの指摘と赦しときよめを求めるように促すという二
つの面があります。この二つは表裏一体です。赦しがない罪の指摘は絶望しか生みません。
同時に罪の指摘が厳格であるからこそ赦しの欲求と喜びは鮮やかになるのです。
　対象となる方の状況によって、どの点を強調すべきかは変わってきます。バランス良く、
かつ相手が慰めと喜びに導かれるように配慮しましょう。

　十戒が何を勧めているか改めて確認してみましょう。十戒の要約（子どもと親のカテキ
ズム問59）との関係でその意味を確かめてみましょう。

　私たち自身が普段の生活の中で、「この戒めは守れていない」と感じるのはどんなとこ
ろでしょう。

　今日の聖書箇所（ルカ18：18～30）に出てきた「ある議員」はイエスさまが指摘するよ
うな「掟」（＝十戒）を「子供の時から守ってきました（21節）」と言います。その彼が、
どうして「非常に悲しんだ」のでしょう。彼はどうすれば良いと思いますか。
　（ 聖書では、財産はすべて悪なのではなく、むしろ神さまの恵みと考えられるものであ
ることに注意しましょう）
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１１月２８日　フィリピの信徒への手紙３章１２～１６節（カテキズム問８３） 【解説と黙想】

神の愛の戒めを喜ぶ

 ・「十戒」の目的＝「救いの完成」への基準　

　「十戒」は、私たちに「罪を気づかせる
ためだけにある」のではなく、「いよいよ
イエスさまにより頼み、罪の赦しときよめ
を求め」させるもの。さらに、「十戒」は、
私たちに「救いの完成」に向かう道におい
て、これを喜ぶように導く。それは、「ま
ことの神さまを知り、神の栄光をあらわし、
神さまを喜び、神さまと人に仕えて歩むこ
と」（子どもと親のカテキズム問２）。
　「どのような財宝よりも　あなたの定め
に従う道を喜びとしますように」（詩編
119：14）と祈り求められるように、私たち
は、主の定めに従う道（「十戒」）を「喜び」
とすることを祈ることへと導かれている。
　しかし、使徒パウロ自身かつてそうで
あったように、「十戒」のみならず、旧約
聖書におる諸規定を解釈し、それを守るこ
と（「律法の義」（フィリピ3：6））において
たとえ非の打ちどころのない者であったと
しても、キリストを知らなければむなしい。
　パウロは、「わたしの主キリスト・イエ
スを知ることのあまりのすばらしさに、今
では他の一切を損失とみています」と言い、
「わたしには、律法から生じる自分の義で
はなく、キリストへの信仰による義、信仰
に基づいて神から与えられる義がありま
す」と告白した（フィリピ3：8，9）。それ
は、パウロにとって、律法を守ることそれ
自体の基準が、完全に、自己正当化から、

神の義を満たされたキリストに移されたこ
とを意味する。「自分がキリスト・イエス
に捕らえられている」（フィリピ3：12）と
は、この御方のうちに、律法の完全な姿が
満ちていることを信じていることを同時に
言い表している。
　つまり、パウロにとって、この地上にお
いて「完全な者」とは、キリストの内にあ
る完全に向かう「未完の者」という意味で
あって、「到達したところ（基準）」をはか
るとき、皆が、欠けを負っているのである。

 ・弱き者の弱さを担いつつ

　「互いに重荷を担いなさい。そのように
してこそ、キリストの律法を全うすること
になる」（ガラテヤ6：10、ローマ15：1参照）
と命じられるとおりに、パウロの律法理解
は、競争原理のように、事の優劣を競うも
のではなく、むしろ、キリストの愛におい
て、皆共に、良き実りを結んでいくこと。
主は、御自身が「来られるのをひたすら待
ち望む人には、だれにでも、「義の栄冠」
を授けてくださるのである（テモテ二4：8）。
　今日、人の規準や価値観が台頭する世に
あって、私たちのために、弱き者、貧しい
者、無力な者の一人となられた、主イエス
の十字架を仰ぎ望みつつ、命の福音を子ど
もたちの心に寄り添って伝えたい。
 （宮武輝彦）

《参照聖句》   ローマの信徒への手紙１５章１～６節、コリントの信徒への手紙一９章１９～
２７節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム問３９～４３、５６～６１、８２、ウェストミンスター
小教理問答問８７、ハイデルベルク信仰問答問４５～５０、１１４、１１５、ウェ
ストミンスター信仰告白１６章２ 
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１１月２８日　フィリピの信徒への手紙３章１２節～１６節 【説教展開例】

神の愛の戒めを喜ぶ
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

１　 「十戒」は、私たちに「罪を気づかせるためだけにある」のではなく、「いよいよイエスさま
により頼み、罪の赦しときよめを求め」させるもの。

２　「十戒」は、私たちに「救いの完成」に向かう道において、これを喜ぶように導くもの。
３　 このことを自覚するためには、イエスさまの十字架と復活の中に、自分のすべてを明け渡さ

なければならない。このとき、私たちは、イエスさまを求め、信じ、待ち望む、救いの道へ
導かれる。

４　この道は、「救いの完成」にむかう「完全な者」としての「未完の道」であることを知る。

「イエスさまを信じ、求めつつ、共に歩む」

　今日からアドベント（待降節）に入りま
す。来週からは、イエスさまがお生まれに
なったときのことを学びたいと思います。
　でも、一つだけ、イエスさまがお生まれ
になったときのことを思い出したいのです
が、それは、ヨハネによる福音書１章16、
17節の御言葉です。
　「わたしたちは皆、この方の満ちあふれ
る豊かさの中から、恵みの上に、更に恵み
を受けた。律法はモーセを通して与えられ
たが、恵みと真理はイエス・キリストを通
して現れたからである」。
　みなさんは、これまで、「十戒」を学ん
できてどんなことを思いましたか。先週学
んだように、「十戒」は、私たちに、神さ
まが悲しまれる罪を気づかせるものです。
けれども、そのためだけに「十戒」がある
のではないことを、今日学びたいと思いま
す。
　それは、「律法はモーセを通して与えら
れたが、恵みと真理はイエス・キリストを
通して現れた」との御言葉に心を留めると

き、よくわかります。それは、「十戒」を
正しく守るためには、「恵みと真理」を知
ることが大切だからです。
　それでは、「恵みと真理」とは何でしょ
うか。
　それは、今日の子どもと親のカテキズム
で答えたように、神さまのことをまるで子
どものことを本当に大切にしているお父さ
んのように、愛に溢れた、恵み深い方とし
て知ることです。
　「真理」とは、もともと「隠されていな
いこと」という意味があります。つまり、
イエスさまが現れたことによって、神さま
は、私たちに、神さまが恵み深く、愛に満
ちておられるお方であるということを、隠
すことなく、明らかにしてくださったとい
うことです。
　ですから、私たちが、何が正しいことで、
神さまに喜ばれることか、を求めるとき、
イエスさまに教えていただくことが、一番
大切なのです。
　イエスさまがどうして、この世のただ中
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にお生まれになって、苦しみを受けられ、
十字架の上で死んでくださり、三日目に復
活され、天に上げられたのか、を学ぶこと
をとおして、私たちは、神さまが、イエス
さまによって明らかにしてくださった、「恵
みと真理」を知るのです。
　それは、「十戒」を神さまから直接いた
だいたモーセにまさって、イエスさまが本
当の預言者、祭司、王として来られた目的
です。
　イエスさまに、「十戒」の心を教えてい
ただくとき、私たちは、「罪」がただ「悪
いこと」ではなくて、イエスさまが、私た
ちの身代わりとなって、十字架に死んでく
だされなければならなかったほどに、神さ
まを悲しませるものであることを認めるの
です。
　ところで、みなさんは、パウロさんとい
う人を知っていますか。じつは、このパウ
ロさんは、青年のころ、イエスさまを信じ
ている人たちを殺していました。それは、
十字架につけられて殺されたイエスが、神
さまの約束された救い主などということは
絶対にない。それどころか、イエスは、た
だの人間なのに、神さまの子といって、自
分を神さまにした、ひどい罪を犯した犯罪
人だ、と思っていたからでした。
　ですから、十字架にイエスさまをつけて
殺すことをねらって、実行した、人びとに
「十戒」を教える立場にありながら、イエ
スさまを信じる人を殺すことが、自分たち
が「十戒」を正しく守るためにも、絶対に
正しいと思っていたのです。
　けれども、決定的なできごとが起こりま
した。それが、ダマスコに行く途中で、十
字架につけて殺したはずの、イエスが、天
からの光がパウロさんを照らしたのです。　

「サウル（青年のころの名前）、サウル、な
ぜ、わたしを迫害するのか」。　パウロさ
んは、たずねました。
　「主よ、あなたはどなたですか」　すると
答えがありました。　「わたしは、あなた
が迫害しているイエスです。」
　このとき、パウロはさんは、自分がいま
まで信じていたことが全部くずれたばかり
でなく、イエスさまが、本当に、神さまの
子であって、神さまの約束された救い主で
あることがわかったのです。
　そして、パウロさんは、イエスさまによっ
てすっかり変えられて、今度は、逆に、自
分の命が、イエスさまを殺した人たちから
ねらわれながらも、人びとに、イエスさま
が、本当の救い主であることを伝えていく
人になりました。
　フィリピの信徒への手紙は、パウロさん
が、最初にヨーロッパに入ったときに、イ
エスさまのことを伝えたときに、パウロさ
んの伝えた福音を信じる人びとが起こされ
てできた、フィリピ教会に、それから十年
ぐらいしてから、牢屋から書かれた手紙で
す。
　けれども、パウロさんは、自分が牢屋に
つながれて苦しいことよりも、それをイエ
スさまの恵みと信じて、手紙を書きました。
　そして、自分がイエスさまを信じるまで
は、「十戒」に書かれていることを全部守っ
ていたつもりだったけれども、それは、イ
エスさまのうちにある本当の愛からすれ
ば、まったく罪深いものであったことを心
から恥じました。
　「自分は今まで、『十戒』に従うのではな
くて、『十戒』を好き勝手にあしらって、
自分のことを正しくするために用いていま
した。でも、イエスさまを知ってからは、
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本当の愛も、本当の正しさも、このお方か
ら全部流れ出てくる、なぐさめと希望に満
ちたものであることがわかりました。わた
しは、イエスさまが、十字架の死から復活
された、その救いの命を知るばかりでなく、
十字架の死に至る苦しみにあずかって、そ
の死の姿をいつも心に覚えながら、なんと
かして、自分も、死者から復活に達したい
と願っています」と、フィリピの教会に書
き送ったのです。
　ですから、パウロさんにとって、一番の
目標は、イエスさまのようになることでし
た。それは人びとの本当の痛み、悲しみ、
苦しみを、自分の痛み、悲しみ、苦しみと
された、イエスさまのように生きることで

す。
　それは、まっしぐらに、イエスさまを求
め、目指すものですが、けっして、罪と弱
さを負う、地上では、完成しないものです。
また、イエスさまにつながっている人たち
がみんなで、に助け合っていく、「救いの道」
です。
　イエスさまは、この「救いの道」の先に、
神さまのごほうびを用意しています、と約
束してくださいました。それは、この道を
最後まで走り抜いた人に与えられる栄光の
冠です。その日（天に召される日、イエス
さまの来られる日）まで、イエスさまを求
め、信じ、待ち望みつつ、いっしょに歩み
ましょう。 （宮武輝彦）

《今週の暗唱聖句》
わたしは、既にそれを得たというわけではなく、既に完全な者となっているわけでもあ
りません。何とかして捕らえようと努めているのです。自分がキリスト・イエスに捕ら
えられているからです。（フィリピの信徒への手紙３章１２節）
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１１月２８日　フィリピの信徒への手紙３章１２～１６節 【分級展開例Ａ】

神の愛の戒めを喜ぶ

歓迎を伝え、子どもの様子を知る

挨拶：声をかけ輪になって集まる。挨拶の歌（11月７日展開例Ａ参照）をみんなで歌う。
お祈り：短く感謝と分級のためのお祈りをする。

　救いの完成という大きな目標に向かって、十戒の言葉を父なる神さまの愛の心と受けと

め神さまの子ども（光の子）として、聖霊の助けを祈り求めつつ、喜んで「十戒」を守っ

て共に歩むよう導く。

例１： プレゼント（小さなおやつやメダル、十戒を記した素敵なカードなど）を用意して、
目標を目指して走る遊びをする。ゴールに来たら、プレゼントを渡し言葉かけをする。

　　　 （障害物競争のように、何か用意しても良いし、途中地点で十戒の問題を出すなど
しても良い）

十戒の問題例： １～10の数字だけ書いた大きな紙（Ａ）と十戒を一つずつ書いた紙（Ｂ）
を用意。走ってくる途中に、（Ｂ）の紙を取って（Ａ）にはる。

　・今日は、みんなでかけっこをするよ。ここが、ゴールです。
　　（ゴールの目印として、救いの完成というボードを持っても良い）
　・ここに、みんなに一つずつプレゼントがあります。
　　（親たちがいれば、親にプレゼントを持たせてゴールに立っていただくと良い）
　・よーい、どん！で走ってきてね。「よーい、どん！」
　　ゴールまで走らせ、プレゼントを渡す。
　・ 神さまは、いつもわたしたちを見ていてくださいます。神さまを愛し、家族やお友だ
ちを愛して、十戒を守って生きようとするわたしたちの一生懸命な走りを見ていてく
ださいます。そして、罪をおかすことのない完全に聖い神さまの子としてわたしたち
の救いを完成してくださいます。走る先には、賞を用意して神さまが待っていて下さ
います。

　・ 聖霊なる神さまが、いつも弱いわたしたちを助けてくださいます。イエスさまを通し
て、聖霊なる神さまの助けをいつもお祈りしましょう。そして、喜んで「十戒」を守っ
て歩みましょう。

終わりのお祈り

　天のお父様、十戒の教えを一つ一つ教えて下さってありがとうございます。神さまの愛
のこころは、わたしたちの本当のお父さんの愛です。十戒の教えをこれからも忘れないで、
大切に守って歩めますように聖霊なる神さま、いつもわたしたちの心を満たしてください。
イエスさまのお名前によってお祈りします。アーメン。
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例２： アドベント第１週目なので、分級用のアドベントキャンドルをみんなで一緒に作り、
アドベントの時を覚えクリスマスの時を待ち望むよう導く。

　　　家に持ち帰れるよう、それぞれの分も作っても良い。

材料／ ロウソク４本、入れ物、オアシス（入れ物に合わせてカット）ドライフラワーや造花
　　　※入れ物は、牛乳パックをカットして、折り紙などを貼り作ることも出来る。
　　　※ロウソクは、入れ物に合った大きさのものを選ぶ。

①入れ物にオアシスを入れ、ロウソク（底に爪楊枝をさしておくと固定しやすい）をたて
る。
②残ったオアシスの部分にドライフラワーや造花をさして飾りつけをする。
③１本のロウソクに火を灯し、讃美歌21の242番「主を待ち望むアドヴェント」１番をみ
んなで讃美する。（１週ごとに、２番まで３番までと加えて讃美する）
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１１月２８日　フィリピの信徒への手紙３章１２～１６節 【分級展開例Ｂ】

神の愛の戒めを喜ぶ

　今日で十戒の学びがひととおり終わります。
　［学びの記念］　～十戒の花束をつくりましょう～
　用意するもの：大きめのペーパー（花束を包む）
　　　　　　　　厚手の紙（花の茎）
　　　　　　　　色とりどりの紙（花）
　　　　　　　　リボン（花束を結ぶもの）
　　　　　　　　コップ（花瓶）
　　　　　　　　のり・セロハンテープ・ペンなど
　作り方：①茎を作る　厚手の紙　幅３cm ×長さ15cm　　10枚
　　　　　　上３cmのところから第〇戒を書き、丸めて筒状にする
　　　　　②花を作る　好きな色の紙で　好きな形の花を作る　10枚
　　　　　③①の上３cmのところに②を貼って花が完成
　　　　　④大きめのペーパーに問60の前書きを横に長く書く（包んだ時読めるように）
　　　　　⑤③を④で包む
　　　　　⑥花瓶のコップに差して出来上がり

　10の戒め（花）はバラバラなものではありません。
　第一戒が第十戒と深く関わっていたように、それが一つのもの（花束）として私たちに
与えられています。
　しかもそれは厳しいだけではなく、私たちの命を守り、生かそうとしてくださる神さま
の大きな愛に包まれて、差し出されたものです。

　今日のこの主日から待降節にはいります。
　クリスマスにむけて、今日作った花束を家族やお友だちに贈ってもいいですね。
　神さまはぼくたちの命をとても大切に思ってくださる方です、と紹介してクリスマスに
教会へお誘いしてみてはどうでしょうか。
「十戒をいただいたのに神さまに従いきれずいつもくりかえし罪を犯してしまう私たち。
　それなのに、神さまはあきらめずに、ご自分のたった独り子の主イエスさまを私たちの
身代わりに十字架にかけてまで、私たちを罪の滅びから救い、さらに永遠のいのちを約束
してくださいました。神さまはそういう大きな愛をもった方です」と。
　神さまの大きな愛に感謝し、どんなときにも神さまを信頼して私たちの救い主イエスさ
まのご降誕とその生涯も想いつつ、待降節を祈りながら過ごしていきましょう。
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１１月２８日　フィリピの信徒への手紙３章１２～１６節 【分級展開例Ｃ】

神の愛の戒めを喜ぶ

　先週の分級で見ましたように、この問答は十戒の第三用方、倫理的用法を指摘していま
す。
　律法の第二用法は、律法の厳しさが私たちを救いの恵みに導くことを指摘します。一方、
第三用法は、律法が救われた私たちに救いの完成へと歩む生き方を指し示すことを教えま
す。
　子どもと親のカテキズムは、「私たちにとって一番大切なこと」について「神さまの子
どもとして、神さまと共に歩むことです」（問１）と説明します。つまり私たちは、一つ
のところにとどまるのではなく前進すること（務めること、成長すること）を本質的に志
向するのです。救われた人も、救われた状態にただ安住するのではなく「救いの完成に向
かって……『十戒』を守って歩みます」（問83）と言われているのです。

　今日の聖書箇所の前の段落（3：1～11）でパウロは、地位でも名誉でもなく、「信仰に
基づいて神から与えられる義（９節）」だけが誇りであると述べています。更に今日の聖
書箇所では、自分が既に「キリスト・イエスに捕らえられている（12節）」と述べています。
　そのパウロが、さらに「わたし自身は既に捕らえたとは思っていません（13節）」と言い、
「賞を得るために、目標を目指してひたすら走る（14節）」と言っているのはなぜでしょう。
パウロは何を得るために走ろうとしていると思いますか。

　今、自分が「目標を目指してひたすら走っている」ことはありますか。

　自分が生涯かけて「賞を得るために」努めることは何だと思いますか。
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１２月５日　マタイによる福音書１章１節～１７節 【解説と黙想】

キリストの誕生の予告

テキスト解説

　マタイ福音書の冒頭ではアブラハムから
イエス・キリストに至る系図が記される。
世俗の歴史において系図はその血筋の正統
さ、高潔さを示そうと意図されることが多
い。しかしマタイの系図はそれとは一線を
画す。特に母親をあえて明記する箇所で異
例さが際立つ。ユダ（３節）とダビデ（６
節）の子は正当な結婚によらないもので、
サルモンとボアズ（５節）はイスラエル人
でない異邦人を妻として子を設けた。そう
なると当時の一般的感覚ではキリストの血
筋は「傷もの」とみられかねない。
　その上でマタイはアブラハムを系図の起
点とすることで、創世記12章３節および22
章18節で神がアブラハムに与えた「地上の
諸国民はすべて、あなたの子孫によって祝
福に入る」との約束がイエス・キリストに
よって成就したとの歴史理解を示そうと意
図したのである。そうした中で異邦人のラ
ハブやルツが系図に含まれることは、キリ
ストが地上の諸国民全体の救い主にふさわ
しいことを示すことになる。さらにマタイ
の系図に記されるキリストの祖先に罪のな
い人物はいない。ユダやダビデだけが罪深
かったのでなく、系図の冒頭のアブラハム
にして数々の罪を聖書に記録されている。
そうした罪深き先祖たちや子孫たちをも神
の祝福に入れるため、キリストは罪をあが
なう救い主であることが求められたことを
も示していくのである。

黙想

　「将来こうしよう」と約束しそれを果た
そうとすることは人間の生活において日常
的になされることである。しかし人が約束
を守り通すことは決して簡単ではない。新
型コロナの脅威の前にいくつもの約束、予
告が断念に追い込まれるのを私たちは経験
した。さらには人間の寿命を超える、百年、
千年もの長きに渡り約束を守りぬくことも
できない。
　この人間的現実からすれば、アブラハム
に与えられ、以後何千年もかけてイエス・
キリストの誕生として実現に至った救いの
約束（創世記12：3、22：18。ガラテヤ3：
16も参照）について、この約束は聖書に啓
示された契約の神によってこそ果たされ
た、というほかない。
　そもそもアブラハムと交わされた救いの
約束は、その出だしから崩壊の危機にさら
された。アブラハムは創世記12章の時点で
75歳であったが子がなかった。しかし神が
アブラハムにイサクを授けてこの危機を突
破された。
　ただ何よりも、人の罪によって人間の側
からこの約束を崩壊させる可能性はずっと
存在し続けた。系図上の人物の中には、ユ
ダの王たちの幾人かのように神も聖書もな
いがしろにし、神とアブラハムとの約束に
思いを致すことすらほとんどない者もいた
であろう。しかし神はそうした人間側の不
従順をも超えて約束を守り通し、実現され
たのであった。 （吉田　崇）

《参照聖句》  創世記１２章３節、２２章１８節、ガラテヤの信徒への手紙３章１６節
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１２月５日　マタイによる福音書１章１節～１７節 【説教展開例】

キリストの誕生の予告
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神がアブラハムに与えた「地上の諸民族はすべて、あなたの子孫によって祝福を得る」との約
束を、神は何千年にもわたり守りぬかれ、イエス・キリストのご降誕によって成就された。それ
をアブラハムから始まるマタイの系図を足掛かりとして解き明かすことを狙う。系図に名を連ね
る人々の側に約束成就の要因を見出すことができないことを示すところから、ただ神によってこ
そこの約束は成就したことを浮き彫りにしたい。

「救いの約束　イエスさま」

　12月を迎えました。キリスト教会にとっ
て12月はイエスさまのご降誕を特に覚えて
お祝いするクリスマスの時です。そこで12
月の礼拝ではイエスさまのご降誕にまつわ
るお話をしていこうと思います。
　そのために先ほど新約聖書マタイによる
福音書１章を朗読しました。聖書を開いた
らカタカナばかり、朗読を聞いてもさっぱ
りわからない、と感じるかもしれません。
でもこの箇所はイエスさまの誕生に神さま
が深くかかわっておられることを伝えよう
としているのです。

　今読んだ箇所のカタカナは、実はどれも
人の名前です。１節に「アブラハムの子ダ
ビデの子、イエス・キリストの系図」とあ
りました。アブラハム、ダビデという名前
は前にも聞いたことがあるんじゃないで
しょうか。そして「系図」という言葉、こ
れは「誰々さんは○○さんの子ども」とい
う親子、子孫の関係を書き連ねたものです。
「アブラハムはイサクをもうけ、イサクは
ヤコブを……」（２節）という具合に何十
人にもわたる親子関係が続いて、その最後

にイエスさまが来ています。
　この系図はアブラハムから始まります。
アブラハムにも親がいたのですが、アブラ
ハムより前の先祖は取り上げません。どう
してでしょうか。それは、アブラハムに神
さまが特別な約束を与えてくださったから
です。旧約聖書創世記に書いてあるのを先
生が読みますので聞いてください。「地上
の諸国民はすべて、あなたの子孫によって
祝福を得る。あなたがわたしの声に聞き
従ったからである。」（創世記22：18）地上
の様々な国民が、アブラハムの子孫によっ
て祝福をもらうようになりますよ、と神さ
まは約束なさったのです。
　でもその約束はすぐには実現しませんで
した。そもそもイエスさまがお生まれにな
るまで、聖書の神さまのことをイスラエル
以外はほとんど知らされませんでした。だ
からイエスさまが来られるまでイスラエル
以外の国民は神さまの祝福からほど遠いと
ころに置かれていたのです。しかし、イエ
スさまが地上にお生まれになって、救いの
業をなしてくださることで、世界中の人が
神さまの祝福をいただけるようになったの
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です。マタイによる福音書１章は、アブラ
ハムに始まりイエスさまで締めくくられる
系図を示すことで、こうしたことを私たち
に伝えようとしたのです。
　　
　「アブラハムに与えられた神さまの約束
がイエスさまによって実現した、というこ
とはわかった。でもそのためにこんなに
長々と人の名前を書き連ねなくてもよかっ
たんじゃないの？」そう思う人もいるかも
しれません。でもマタイ福音書は代々の人
の名前も丁寧に書き記すことを通して、も
う一つのことを伝えようとしたのです。そ
れは、この約束が実現できたのは、人間の
側がしっかりと行動したからではない、神
さまの方が約束を守りぬいて実現に導いて
くださったのだ、ということです。実は創
世記12章をみると、アブラハムが神さまか
ら約束を与えられた時点ではアブラハムに
は子どもがいませんでした。しかも年齢75
歳の老人でした。人間的な常識ではもうア
ブラハムには子孫は無理だ、だから「アブ
ラハムの子孫によって祝福」という約束は
実現できないと思われました。けれども神
さまはアブラハムの子としてイサクをお与
えくださり、約束がだめにならないように
してくださったのです。
　また５節のサルモン、オベドは、イスラ
エル人の女性と結婚するチャンスに恵まれ
なかったようです。旧約時代には聖書の神
さまのことはイスラエル人の中で伝えるよ
うにしていたので、そのままではアブラハ
ムの約束が途絶えてしまうところでした。
しかし神さまはイスラエル人でない異邦
人、ラハブとルツに信仰を与えた上、それ
ぞれサルモンとオベドと結婚するよう導い
て、約束が途絶えないようにしてくださっ

たのです。
　しかし何よりもアブラハムとの約束を実
現していく上で立ちふさがったのは、アブ
ラハムとその子孫たちの罪でした。例えば
２節にあるアブラハム、イサク、ヤコブに
ついて、旧約聖書の創世記を読むと、この
３人ともずっと神さまに従い、罪を犯さな
かった人ではありませんでした。時に神さ
まの御心を疑ったり背いたりしてしまうこ
ともありました。
　６節のダビデ王は、ゴリアトの出来事な
どですばらしい信仰を示し、王さまとして
もイスラエルをよく治めたことが旧約聖書
に記されています。しかし６節後半に「ダ
ビデはウリヤの妻によってソロモンをもう
け」とあります。ダビデ王は十戒の第七戒
に違反し、さらにはそれを隠そうとしてウ
リヤまで殺してしまう大変な罪も犯してし
まいました。
　７節から11節にはソロモンなどイスラエ
ルやユダの王さまとなった人の名前も出て
きます。しかし中には本当の神さまに背を
向け偶像に頼ってしまう王さまも出まし
た。そのひどさは11節12節にあるとおり神
さまがイスラエルから追い出してバビロン
に移住させるという罰をお与えになったほ
どです。そうなると、そもそも神さまがア
ブラハムに与えてくださった約束のことな
ど全然気にもかけなかった人もあったかも
しれません。
　しかし神さまは罪深いアブラハムの子孫
たちに腹を立てたり、愛想をつかしたりし
て約束をとりやめることをなさいませんで
した。世界中を祝福に入れる救い主が約束
通りアブラハムの子孫から出るよう、神さ
まは何千年にもわたる長い間、生ける御手
を伸ばして働いてくださり、イエス・キリ
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ストの誕生という形でそれを実現してくだ
さいました。
　神さまが救いの約束を必ず守りぬいてく
ださることは、私たちにとっても本当にあ
りがたいことです。イエスさまを救い主と
信じる者には罪の赦しや永遠の命など、神

さまの祝福が約束されています。でも私た
ちは神さまの子どもとしていただきながら
もなお神さまを悲しませる罪を犯してしま
います。それでも神さまは約束くださった
祝福をとりやめることはなさらないので
す。 （吉田　崇）

《今週の暗唱聖句》
地上の諸国民はすべて、あなたの子孫によって祝福を得る。あなたがわたしの声に聞き
従ったからである。（創世記２２章１８節）
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１２月５日　マタイによる福音書 １章１～１７節 【分級展開例Ａ】

キリストの誕生の予告

ａ．展開例

　分級のクラスが小学校低学年が中心であれば、ｂのワークをプリントにして、答えを書
き込んでもらいます（その際は子どもたちのできることに合わせてルビ振り orひらがな
に直すなどの配慮を）。未就学の子中心であれば、口頭でクイズにしてみたり、選択肢を
２つに減らしたりしても OK。もっと簡素にして○×クイズ形式にしてもいいかもしれま
せん。
　答えに迷っている子がいたら、ヒントを出して正解へ導いてあげてください。今ある知
識を試す質問ではなく、「神さまのことを知った」という喜びを知ってもらうためのワー
クです。 

ｂ．ワーク 

①もうすぐクリスマス！　神さまはむかしむかしの人たちとどんなやくそくをなさった
の？　これだとおもうところに○をつけてね。
　Ⓐあしたの夕方、あなたの家にあそびに行くよ　（　　　　）
　Ⓑみんなのために、すくいぬしが生まれるよ！　（　　　　）
② 神さまのやくそくって、どんなもの？　これだとおもうところに○をつけてね。
　Ⓐ「めんどくさいからやめよう」とやくそくがとちゅうでなくなる　（　　　　）
　Ⓑどんなに昔のやくそくでもかならずまもられる　（　　　　）
　Ⓒ神さまがやくそくを忘れちゃう　（　　　　）
③ せいしょをよんで、あいているところをうめてね。
　「ヤコブは＿＿＿の夫＿＿＿をもうけた。この＿＿＿＿からメシアと呼ばれる＿＿＿が
お生まれになった。」（マタイによる福音書１章16節）

ｃ．解説

①（正解はⒷ）例：クリスマスはイエスさまのお誕生日だよね！神さまは、ず～っと昔か
ら、救い主イエスさまがみんなのためにお生まれになるということを約束してください
ました。
②（正解はⒷ）例：神さまは途中で約束を放りだしたり、忘れてしまったりするお方じゃ
ないよね。神さまは、絶対に約束を守られるお方です。
③例：さあ今日の聖書は、カタカナがいっぱい。これは人の名前。最初に出てくるアブラ
ハムさん。このアブラハムさんのこどものこどもの……ときて、16節でついにイエスさ
まのお名前が出てきます！　神さまはアブラハムさんに「地上の諸国民はすべて、あな
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たの子孫によって祝福を得る。」（創世記22：18）と約束されました。この「子孫」がイ
エスさま！　世界中のイエスさまを信じる人たちが、イエスさまによって祝福されます、
神さまの子どもとされますよ！　というお約束だったの。アブラハムさんは、イエスさ
まの時代よりも1900年ぐらい前の人。昔からの約束を、神さまはしっかり果たしてくだ
さったんだね。
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１２月５日　マタイによる福音書１章１～１７節 【分級展開例Ｂ】

キリストの誕生の予告

　今日の聖書の箇所、たくさんの名前が出ていましたね。知ってる名前はありましたか？

　それは、どんな人ですか？　その人がどんな人か、みんなに紹介してみましょう。

　
　旧約聖書の中で、リストに名前がある人のエピソードを探してみましょう。
　　・特に神さまの「約束」、「恵み」に関わる箇所
　　　　 創世記12：1～3、17：4～8（アブラハム）、
　　　　創世記22：16～18（アブラハム、イサク）、
　　　　創世記28：10～22（ヤコブ）、
　　　　ルツ記4：9～22（ボアズ）、
　　　　サムエル記下7：8～17（ダビデ）、
　　　　列王記上3：4～15（ソロモン）、
　　　　歴代誌上3：15～16と歴代誌下36：1～10を比較、
　　　　　さらに列王記下25：27～30を見る（エコンヤ＝ヨヤキン）
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１２月５日　マタイによる福音書１章１～１７節 【分級展開例Ｃ】

キリストの誕生の予告

　今週から、三週間は待降節、降誕祭として、子どもと親のカテキズムを離れた聖書箇所
です。分級では、キリストが降誕された恵みを、カテキズムの側面からも理解し、掘り下
げていきたいと思います。

　マタイによる福音書の冒頭は、アブラハム以来の系図を示しています。イエスさまにつ
いて伝える福音書に旧約聖書の人物の名前のリストが挙げられている意味を考えてみま
しょう。

　「子どもと親のカテキズム」の問２５を読んでみましょう。私たちの救いを神さまが「御
心のままにあらかじめおさだめになりました」と言われています。どうして神さまは、私
たちの救いを事前に準備できるのでしょう。

　一方で神さまは、人々が救いを求める声に耳を傾け応えてくださる方だと言われます（参
照：出エジプト3：7～10、士師記6：7～8、サムエル上9：16）。「民の声に応える神さま」
と「民が呼ぶ前に救いに定めてくださる神さま」は、どちらも神さまの救いの恵み深さを
表現します。それぞれの表現にどんな恵みを表現していると思いますか。
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１２月１２日　マタイによる福音書１章１８節～２５節 【解説と黙想】

キリストの誕生

 ・ヨセフの義しさ

　キリストの誕生を思い返すとき、マリア
の信仰と働きに目が行くと思います。その
反面、ヨセフについて思い返されることは
少ないのです。キリストの誕生に関して、
ヨセフは何の働きもしていないように見え
るからです。しかし、キリストが誕生され
るために、ヨセフの存在は欠くことができ
ません。
　ヨセフは正しい人でした。「正しい」とは、
律法を守ることによって義とされるという
意味でしょう。しかし、マリアのことで、
ヨセフは律法を墨守しようとはしていませ
ん。もしも律法に従うならば、マリアは姦
淫の罪が疑われ、死罪となってしまいます。
そのためヨセフは苦悩して、密かに離縁を
決心するのです。
　彼は律法を四角四面に遵守しようとはし
ませんでした。ヨセフの「義しさ」とは、
律法の字面よりもその精神に従うことで
す。殺すという選択ではなく、命を与える
神に従うのです。律法をお与えになった神
は、私たちのことを慈しんでくださる神だ
と信じたのです。

 ・思い悩むときに

　ヨセフはマリアのことを心に掛けて、思
い悩んでいました。マリアの命が取られる
ことが、御心とは思えなかったからです。
私たちもまた、世にあっては様々なことに
悩まされます。人間の知恵や能力では、ど
うしようもない時があります。そのような
時に、神の助けが差し伸べられるのです。

 ・神の介入

　マリアの妊娠は、聖霊によるものです。
しかし、この時のヨセフはそのことを知ら
されていなかったようです。そこへ天使が
ヨセフの夢の中に現れます。天使の言葉を
ヨセフは信仰を持って聴きます。ヨセフも
また、主にあって神の言葉を受け止めたの
です（ルカ1：38参照）。こうしてマリアは
ヨセフと無事に結婚し、キリストを出産し
ました。
　ヨセフに信仰を与え、マリアを迎える決
断をさせた神が褒め称えられますように。
人はいつも、神の助けによって力を得てい
くのです。

 ・キリストの謙卑

　言うまでもなく、キリストの誕生は神の
御業です。他方、神が人間の働きを尊く用
いておられることに驚かされます。勿論、
神の摂理の方が優位にありますが、神は人
間の心を無視されません。思い悩むヨセフ
に寄り添いながら、彼の決断を祝福してく
ださいます。
　そしてキリストが人として誕生されたこ
とが、すでに十字架へと至るこの方の謙卑
を示しています。キリストは、誕生の時点
ですでにご自身の命を、人の手に委ねてお
られると言えます。全能の神が幼な子とし
て、人の親の養いを必要とすることを良し
とされます。神が言わば、ヨセフとマリア
という若い親たちに全幅の信頼を寄せてく
ださったのです。キリストは生まれながら
にして、御自身を与え尽くされるお方なの
です。 （後登雅博）

《参照聖句》   フィリピの信徒への手紙２章６～８節
《教理問答》  子どもと親のカテキズム　問２６・２８、ウェストミンスター小教理問答問

２２・２７、ハイデルベルク信仰問答問３５・３６
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１２月１２日　マタイによる福音書１章１８節～２５節 【説教展開例】

キリストの誕生
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　イエス・キリストは神であるにも関わらず、まことの人としてお生まれになりました。これは、
ご自身が低くなられたということです。キリストは、弱さ、愚かさを抱えている私たちを受け入
れてくださったのです。キリストに愛されていることを感謝しつつ、キリストの誕生を心からお
祝いいたしましょう。

「ご自身を与え尽くされるキリスト」

まことの人として生まれたキリスト

　今年もイエスさまの誕生をお祝いするク
リスマスが近づいて来ました。教会ではク
リスマスの飾り付けや、様々なお祝いの準
備が進んでいます。今年も、皆さんと一緒
にイエスさまの誕生をお祝いしましょう。
そのために、今日はイエスさまが誕生され
る直前のことが書いてある聖書を読みまし
た。
　さて、イエスさまのお母さんといえば誰
でしょうか？　そうですね。マリアさんで
すね。では、イエスさまのお父さんといえ
ば誰ですか？　はい、今日の箇所に出て来
ましたね。ヨセフさんです。
　人は誰でもお母さんから生まれてきま
す。でも、女の人がいるだけでは、赤ちゃ
んが産まれてくることはできません。男の
人もいないと、赤ちゃんが産まれることは
できないのです。私たちは誰しも、お父さ
んとお母さんの愛の中で生まれて来たので
す。あなたは愛されて生まれてきました。
　ところで、イエスさまは聖霊によってマ
リアのお腹の中に宿られました。聖霊によ
るという点が、私たちの誕生とは大きく違
うところです。しかし、イエスさまはまこ

との神さまなのに、私たちと同じまことの
人としてお生まれになりました。ですから、
お母さんのマリアだけではなく、お父さん
のヨセフもいてくれなくてはなりませんで
した。イエスさまもやはり、ヨセフとマリ
アの愛を受けてお生まれになり、二人の愛
を受けて成長されるのです。

思い悩むヨセフ

　ところが、イエスさまのお父さんとなる
はずのヨセフは悩んでいました。子どもが
産まれるのは、普通は喜ばしいことのはず
なのに、どうしてでしょうか。実はこの時、
ヨセフとマリアはまだ本当には結婚してい
なかったのです。
　二人は結婚の約束をしていました。イス
ラエルでは、結婚の約束をしている二人は
夫婦とみなされます。しかし、結婚の約束
をしている間は、まだ一緒には暮らしてい
ません。ですから、夫婦とはいえ、まだ本
当の家族のようにはなっていなかったので
す。
　まだ正式な家族となってはいないのに、
マリアが妊娠していることがわかりまし
た。家族となる前に子どもができてしまう
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ことは、イスラエルでは大変な罪でした。
そして、ヨセフにはどうしてマリアが妊娠
してしまったのか、分からなかったのです。
こんな時、イスラエルの律法によれば、マ
リアは石打ちの刑になってしまいます。つ
まり、このままではマリアは死刑となって
しまうのです。
　「夫ヨセフは正しい人であった」（19節）
と聖書に書いてあります。ヨセフは律法を
ちゃんと守る正しい人でした。しかし、律
法を守ろうとすれば、マリアを死刑にしな
ければなりません。それで、ヨセフはとて
も悩んでいたのです。子どもが産まれるこ
とは、喜ばしいことです。でもそのために、
マリアが殺されてしまうかもしれません。
このままではどうしようもありません。ヨ
セフはどうしたでしょうか？

ヨセフの義しさ

　正しい人ヨセフは、律法の通りにマリア
が殺され無いようにと考えました。そして、
マリアとの結婚の約束を無かったことにし
ようとします。なんとかして、マリアを助
けようとしたのでした。
　ヨセフの「義しさ」とは、頑固に律法を
守ることではありませんでした。律法を与
えてくださった神さまの御心を大切にする
ことです。すなわち、マリアが死んでしま
うのではなく、どうしたらマリアが生きる
ことができるかを考えたのでした。神さま
は、人が死んでしまうことではなく、生き
ることを願っておられるに違いない、と考
えたからでした。

神の助け

　しかし、マリアとの結婚をやめることは、
神さまの御心ではなかったのです。ヨセフ

はマリアを助けようと思っていました。で
も、人間の力、人間の考えによっては、本
当に人を救い出すことはできません。神さ
まからの助けがないと、私たちが生きるこ
とはできないのです。
　考えてみてください。マリアとの結婚の
約束を無かったことにできたとしても、お
腹の中の赤ちゃんをいなかったことにはで
きません。このままでは、マリアは罪を犯
した人として裁きを受けてしまうに違いあ
りません。　
　マリアのことを思い、神さまの御心に
従って律法を守ろうとしたヨセフには、神
さまからの助けが差し伸べられました。主
の天使がヨセフに現れました。天使は言い
ます。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリ
アを迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖
霊によって宿ったのである。マリアは男の
子を産む。その子をイエスと名付けなさい。
この子は自分の民を罪から救うからであ
る」（20、21節）。
　マリアのことで苦しんでいたヨセフです
が、神さまから助けをいただいて、恐れな
くマリアと結婚することにしました。
　自分の力ではどうしようもない問題が起
こることがあります。そんな時、神の御心
は何だろうか、と私たちも考えてみましょ
う。よくよく考えて行動した結果、それが
御心とは違うこともあるかもしれません。
それでも、あなたが御心を求めたことを神
さまはよく知っておられます。そして、私
たちの思いや力を越えて、神さまが助けを
与えて導いてくださいます。
　
低くなられたキリスト

　ヨセフは悩みながらも、神の御心を求め
ました。そして、天使が現れて神の御心が
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《今週の暗唱聖句》
マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救
うからである。（マタイによる福音書１章２１節）

示された時、迷わず従いました。
　こうして、ヨセフとマリアの子どもとし
て、イエスさまが誕生されました。キリス
トはまことの神です。その方が、私たちと
同じまことの人となられたのでした。これ
はつまり、力ある神が、全く無力な人間の
ようになられたということです。私たちを
罪から救うために、私たちのところにまで
来てくださったのです。
　赤ちゃんは、自分の力で自分を守ること
ができません。誰かがお世話をしてくれな
いと赤ちゃんは生きることができません。
赤ちゃんとして生まれたキリストは、ご自
身をすっかりヨセフとマリアにおまかせに
なりました。つまり、人間の手にご自身を
お預けになったのです。　

　イエス・キリストは、人間の罪を遠くか
ら見ているだけの方ではありません。罪に
苦しんでいる人の苦しみを、ご自身が引き
受けてくださいます。そのために、進んで
低くなられます。
　キリストは、まことの人となるという低
い姿でこの世に来られました。そして、つ
いには十字架にかかるまでに低くなられま
した。キリストはご自身を与え尽くすまで
に、私たちを愛してくださるのです。ご自
身の愛を、ご自身の命を、私たちに与える
ためにキリストは来られました。あなたは、
イエス・キリストから命がけの愛を受けて
いるのです。私たちを愛してくださるイエ
ス・キリストの誕生をお祝いしましょう。
 （後登雅博）



教会学校教案誌� No.83

— 106 —

１２月１２日　マタイによる福音書１章１８～２５節 【分級展開例Ａ】

キリストの誕生

ａ．展開例

　分級のクラスが小学校低学年が中心であれば、ｂのワークをプリントにして、答えを書
き込んでもらいます（その際は子どもたちのできることに合わせてルビ振り orひらがな
に直すなどの配慮を）。未就学の子中心であれば、口頭でクイズにしてみたり、選択肢を
２つに減らしたりしても OK。もっと簡素にして○×クイズ形式にしてもいいかもしれま
せん。
　答えに迷っている子がいたら、ヒントを出して正解へ導いてあげてください。今ある知
識を試す質問ではなく、「神さまのことを知った」という喜びを知ってもらうためのワー
クです。 

ｂ．ワーク 

① マリアさんとヨセフさんはどんなひと？　これだとおもうところに○をつけてね。
　Ⓐ空をとぶ「てんし」　（　　　　）
　Ⓑイエスさまのおとうさんおかあさんだから「かみさま」　（　　　　）
　Ⓒ神さまを信じる「にんげん」　（　　　　）
② せいしょをよんで、あいているところをうめてね。
　 「マリアは＿＿＿＿＿を産む。その子を＿＿＿＿＿と名付けなさい。この子は自分の民
を罪から＿＿＿＿＿からである。」（マタイによる福音書１章21節）

③ イエスさまは、なんのために生まれたの？　これだとおもうところに○をつけてね。
　Ⓐ大工のヨセフさんといっしょに大きな家をたてるため　（　　　　）
　Ⓑわたしたちを罪からすくうため　（　　　　）
　Ⓒせかいじゅうのおいしいものをたべるため　（　　　　）

ｃ．解説

①（正解はⒸ）例：聖書を見てみよう。「空を飛ぶよ」とは書いてないね。それから、神
さまはたったおひとりだからⒷも違うよね。正解はⒸの、人間。ふたりは神さまを信じ
るひとでした（19節「正しい人」）。

②例：結婚する前にマリアさんのおなかに赤ちゃんがいることを知ったヨセフさんは、「マ
リアとおなかの子のために、お別れした方がいいんじゃないか」と悩みます。でもそん
なヨセフさんの夢の中に、天使が出てきて言いました。「怖がらずにマリアと結婚しな
さい！」。そして生まれてくる子がどんな子か天使が教えてくれたのが、ここ。
③（正解はⒷ）天使も教えてくれました！　生まれてくる子、イエスさまは、みんなを罪
から救うためにお生まれになりました！　しかも、人間の夫婦の所に、人間として。本
当は神さまなのに、私たちと同じ人間となってくださるほど、神さまは私たちのことを
愛してくださった。イエスさまのお誕生は神さまの「みんなのこと大好きだよ！」のし
るしでもあるんです。



No.83� 教会学校教案誌

— 107 —

１２月１２日　マタイによる福音書１章１８～２５節 【分級展開例Ｂ】

キリストの誕生

　イエスさまの家族について調べてみましょう。

　　父ヨセフ　マタイ13：55（職業）、マタイ2：14、2：21、ルカ2：41～52（少年イエス）

　　母マリア　 ヨハネ2：1～12、マタイ12：46～50、ヨハネ19：25～27、
　　　　　　　使徒言行録1：14

　　兄弟姉妹　マタイ13：55、使徒言行録15：13、ガラテヤ2：9、ヤコブの手紙1：1
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１２月１２日　マタイによる福音書１章１８～２５節 【分級展開例Ｃ】

キリストの誕生

　キリストがおとめマリアから生まれたという信仰箇条は、キリストに関するいくつかの
重要な教理と結びつきます。イザヤ書の実現として救いが神の永遠の計画であること、キ
リストが物質的な肉体を持つ真の人間であること、キリストの聖さや無罪性のしるし（根
拠ではないことに注意）、キリストの降誕が聖霊の働き神の介入であること等、様々なこ
とを表現します。キリストの二性一人格に関わることですので、その理解は難しく、古代
において多くの議論を生みましたし、今日でも完全に意見が一致しているわけではありま
せん。あまり厳密な議論に踏み込むのではなく、この出来事が指し示す救いの恵みの大き
さを理解するよう努めましょう。

　救い主イエスさまは、神であり同時に人間です（二性一人格、「子どもと親のカテキズム」
問26参照）。イエスさまの誕生の仕方は、そのことを表現しています。以下の登場人物の
関わり方が「イエスさまが神であり人である」ということとどう関連するか考えてみましょ
う。
　・父ヨセフ（ヒント：ダビデの子）
　・母マリア（ヒント：処女）
　・聖霊なる神さま
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１２月１９日　マタイによる福音書２章１節～１２節 【解説と黙想】

博士たちの礼拝

 ・テキストの解説

　ヘロデ王は紀元前37年から４年まで王位
に就いていたとされている。ユダヤ人から
あまりよく思われていなかった（自らの王
位を守るために、王妃や兄弟、子どもまで
殺害するという残忍な性格から）が、ロー
マの庇護のもと、長くユダヤを治めた。
　東方の博士たちは普通３人とされている
が、どこにも３人という数字は聖書にはな
い。複数形で表されていることから複数で
あったことは間違いないが、「３」である
根拠はない。しかし、３人として扱っても
不都合はない。
　東の方から来たこれらの博士たちは、ペ
ルシャやインド、バビロンやアラビアなど
から来たのではないか、との諸説がみられ
る。しかしどれも決定打までには至らない。
彼らは占星術、天文学に通じていた者たち
（そして賢者）とされている。すなわち、
異国の民に救い主の告知は（神により）な
された。そしてこの事は、後に異邦人にも
福音が広まって行くことを暗示している。
　東方の博士たちの言葉を聞いて、心を乱
したのはヘロデ王だけではなく、エルサレ
ムの人々もまた同様であった。ヘロデ王は
自らの王位が危ぶまれる不安から、エルサ
レムの人々は、「これからいったい何が起
こるのだろうか」という（騒動への）不安
から、それぞれなったものと思われる。
　「贈り物」一つ一つについても、色々な
象徴的意味付けが歴史的にはされてきた
が、決定的なものまでには至らない。しか
しユダヤの新しい王の誕生に際し、最高の
ものを準備し献げることで応える博士たち
姿勢には教えられるべきところがある。

 ・黙想

　この箇所は、自らに与えられたタラント
を、正しく用いて神を拝する者たち（博士
たち）と、礼拝どころか新王誕生に不安を
抱く者、更にはその王（御言葉なる神の子
イエス）を殺そうともくろむ者（ヘロデ王
とエルサレムの人々）とがコントラストと
して描かれている。
　博士たちは、ある星に導かれて（神の招
きと導きによって）遠く東の国から『ユダ
ヤ人の王』と呼ばれる方を拝みに来た。そ
してミカ書の御言葉と、神の夢によるお告
げ（「ヘロデのところに戻るな」）のみに従っ
ている。博士たちが一貫して人の言葉でな
く、神の教えのみを根拠に行動を起こして
いる点は見逃せない。
　一方で、聖書の言葉に聞き従わず（預言
者の言葉、救い主の誕生の言葉に耳をかす
ことなく）幼子イエス（=御言葉）を殺そ
うとする王、そして新展開を前に不安に思
うエルサレムの人々の不信仰をみる。
　これら両面は、私たちの中に両方とも存
在するのではないだろうか。御言葉に従い
歩みたい思いと、御言葉通りに歩むことへ
の不安・恐れ、受け入れ難い（この世の常
識を一方で思い計る）気持ち、そう言った
ものが各々の中で渦巻く者こそ私たち人間
である。
　クリスマスの出来事は、罪の色濃い世に
現れた光の業である。神の憐れみと恵みの
御業がそこに表されている。自らに在るふ
た心を認め、深く頭を垂れて幼子イエスを
今年も迎えたく思う。 （大木　信）

《参照聖句》  ミカ書５章１節、ヨハネ福音書７章４２節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム問３４、３５
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１２月１９日　マタイによる福音書２章１節～１２節 【説教展開例】

博士たちの礼拝
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　キリストの誕生が最初に示されたのは羊飼いたちであったが、遠い東の異国の地に在った博士
たち（異邦人）にもこの救い主誕生の知らせが示された。この神の導きに素直に従い、礼拝する
姿を通して、今年も救い主なるキリストを迎え入れると共に、いま一度自らの礼拝姿勢を整えら
れたい。

「喜びあふれて礼拝する博士たち」

序

　今日はクリスマスです。私たちの主、イ
エスさまの誕生をお祝いする日です。イエ
スさまは世界中の人たちに知られ、多くの
人々に礼拝され崇められています。しかし、
その誕生は、ほんの少しの人たちにしか知
らされていませんでした。ルカによる福音
書ですと、羊飼いたちへ、神さまからイエ
スさま誕生のお知らせが伝えられたお話が
ありますけれども、マタイによる福音書で
はそれとは全く別のお話が伝えられていま
す。それが今日、お読みした箇所、三人の
博士たちのお話です。

本論

　この三人の博士たち、『占星術の学者た
ち』だったとあります。特に宇宙にある太
陽や月や星、天体のことを詳しく調べて人
の生活と結びつけ考える人たちでした。
　ヘロデ王の時代に、その博士たちは不思
議な星を発見しました。そしていろいろと
調べた結果、これがユダヤ人の王さまの誕
生を知らせる星だと分かったのです。神さ
まが、この星を博士たちに分かるように用
意してくださったのでしょう。今日でも、
星の動きや星座から世の中の動きや出来事
を占う人たちがいますが、この博士たちは、

自らのライフワーク（神から与えられたタ
ラントを活かして）を通して、王さま誕生
の星（御業）を見出すことが出来ました。
その様にして、遠い東の国からその星をた
よりにユダヤの国までやって来たのでし
た。そしてユダヤの王さまの誕生であるな
らば、とエルサレムの宮殿にまではるばる
やって来たのでした。
　博士たちは当時の王さまのヘロデ王にお
会いして、「ユダヤ人の王としてお生まれ
になった方は、どこにおられますか。わた
したちは東方でその方の星を見たので、拝
みに来たのです（２節）」とエルサレムま
で来た理由を王さまに伝えたのでした。
　実はこれを聞いたとき、ヘロデ王の心の
中は穏やかではありませんでした。それも
そのはずです、自分以外に王さまが生まれ
たと聞かされたわけですから。わたしの命
はその者によってこの後狙われるのではな
いか、殺されるのではないか、そんな風に
も考えたのだと思います。すぐに祭司長や
律法学者たちを集めて調査を命じます。し
かし調査と言っても、街に出て調べるので
はありません。イエスさまの誕生はまだ誰
にも知らされていなかったからです。彼ら
は旧約聖書の御言葉に書いてあることを調
べました。そして、王が生まれるとするな
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ら、ダビデの町ベツレヘム以外にはないと
王に伝えました。これを聞いたヘロデ王は、
自分からは動きませんでした。聖書の御言
葉を博士たちに伝えて、詳しいことが分
かったら教えてくれ、と何食わぬ顔で言い
ました。
　博士たちはエルサレムを出発しました。
その旧約聖書の御言葉と、先立って進む星
をたよりに、幼子のいる所までたどり着く
ことが出来ました。そしてついに、博士た
ちは救い主に出会うことが出来、宝物をお
献げすることが出来ました。

結論

　この博士たちは、10節を見ますと「喜び
にあふれ」ています。神さまを、そして救
い主イエスさまの誕生を礼拝する喜びにあ
ふれています。そして喜びにあふれている
だけではありません。一番良いものを宝と
してもってきて「ひれ伏して……拝み（11
節）」ながら献げています。私たちは、毎
週の礼拝の中で、この博士たちのように喜
びにあふれて神さまに礼拝をお献げしてい
るでしょうか。
　この聖書のお話を通して「礼拝する」と
は、喜びにあふれてするもの、私たちの内
側からあふれ出るものをお献げするもの、
と教えられます。イエスさまによって、今
のわたしは存在している。イエスさまがわ
たしを愛して、命を与えてくださるからこ
そ、今のわたしは在る。このあふれ出る喜
び・思いを礼拝でお献げするのです。そし
てその喜びにあふれた思いで神を賛美す
る、感謝と献身とを現す（自らに与えられ
た賜物を用いて主の栄光を現す）のです。
　その様にして生きている人は、主日だけ
ではありません。週の旅路の中でもイエス

さまに感謝して生きていきます。この博士
たちは、占星術を通して幼子イエスに出会
うことが出来ました。皆さんの場合ですと、
一週間のなかでどんな時にイエスさまに出
会うのでしょうか。学校生活を御言葉に
従って生活する時でしょうか、友だちとの
関係を主に感謝して行う時でしょうか。
日々の何気ない生活の中で、神さまを思っ
て生活するそのただ中で、占星術の博士た
ちが星を見つけたように、皆さんも神さま
を見ることが出来ると思います。その様に、
生活のただ中で神を見たならば、やっぱり
『喜びにあふれる』のだと思うのです。そ
してその喜びを携えて、また主日に教会に
帰って来て神さまを喜びのなかで賛美する
事になるのだと思います。
　この博士たちは、神さまが教えてくだ
さった星をたよりとしました。そして、聖
書の言葉に従って歩んだ時に、幼子である
イエスさまにお会いできました。更に、「ヘ
ロデのところへ帰るな」との夢でのお告げ
に従って、行動を決めて行きました。逆に
ヘロデ王の、「見つかったらわたしに知ら
せてくれ」という人の言葉には従わなかっ
たのです。
　私たちもこの博士たちのように、御言葉
にのみ従って歩むべき道を選びたいと思い
ます。御言葉に示された神さまの御心にこ
そ従いたいと思います。神さまの言葉だけ
が私たちを活かします。私たちの行動の基
準はいつも御言葉にこそあります。その様
にして生活していくときに、喜びにあふれ
たなかで、幼子であるイエスさまにも出会
うことが出来る。幼子であるイエスさまを
今年も確かな心で迎え入れることが出来る
と思います。 （大木　信）

《今週の暗唱聖句》
家に入ってみると、幼子は母マリアと共におられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の
箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。（マタイによる福音書２章１１節）
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１２月１９日　マタイによる福音書２章１～１２節 【分級展開例Ａ】

博士たちの礼拝

ａ．展開例

　分級のクラスが小学校低学年が中心であれば、ｂのワークをプリントにして、答えを書
き込んでもらいます（その際は子どもたちのできることに合わせてルビ振り orひらがな
に直すなどの配慮を）。未就学の子中心であれば、口頭でクイズにしてみたり、選択肢を
２つに減らしたりしても OK。もっと簡素にして○×クイズ形式にしてもいいかもしれま
せん。
　答えに迷っている子がいたら、ヒントを出して正解へ導いてあげてください。今ある知
識を試す質問ではなく、「神さまのことを知った」という喜びを知ってもらうためのワー
クです。 

ｂ．ワーク 

①すくいぬしイエスさまがお生まれになったのはどこ？　これだとおもうところに○をつ
けてね。
　Ⓐ北海道　（　　　　）　Ⓑベツレヘム　（　　　　）　Ⓒイタリアのローマ　（　　　　）

② はかせたちは、なぜイエスさまに会いにきたの？これだとおもうところに○をつけてね。
　Ⓐ赤ちゃんが好きだから　（　　　　）
　Ⓑ星を見たから　（　　　　）
　Ⓒなんとなくノリで　（　　　　）

③ せいしょをよんで、あいているところをうめてね。
　 「彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た＿＿＿＿が先立って進み、ついに幼
子のいる場所の上に止まった。学者たちはその星を見て＿＿＿＿＿＿にあふれた。」

 （マタイによる福音書２章９～10節）

ｃ．解説

①（正解はⒷ）例：今日のみことばの中で、救い主がお生まれになるのは「ユダヤのベツ
レヘムです」って書いてあるね。これは、昔々に神さまがお約束なさったことです！
②（正解はⒷ）２節に、「わたしたちは東方でその方の星を見たので」と書いてあるので
正解はこれもⒷ！
③例：さあ、この星の正体は何だろう？　この星は、博士たちの前に現われて、「こっち
だよ～」と道を教えてくれる星。この星の正体は、神さまの導きの星！　博士たちがイ
エスさまに会いに行けるように、神さまが「こっちだよ～」と光らせた星。博士たちは
神さまに従って、イエスさまに会いました！　そして何をしたかというと、イエスさま
を礼拝しました。神さまに素直に従って、礼拝をすること。神さまは、いまの私たちに
もそれを求めています！
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１２月１９日　マタイによる福音書２章１～１２節 【分級展開例Ｂ】

博士たちの礼拝

　イエスさまが生まれたことを知ってやってきたのはどんな人ですか？
　ユダヤでは、占いは良くないことです。この学者たちは違う国の人ですね。

　ヘロデ王やエルサレムの人たちは、なぜ「ユダヤ人の王としてお生まれになった方」に
ついて知らされて「不安を抱いた」のでしょう？

　ヘロデ王やユダヤの人たちは、どうすればよかったでしょう？

　あなたが、王さまだったら、「新しい王さまとして生まれた方がいる」と知ったらどう
しますか？
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１２月１９日　マタイによる福音書２章１～１２節 【分級展開例 Ｃ】

博士たちの礼拝

　降誕物語に現れる博士たちは、東方の三博士などと呼ばれます。彼らが三人であったと
いう記述はありませんが、おそらく贈り物の数から三人にされたと考えられます。
　キリスト教の歴史の中で、個々の博士に下記のような属性が与えられます。本来「東方
の」とされている博士たちが様々な人種に割り当てられるのは全世界の人々が主の降誕を
祝うことを表したものと思われます。
　　メルキオール Melchior （黄金＝王権の象徴、青年、黄色人）
　　バルタザール Balthasar （乳香＝神性の象徴、壮年、黒人）
　　カスパール Casper （没薬＝将来の受難である死の象徴、老人、白人）
　博士たちの来訪は２章16節から降誕の二年後とされたり、降誕から十三日目の公現日（１
月６日）とされたりします。
　ポイントは、異邦人である博士たちが主の降誕を祝い、本来祝うはずのエルサレムの民
が「不安を抱いた」とされる点です。

　メシアの誕生の知らせに対して、異教徒であるはずの「占星術の学者たち」と真の神さ
まを知っているはずの「エルサレムの人々」の態度の違いはどこから来ると思いますか。

　占星術の学者たちの贈り物について、どんなものか調べてみましょう。
　　黄金： 列王記上10：21、詩編72：15、
　　乳香：レビ記2：2、5：11、
　　没薬：ヨハネ福音書19：29

　「子どもと親のカテキズム」問30から33にイエスさまの救いの働きが整理されています。
博士たちの贈り物と比べて、イエスさまの働きについて考えてみましょう。
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１２月２６日　マタイ６章７～１５節　（カテキズム問８４） 【解説と黙想】

祈りの手本、主の祈り

　マタイによる福音書６章９～13節に記さ
れている祈りを特に「主の祈り」と言うが、
これは主イエスが、異邦人の祈りを悪い例
として引き合いに出しながら、弟子たちに
教えてくださった祈りである。当時、異邦
人は、「くどくど述べて」、「言葉数が多け
れば、聞き入れられる」と思っていた（７
節）。主の祈りとは、神の御前に全てを放
棄し、私たちの父であり、王である神の主
権を認め、無から始めようとする貧しい心
から、こうべを垂れた悔い改めの祈りとし
て告白される。
　主の祈りの全体の構造は、最初に呼びか
けがあり、その次に神に対する祈りが三回
続く。「あなたの御名が……」「あなたの御
国が……」「あなたの御心が……」。続いて
私たちの祈りが三回続く。「わたしたちに
必要な糧を……」「わたしたちの負い目を
……」「わたしたちを誘惑に……」。ここか
ら教えられるのは、第一に祈るべき事柄は、
自分たちのことではないということであ
る。何よりも先に、また、祈りの半分を費
やしながら、神のために祈るのである。第
二に「わたし」ではなく「わたしたち」と
いう複数形が使用されている点から、主の
祈りとは共同体の祈りと言える。それは主
イエスによって贖われた民の祈りであり、
神を「われらの父」と呼ぶことができる特
権をいただいた教会の祈りである。
　９節の「御名」とは神ご自身のことであ
る。「崇められますように」とは、他のも
のと厳格に聖別されるように、区別される
ように、という意味で、聖書協会共同訳で

は「御名が聖とされますように」と翻訳さ
れている。ところで私たち罪人が神ご自身
を聖別することなどできない。私たちの罪
は常に神の名に泥を塗り汚すからである。
９節の「崇められますように」と、10節の
「行われますように」は受動態になってい
る。つまり神の名を聖別することも、御心
を行うことも神によってなされるというこ
とである。父なる神は、実に、私たちが願
う前から既に必要なものを全てご存じで、
ご自身の名を聖別し、ご自身の御心を完全
に行うことができる。それにも拘わらず、
ご自身の民をご自身の経綸の御業に共に参
与させようとされる（フィリピ2：13参考）。
11節の「糧」とはパンである。このパンが
何を意味するのか諸説あるが、素直に今日
一日の食事として理解したい。私たちは日
ごとの糧を祈りつつ、日ごとに神に信頼し、
日ごとに神からの恵みを受け取って生活し
て行くように招かれている。12節で、罪の
赦しの祈りが出てくるのは、キリスト者が
信じて救われた後も、依然として罪人であ
るという現状を言い表している。イスラエ
ルでは罪責は、神に対する負い目・借金と
して理解されていた。日々罪を告白し、赦
しを乞わなければならない。13節の誘惑と
いう言葉は、試練という言葉である。肯定
的な文脈では試練と翻訳され、否定的な文
脈では誘惑と翻訳される。主イエスもゲツ
セマネの園で苦しみ悶えながら「できるこ
となら、この杯をわたしから過ぎ去らせて
ください」と祈られた（マタイ26：39）。
 （川栄智章）

《参照聖句》  フィリピ２章１３節
《教理問答》  子どもと親のカテキズム問８７、ウェストミンスター小教理問答問９９、ハイ

デルベルク信仰問答問１１８



教会学校教案誌� No.83

— 116 —

１２月２６日　マタイ６章７～１５節 【説教展開例】

祈りの手本、主の祈り
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　祈りとは、神さまとの会話であり、神さまとの交わりであって、原則として祈りに形式はない
が、「主の祈り」は祈りの手本として、私たちに祈りを教えてくれる。この「主の祈り」は当時
イスラエルの人々が捧げていた祈りと比べると、大変短く簡潔なものであった。しかし、その祈
りは、私たちが信仰に入った時の初心を思い起こさせる祈りである。「主の祈り」を学ぶことによっ
て、再度私たちの信じている神さまが、私たちの主権者であり、憐み深い父なる神さまであるこ
とを確認したい。

「私たちの主権者であり憐み深い父なる神さま」

異邦人の祈りとは異なる主の祈り

　教会では、神さまにお祈りをささげます
ね。イエスさまは、お弟子さんたちにお祈
りの仕方を教えてくださいました。これを
「主の祈り」と言います。祈りのお手本の
ようなものです。最初に悪いお祈りの仕方
について考えてみましょう。悪いお祈りの
仕方というのは、一言で言えば、自分が主
人で神さまを自分の召使のように利用しよ
うとする祈りです。自分の願いを何度も何
度も唱えて、言葉数が多ければ、聞き入れ
られると考えることです。私たちの神さま
は私たちの召使ではありませんね。私たち
はそんなに偉くはありません。私たちの神
さまは、天地の王であり、同時に憐み深い
父でもあられます。そして、神さまは、私
たちが願う前からすでに必要なものを全て
ご存知なんです。ですから、主の祈りとは、
この神さまに自分が持っていた主権を全て
明け渡し、神さまの御前に全てを放棄する
お祈りなんですね。自分は無価値な者で、
自分には何も神さまの御前にお捧げできる
ようなものがありませんという気持ちでお
祈りします。ゼロから始めようとする貧し
い心から、神の主権にお委ねしてみようと

する悔い改めのお祈りなんです。

神さまのためにとりなす祈り

　最初に「天におられるわたしたちの父よ」
と呼びかけましょう。父なる神さまは、何
故かわかりませんが、罪びとである私たち
を神さまの家族として、王さまの家族とし
て受け入れてくださいました。なんという
恵みでしょうか。次に、具体的な祈りに入
りますよ。まず最初に、神さまの為に三回、
お祈りを捧げます。「御名が崇められます
ように」、「御国が来ますように」「御心が
天におけるように地にも行われますよう
に」。
　ところで、私たち罪びとが神の御名を崇
められるように、神さまの御名を高く聖別
することはできませんね。また、神さまの
御心を完全に悟って、それを行うこともで
きません。むしろ私たちはいつも罪を犯し、
神さまの御名に泥を塗ってばかりいるのが
現実ではないでしょうか。実は、神の御名
を崇めるようにすることも、神の御心を行
うことも、神さまがなされることなんです。
つまり、神さまは全能なお方であって、私
たちが願う前から既に必要なものを全てご
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存じであり、ご自身の名を聖別し、ご自身
の御心を完全に行うことができるお方なの
です。こんなことを言うと、「それなら、
どうせ、神さまがすべての事をされるのだ
から、祈らなくてもいいじゃないか。一体、
私たちに何を祈れと言うのか。何もかも神
さまお一人でされればいいでしょうに。」
と思う人もいるかもしれません。それにも
拘わらず、神さまは私たちの祈りを待ち望
んでおられますよ。その理由は一体、何で
しょうか？
　もし、みんなが旅行をしていて、とって
も美しい景色を見たとしますよ。例えば海
に沈む夕日を見た時のことを想像してみて
ください。その時、この美しい景色は誰に
も教えないように隠しておこうなどと思い
ませんね。むしろ、「自分の最も愛する人
と一緒に、このとっても美しい景色を見る
ことができたらどんなに良かったか！」と
思うのではないでしょうか。または、今ま
でに一度も食べたことのない、とっても美
味しいスイーツを食べたとします。その時
には、「あ～、こんなにおいしいのを一人
で食べるのはもったいない！」と思うので
はないでしょうか。神さまもみなさんと同
じですよ。神さまのご計画された御業が
とっても美しいために、私たちを神さまの
ご計画された御業に、一緒に神さまと手を
つないで参加させて、その御業を一緒に体
験させたいと、願われるのです。それほど
までに神さまは私たちを愛しているという
ことです。信じられるでしょうか？　です
から、主の祈りで、最初に神さまのために
祈るのは、祈りを通して神さまが私たちに
思いを与えてくださり、神さまが願うこと
を共に願うようにさせていただくためなの
です。

私たちのための祈り

　神さまの為に祈った後に、次に、私たち
のことをお祈りします。まず、必要な糧を
今日、与えてくださいとお祈りしましょう。
神さまは空の鳥さえ、その日、食べる分を
責任もって備えていてくださいます。まし
てや、神の子どもである私たちにも、神さ
まはその日その日に充分な糧を与えてくだ
さいます。私たちは日ごとに神さまに信頼
し、神さまからの恵みを受け取って生活し
ていくのです。次に、負い目の赦しのお祈
りです。私たちはイエスさまを信じて神の
子とされていますが、相変わらず日々罪を
犯してしまう弱い存在なんですね。ですか
ら日々悔い改めて、罪の赦しを神さまに乞
わなければなりません。それに、そもそも
私たちはイエスさまに罪赦された共同体で
すから、赦しの共同体が自然に形成されて
いくべきですね。神さまが私たちを赦して
くださったように、私たちも私たちに罪を
犯した人たちを赦してあげましょう。最後
に、試練や誘惑に遭わないようにお祈りし
ましょう。私たちは、自分が考えているよ
り、はるかに弱い者であるかもしれないか
らです。
　神さまの主権は、私たちの愚かさの中で
ご自身の知恵を現わしてくださり、私たち
の弱さの中でご自身の力を現わしてくださ
り、私たちの罪の中でご自身の正義と恵み
を光り輝くように、現わしてくださいます。
私たちは「主の祈り」を祈るたびに、この
神さまに信頼を寄せて、悔い改めをもって、
弱さを告白し、この神さまの御前に全てを
放棄し、自分が持っていた主権を明け渡し、
この方に委ねることができるのです。
 （川栄智章）

《今週の暗唱聖句》
あなたがたの父は、願う前から、あなたがたに必要なものをご存じなのだ。
 （マタイによる福音書６章８節）
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１２月２６日　マタイによる福音書６章７～１５節 【分級展開例Ａ】

祈りの手本、主の祈り

ａ．展開例

　分級のクラスが小学校低学年が中心であれば、ｂのワークをプリントにして、答えを書
き込んでもらいます（その際は子どもたちのできることに合わせてルビ振り orひらがな
に直すなどの配慮を）。未就学の子中心であれば、口頭でクイズにしてみたり、選択肢を
２つに減らしたりしても OK。もっと簡素にして○×クイズ形式にしてもいいかもしれま
せん。
　答えに迷っている子がいたら、ヒントを出して正解へ導いてあげてください。今ある知
識を試す質問ではなく、「神さまのことを知った」という喜びを知ってもらうためのワー
クです。 

ｂ．ワーク 

① せいしょをよんで、あいているところをうめてね。
　「あなたがたの父は、願う前から、あなたがたに＿＿＿＿＿＿＿＿＿をご存じなのだ。」
 （マタイによる福音書６章８節）

② イエスさまは、どんなふうにお祈りしなさいって言ったのかな？
　Ⓐみんなの前でりっぱなことばでおいのりしなさい（　　　　　）
　Ⓑあなたのきもちを知っている神さまを信じておいのりしなさい（　　　　　）
　Ⓒ神さま何も聞いてくれないからお祈りしなくていいよ（　　　　　）

③ なにをおねがいしたらいいのか、イエスさまが教えてくれたおいのりはどれ？
　Ⓐ使徒信条　（　　　　）　　Ⓑ十戒　（　　　　）　　Ⓒ主の祈り　（　　　　）

ｃ．解説

①例：みんなの前でお祈りする時、上手にできるかな？　大丈夫かな？　と心配になっちゃ
うことがあるけど、聖書は「大丈夫！」と言ってくれています。わたしたちがお願いす
る前から、神さまはみんなに必要なものを知っておられます。だから、安心して神さま
にお祈りしていいんだよ、ってイエスさまはおっしゃっているんだね。
②（正解はⒷ）例：１問目にもありました、神さまはみんなのお願い、みんなの気持ちを
全部知っておられます！　だから、そんな神さまに心からぶつかって、信じてお祈りし
てください。
③（正解はⒸ）例：それでも、おいのりってどうやるの？　というときのために、イエス
さまは私たちにお祈りのお手本を教えてくださいました。それが、マタイによる福音書
６章９～13節にあるお祈りです。いつもの礼拝の中でもみんなでお祈りしてるね。イエ
スさまが教えてくださったお祈りだから、「主の祈り」。神さまとお話しする時はどうす
るんだっけ？　と迷ったら、この主の祈りを思い出してみてください。
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１２月２６日　マタイによる福音書６章７～１５節 【分級展開例Ｂ】

祈りの手本、主の祈り

　今日は、お祈りについて、調べてみましょう。聖書の中のお祈りがどんなお祈りか、み
んなで確かめてみましょう。（限られた時間で、全部調べるのは無理です。一つ二つ選び
ましょう。家に帰ってから調べても良いです）

　　食事の時の祈り　　　　　　　　マタイ14：19、15：36、26：26、使徒言行録27：35
　　祝福の祈り　　　　　　　　　　マタイ19：13～15
　　苦しい時の祈り　　　　　　　　マタイ26：39、使徒言行録16：25
　　高慢な祈りとへりくだった祈り　ルカ18：9～14
　　勇気を求める祈り　　　　　　　使徒言行録4：23～31
　　教会の働きを勤める時の祈り　　使徒言行録6：6、13：3
　　生命を回復する祈り　　　　　　使徒言行録9：40、28：8
　　仲間の助けを願う祈り　　　　　使徒言行録12：12
　　お別れする時の祈り　　　　　　使徒言行録20：36、21：5
　　救いを願う祈り　　　　　　　　使徒言行録26：29

　どんなふうに祈るべきか教えられている箇所も見てみましょう。
　　迫害する者のため　　　　　　　ローマ12：14
　　熱心に　　　　　　　　　　　　コロサイ4：2
　　絶えず　　　　　　　　　　　　テサロニケ一5：17
　　王様や高官のために　　　　　　テモテ一2：2
　　互いのために　　　　　　　　　ヤコブ5：16
　　聖霊の導きの下　　　　　　　　ユダ20節
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１２月２６日　マタイによる福音書６章７～１５節 【分級展開例Ｃ】

祈りの手本、主の祈り。 祈りとは何か

　三週空いて、「子どもと親のカテキズム」に戻りました。今週から祈りについて学びます。
全体の流れを確認してみましょう。

　子どもと親のカテキズムの中で、祈りについて触れているのは以下の箇所です。それぞ
れどんな箇所か、祈りはどんな役割を与えられているか、確かめてみましょう。

　問５（全体での位置づけ）、問31（預言者職）、問32（祭司職）、
　問38（主が祈ってくださる）、問42（教会生活の要素）、問46（礼拝の要素）、
　問48（恵みを与える方法）、問55（説明）、問56（神さまが求めていること）、
　問57（神さまの求めを聖書で知ること）、問83（律法の第三用法との関係）

　祈る時にどんなふうに祈るのが良いと思いますか。また日々祈ろうとする時、どんなこ
とを難しいと感じるでしょう。

　みんなで実際に祈ってみましょう。
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１０月３日
そして、彼

かれ

らに言
い

われた。
「人

ひと

の子
こ

は安
あん

息
そく

日
び

の主
しゅ

である」
 【ルカ6：5】

１０月１０日 
あなたがたは神

かみ

に愛
あい

されてい
る子

こ

供
ども

ですから、神
かみ

に倣
なら

う者
もの

となりなさい。
 【エフェソ5：1】

１０月１７日
兄
きょうだい

弟に腹
はら

を立
た

てる者
もの

はだれで
も審

さば

きを受
う

ける。兄
きょうだい

弟に「ば
か」と言

い

う者
もの

は、最
さい

高
こう

法
ほう

院
いん

に
引
ひ

き渡
わた

され、「愚
おろ

か者
もの

」と言
い

う者
もの

は、火
ひ

の地
じ

獄
ごく

に投
な

げ込
こ

ま
れる。 【マタイ5：22】

１０月２４日
主
しゅ

なる神
かみ

は言
い

われた。「人
ひと

が
独
ひと

りでいるのは良
よ

くない。彼
かれ

に合
あ

う助
たす

ける者
もの

を造
つく

ろう。
 【創

そう

世
せい

記
き

2：18】

１０月３１日
しかし、ザアカイは立

た

ち上
あ

がって、主
しゅ

に言
い

った。「主
しゅ

よ、
わたしは財

ざい

産
さん

の半
はん

分
ぶん

を貧
まず

しい
人
ひと

々
びと

に施
ほどこ

します。また、だれ
かから何

なに

かだまし取
と

っていた
ら、それを四

よん

倍
ばい

にして返
かえ

しま
す」 【ルカ19：8】

１１月７日
だから、偽

いつわ

りを捨
す

て、それぞ
れ隣

りん

人
じん

に対
たい

して真
しん

実
じつ

を語
かた

りな
さい。わたしたちは、互

たが

い 
に体
からだ

の一
いち

部
ぶ

なのです。  
 【エフェソ4：25】

１１月１４日
食
た

べる物
もの

と着
き

る物
もの

があれば、
わたしたちはそれで満

まん

足
ぞく

すべ
きです。 【テモテ一6：8】

１１月２１日
わたしたちの主

しゅ

イエス・キリ
ストを通

とお

して神
かみ

に感
かん

謝
しゃ

いたし
ます。このように、わたし自

じ

身
しん

は心
こころ

では神
かみ

の律
りっ

法
ぽう

に仕
つか

えて
いますが、肉

にく

では罪
つみ

の法
ほう

則
そく

に
仕
つか

えているのです。
 【ローマ7：25】

１１月２８日
わたしは、既

すで

にそれを得
え

たと
いうわけではなく、既

すで

に完
かん

全
ぜん

な者
もの

となっているわけでもあ
りません。何

なん

とかして捕
と

らえ
ようと努

つと

めているのです。自
じ

分
ぶん

がキリスト・イエスに捕
と

ら
えられているからです。
 【フィリピ3：12】
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１２月５日
地
ち

上
じょう

の諸
しょ

国
こく

民
みん

はすべて、あな
たの子

し

孫
そん

によって祝
しゅくふく

福を得
え

る。あなたがわたしの声
こえ

に聞
き

き従
したが

ったからである。
 【創

そう

世
せい

記
き

22：18】

１２月１２日
マリアは男

おとこ

の子
こ

を産
う

む。その
子
こ

をイエスと名
な

付
づ

けなさい。
この子

こ

は自
じ

分
ぶん

の民
たみ

を罪
つみ

から救
すく

うからである。【マタイ1：21】

１２月１９日
家
いえ

に入
はい

ってみると、幼
おさなご

子は母
はは

マリアと共
とも

におられた。彼
かれ

ら
はひれ伏

ふ

して幼
おさなご

子を拝
おが

み、宝
たから

の箱
はこ

を開
あ

けて、黄
おう

金
ごん

、乳
にゅうこう

香、
没
もつ

薬
やく

を贈
おく

り物
もの

として献
ささ

げた。　　　
 【マタイ2：11】

１２月２６日
あなたがたの父

ちち

は、願
ねが

う前
まえ

か
ら、あなたがたに必

ひつ

要
よう

なもの
をご存

ぞん

じなのだ。
 【マタイ6：8】 
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2022年１～３月カリキュラム（第84号）
─『子どもと親のカテキズム』に基づく２年サイクル　第２年─

月　日
教会暦・行事

子どもと親のカテキズム 参照教理問答

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句
　　単 元 の 目 標

１月２日
神の子らしい祈り 問85 ハイデ116、ウ小98

サムエル記上3：1－18 フィリピ4：6
祈りによって神さまとお話しし、神さまと心を合わせて一年を過ごそう

１月９日
祈りに生きる道・
神との会話

問86 ウ小98、ハイデ116,117
ルカ11：1－13 ルカ11：13

 父に対する信頼をもってすべてをゆだねて祈る

１月16日
祈りに生きる道・
主の御名による祈り

問87 ウ小98，99、ハイデ117
ルカ17：11－19 ヤコブ5：16

イエスさまの十字架によって私たちを救ってくださる本当の神さまに祈る

１月23日
祈りに生きる道・
祈りの内容

問88 ウ小98、ハイデ118
使徒16：16－34 使徒16：25

神さまを信頼して祈ることで神さまと結ばれる

１月30日
主の祈り・

わたしたちの父よ
問89 ウ小100、ウ大189、ハイデ120

マタイ6：5－9 マタイ7：11
神の子として天の父に祈る

２月６日
主の祈り・

御名を崇める祈り
問90 ウ小101、ハイデ122

詩編33：1－22 詩編33：8
神さまの御名をたたえることで、私たちも幸いを得る

２月13日
主の祈り・

御国を求める祈り
問91 ウ小102、ハイデ123

マタイ12：22－32 マタイ12：28
世界に神さまの支配がおよぶように祈る

２月20日
主の祈り・

御心を求める祈り
問92 ウ小103、ハイデ124

ローマ12：1－2 ローマ12：2
私たちを愛してくださる神さまのみ心にゆだねる

２月27日
主の祈り・
ゆだねる祈り

問93 ウ小104、ハイデ125
ヨハネ6：22－40 ヨハネ6：35

すべてを与えてくださる神さまを信頼してゆだねて祈る

３月６日
レント

主の祈り・
赦され、赦す祈り

問94 ウ小105、ウ大194、ハイデ126
マタイ18：21－35 マタイ6：12

赦されている恵みを覚えて、人を赦せるように祈る

３月13日
レント

主の祈り・
神の子の勝利の祈り

問95 ウ小26，36，106
マタイ26：36－46 マタイ26：41

イエスさまが天にいて私たちをいつも守ってくださるように

３月20日
レント

主の祈り・
確信の祈り

問96 ウ小107、ハイデ128
歴代誌上29：10－20 テモテ二4：18

私たちのすべてを支えてくださる主をたたえる

３月27日
レント

主の祈り・
神の真実による祈り

問97 ウ小107、ハイデ129
黙示録3：14－22 黙示録22：20

真実である方にすべてをゆだねる
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大会教育委員会　出版物ご案内

神さまと共に歩む道
「子どもと親のカテキズム」解説

牧田吉和・監修

　聖書の信仰を「神さまと共に道を歩む」
という動的な概念で位置付けたユニーク
な信仰問答として親しまれている「子ど
もと親のカテキズム」。そのカテキズム
を信仰的対話の土台として用いるための
最良の手引き。（帯より）

定価：2,000円
（改革派内の方は消費税分・送料無料）

既刊書籍

子どもと親のカテキズム
─神さまと共に歩む道─

定価：500円

信徒の手引き
定価：2,200円

（改革派内価格：2,000円）

申し込み先：rcjkyoiku@gmail.com
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〈あとがき〉

●いよいよ紙媒体の教会学校教案誌も終わ
りが見えてまいりました。最後まで気を抜
かずに、お届けしたいと思います。来春よ
り、既刊コンテンツすべてを公開し自由に
利用していただけるようにと願っていま
す。教会教育に携わる者は、できる限りの
準備をもって立つべきです。そもそも、教
会学校教案誌の刊行は、子どもたちに福音
を届けるための労力を軽減させるためでは
ありませんでした。これまでのように、あ
るいはこれまで以上に皆様の備えと献身的
奉仕が求められるかと思います。そこには、
ポジティブな意義があると言えるかもしれ
ません。（相馬伸郎）
●夏も、刑務所での教誨活動はいつも通り
です。グループ教誨と言っても、コロナ禍
で収容受刑者が半分になり、聖書の学びに
は受刑者２名、刑務官１名、と私だけです。
前日、教誨師を三年勤めたので、刑務所内
の所長室で小さな表彰式がありました。表
彰式など必要ないと思いながら、断ること
も出来ず……。三年経っても任務そのもの
は、今も試行錯誤の連続です。（小川　洋）
●オリンピック報道でニュースが埋め尽く
されています。
　出場しているアスリートに責めは多くな
いと思いますが、ナチス政権時代の３S政
策を思い起こします。
　今日ではそれに SNSが加わって４Sで
しょうか。世界を席巻するコロナ被害にも
不明な点が多くあり、背後にうごめく獣の
支配に注意が必要と思わされます。
 （牧野信成）
●牧師館玄関脇の砂利の間から、朝顔の芽
が顔を出しました。昨年か一昨年に鉢から
落ちた種が芽生えたものです。支柱を立て

てあげたところ、ちょうど数日雨が降った
ので、毎朝花が咲いてくれるまでになりま
した。石地に落ちた種は、焼けて根がない
ため枯れてしまうのが、聖書の教えるとこ
ろと思っていましたが、神さまは、石地で
も蒔いてもいない種を芽生えさせ、花を咲
かせてくださる方でした。神さまは、ご自
分で教えてくださる以上に私たちに恵みを
与えてくださることを知った夏でした。
　種まきが疎かな石地にある私たちの教会
にも神さまが花を咲かせてくださるに違い
ないと励まされました。 （長田詠喜）

※ バックナンバーを御希望の方は下記まで
ご連絡ください。
　　長野佐久伝道所　牧野信成
　  〒385－0051
　　長野県佐久市中込3－9－1
　　Tel & Fax ： 0267－62－2409
　　E－ mail： rcjnaganosaku@gmail.com



まえがき
　木下裕也（岐阜加納教会牧師）
巻頭説教
　漆崎英之（金沢伝道所宣教教師）
自閉症の息子を与えられて
　坂尾連太郎（南与力町教会牧師）
執事職について（3）
　吉田　実（但馬みくに伝道所宣教教師）
これからの教会学校
　　教会によるキリスト信仰教育を考える
　小川　洋（高松教会牧師）
献身のすすめ　　私の使いみち
　芦田高之（新浦安教会牧師）
信仰告白のあかし
　　自分を打ち砕かれて、自分を知る
　市川義則（東京教会）
教会学校訪問　勝田台教会日曜学校
　岩田三枝子（勝田台教会）

イラスト作画
　表紙　中村未生（春日井教会・IBUKI）
　　　　高橋乃亜（湘南恩寵教会・IBUKI）
　聖句カード
　　　　岡野美佳（青葉台キリスト教会）

聖書黙想・説教展開例
　大木　信　　（西鎌倉教会牧師）
　大宮季三　　（芸陽教会牧師）
　小澤寿輔　　（高知教会牧師）
　柏木貴志　　（岡山教会牧師）
　川栄智章　　（せんげん台教会牧師）
　國安　光　　（園田教会牧師）
　高内信嗣　　（山田教会牧師）
　後登雅博　　（高蔵寺教会牧師）
　小橋口貴人　（那加教会牧師）
　相馬伸郎　　（名古屋岩の上教会牧師）
　袴田清子　　（灘教会）
　宮武輝彦　　（男山教会牧師）
　吉田　崇　　（吉原富士見伝道所宣教教師）

分級展開例
　伊藤穂波　　（四日市教会）
　木下奈緒子　（岐阜加納教会）
　草野容子　　（恵那教会）
　小堀尚美　　（花小金井教会）
　長田詠喜　　（新所沢教会牧師）
　牧野信成　　（長野佐久伝道所宣教教師）
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